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（人
間
向
き
）
桜
沢
如

´
著

魔
法
の
メ
ガ
ネ

無
双
原
理
の
物
の
考
え
方

　

〈
吾
円

永
遠
の
少
年
（上
）
少
年
よ
、
大
士心を
い
だ
け
‘
一一８
円

永
遠
の
少
年
（下
）
ガ
イ
ン
ー
小
伝
　
　
　
　
一一一杏
円

食
養
人
生
読
本
　
食
養
で
開
く
自
由
の
人
生

一、
舌
〇
円

生
命
現
象
と
環
境

や
さ
し
い
エ
コ
Ｒ
ン
ー
　

一一一８
円

新
食
養
療
法
　
正
食
身
むヽ
改
生ヽ理
法
　
　
　
　
一、
一〓
円

東
洋
医
学
の
哲
学

軽
装
普
及
版
　

　

　

一一、
０
８
円

（資
料
）
米
上
院
栄
養
委

米
国
の
食
事
改
善
目
標
　
　
　
　
　
　
　
一一〓
円

桜
沢
里
真
著

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
家
庭
料
理
全
書
三
、き
〇
円

（研
究
向
き
）
石
塚
左
玄
著

化
学
的
食
養
長
寿
論
　
一
八
九
六
年
初
版
　
一二
、
〓
〇
円

桜
沢
如

．
著

無
双
原
理

・
易

宇
宙
法
則
、
実
用
弁
証
法
　
　
九
８
円

宇
宙
の
秩
序

最
重
大
Ｐ
Ｕ
書
　
　
　
　
　
一、
〇
〓
円

病
気
を
治
す
術

・
病
人
を
治
す
法

人
生
論

丑
ｏ
円

健
康
の
七
大
条
件
　
正
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
五
吾
円

千
二
百
年
前
の

一
自
由
人
　
　
　
　
　
　
　
九
８
円

平
和
と
自
由
の
原
理
　
東
西
文
明
の
統
合
　
一一、
０
８
円

石
塚
左
玄
　
食
養
法
開
祖
小
伝
　
　
　
　
　
一、
三
〓
円

桜
沢
如

一
ア
ル
バ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
〓
円

ク
ラ
ラ

・
シ

ュ
ー
マ
ン
　
人
生
論
　
　
　
　
　
七
三
〇
円

人
間
―
こ
の
未
知
な
る
も
の
分

レ
と

　

一一、
０
８
円

自
然
医
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一、
五
８
円

原
典

コ
ピ

ー
版

桜
沢
如

一
著

バ
イ
キ
ン
の
国
探
険

人
間
革
命
の
書

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
審
判

人
間
の
秩
序

最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝
つ
者

兵
法
七
書
の
新
研
究

一
つ
の
報
告

日
本
精
神
の
生
理
学

自
然
科
学
の
最
後

食
物
と
人
生

正
し
い
食
物
に
つ
い
て

天

国

の

鍵

中
央
ア
フ
リ
カ
横
断
記

コ
ン
パ
文
庫
４

コ
ン
パ
文
庫
５

コ
ン
パ
文
庫
６

不
思
議
な
世
界

「
新
し
き
世
界
へ
」
き
ｏ
上
一玩
号

『
新
し
き
世
界
へ
』
三
ｏ上
一夏
号

「
健
康
の
七
大
条
件
「
原
Ｆ
転
換
」を
の
ぞ
く
）

砂
糖
の
毒
と
肉
食
の
害

Ｐ
Ｕ
歌
集

桜
沢
如

一
　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

Ｔ
Ｅ
Ｓ
第

一
回
　
特
別
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
　
６０
分
×
２
本
　
一一一、
０
８
円

〒
き
ｏ

判
断
力
の
話
　
七
〇
歳
、
新
春
講
義
　
６０
分

×
２
本
　
一至
（８
円

↑
ｍ切
れ
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
講
演
　
一巻
―
冥
巻

　

６０
分

×
３‐
本

四
六
、
き
〇
円

人
森
英
桜
　
カ
セ
ッ
全
ア
ー
プ

無
双
原
理
入
門
　
宇
宙
法
則
と
は
？
　
６０
分
×
２
本

健
康
法
総
批
判

原
理
の
な
い
健
康
法

９０
分

×
２
本

主
食
の
徹
底
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
四
時
間
ｒ
二
本

人
間
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
　
　
　
　
　
６０
分
×
２
本

入
浴
法
の
研
究
　
入
浴
療
法
　
　
　
　
６０
分

×
２
本

女
の
業
に
つ
い
て

女
の
警
さ
な
、カ
ル
マ
　
６０
分

×
２
本

心
身
改
造
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
ｘ
２
本

体
質
別
正
食
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分

×
２
本

食
養
手
当
法
　
正
食
医
学
秘
伝
　
　
　
９０
分

ｘ
２
本

食
物
に
よ
る
人
体
修
理
法
　
　
　
　
　
６０
分

ｘ
８
本

美
容
と
ヒ
フ
の
手
当
法
　
　
　
　
　
　
６０
分
と
∞
分

ガ
ン
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分

ィ
４
本

久

司

御

知

夫

　

カ

セ

ッ
全

ア
ー
プ

世
界
平
和
と
健
康
　
　
　
　
　
　
　
　
９０
分
ｘ
３
本

●
お
求
め
は
全
国
有
力
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
日
本
Ｃ
Ｉ

協
会

（小
田
急
線
東
北
沢
下
車

一
分
半
）
で
。

■
送
金
方
法

／
①

各
銀
行
か
ら
第

一
勧
銀
北
沢
支
店
普
通
預
金

口
座
三
望
き
九
日
本
Ｃ
ｉ
協
会
へ
。
明
細
ハ
ガ
キ
で
協
会
通
販
係

へ
。
ま
た
は

２

郵
便
局
で
振
替
東
京
？
夏
里
量
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

へ
。
ま
た
は
０

現
金
書
留
で
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

〒
‐５‐
　
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町

．
．
―
丘

電
話

　

（Ｏ

・^
）
四
六
九

・
七
六
．１
．
山

一丁

〓
６

一丁

〓
δ

（
品

切

れ

）

一Ｔ

〓
６

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ

二
６

一丁

〓
６

一丁

四
ｏ

一Ｔ‐
二
〇
〇

（
品

切

れ

）

一Ｔ

〓
６

一Ｔ

〓
あ

一Ｔ

〓
あ

（
品

切

れ

）

（
品

切

れ

）

一Ｔ

二
６

一丁

〓
う

一Ｔ

〓
こ

一丁

〓
あ

〒
‐
二
〇
〇

一Ｔ

〓
６

一、
二
８
円
　
一丁
一言

二
、
〇
〓
円
　
一Ｔ
一舌

一、三
〓
円
　
一丁
三
ｏ

八
〓
円
　
一丁
三
ｏ

一、
二
〓
円
　
一下
三
ｏ

一、
二
〓
円
　
一丁
一邑

二
、〇
〓
円
　
一Ｔ
一舌

一、
三
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

二
、
０
８
円
　
一Ｔ
三
ｏ

二
、六
８
円
　
一丁
冥
ｏ

一、
三
８
円
　
一下
三
ｏ

七
日
円

（品
切
れ
）

一、０
８
円
　
一Ｔ
一舌

一、
〇
〓
円
　
一丁
一舌

三
、五
〓
円
　
一丁
冥
ｏ

一、七
８
円
　
一丁
冥
ｏ

三
、
八
８
円
　
一Ｔ
一杏

八
８
円
　
一Ｔ
一邑

天
、
ｏ
８
円
　
一Ｉ
一合

天
、
ｏ
〓
円
　
一Ｉ
一合

一、
二
〓
円
　
一Ｔ
三
ｏ

二
８
円
　
一Ｔ
一舌

二
、六
８
円

〒
８
ｏ

四
、ｏ
８
円

〒
き
ｏ

四
、三
〇
Ｐ
円

一Ｔ
８
ｏ

二
、六
８
円

〒
８
ｏ

二
、一６
０一円

（占‐‐切
れ
）

二
、六
８
円

言
ｍ明
れ
）

四
、〇〇
〇
ｍ向
一Ｔ
一‘
ｏ

四
、
ｏ８
円

〒
こ
ｏ

四
、ｏ８
円

〒
こ
ｏ

三
、ｏ
８
円

言
田切
生

三
、０８
円

〒
舌
ｏ

３
、ｏ
８
円

四
、五
８
円

〒
呂
ｏ

■
２
冊
以
上
の
場
合
の
送
料
は
、
定
価
合
計
が

三
千
円
未
満
　
二
百
円

六
千
円
未
満
　
一二
百
円

一
万
円
未
満
　
四
百
円

一
万
円
以
上
　
五
百
円



■

表
紙
デ
ザ
イ
ン
＝
オ
ウ
ム
ガ
イ

（径
１３５
ミ
リ
）

■

図

書

（資
料
）
紹

介

①
林
語
堂

「
人
生
を
い
か
に
生
き
る
か
』

（阪
本
勝

訳
）
講
談
社
学
術
文
庫
　
上
下
各
四
人
○
円

桜
沢
先
生
が

『
東
洋
医
学
の
哲
学
』
硼
頁
で
推
薦

し
て
い
る
Ｐ
Ｕ
を
説
く
本
Ｈ
冊
の
う
ち
の

一
つ
。
元

兵
庫
県
知
事
の
阪
本
勝
氏
の
格
調
高
い
、
ユ
ー
モ
ア

に
富
ん
だ
名
訳
が
再
刊
さ
れ
た
。
い
か
に
も
中
国
の

自
由
主
義
者
ら
し
い
、
悠
々
た
る
人
生
論
は
、
せ
か

せ
か
し
た
我
々
に
は
、
清
涼
剤
だ
。

②
笹
目
恒
雄
『シ
ベ
リ
ア
収
容
所

。
太
陽
を
喰
う
男
』

（神
仙
の
寵
児
シ
リ
ー
ズ
Ⅷ
　
煉
獄
篇
）
山
雅
房
＝

（〒
鰤
川
口
市
戸
塚
一冥
十
一　
●
日
全
・突
共
奎
八

振
替
東
京
↑
〓
奄
三
）
元
８
円
　
一Ｉ
一８
円

著
者
は
戦
前
、
満
州
で
大
牧
場
を
経
営
し
て
い
た

が
、
敗
戦
と
と
も
に
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
、
そ

の
奮
戦
記
。　
一
七
〇
セ
ン
チ
、
二

一
貫
、
神
仙
道
、

拳
法
、
モ
ン
ゴ
ル
語
の
心
得
あ
る
著
者
が
、
ソ
連
当

局
、
日
本
人

″
民
主
″
グ
ル
ー
プ
に
屈
す
る
こ
と
な

く
、
豪
快
に
生
き
抜
く
様
は
、
水
滸
伝
の

一
節
か
、

ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
を
見
る
よ
う
。　
″
収
容
所
″
の
研

究
に
も
な
り
、
ソ
連
に
対
す
る
度
胸
を
き
め
さ
せ
る
。

③
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル

『ジ
ャ
バ
ン
・
ア
ズ

・
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
』

（広
中
和
歌
子
、
木
本
彰
子
訳
）
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ

タ
ニ
カ
〓
一８
円
　
④
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

『ザ

・
ジ
ヤ
パ

ニ
ー
ズ
』

（国
弘
正
雄
訳
）
文
芸
春
秋
　
一杏
〇
円

と
に
か
く
脱
帽
の
内
容
。
機
会
を
み
て
紹
介
。

⑤
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン

『共
産
主
義
に
つ
い
て
』

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
％
号
所
載

（英
文
、
和
訳
し
て
六
千
宇
）

衝
撃
の
警
告
。
％
日
の
会
で
紹
介
す
る
。

（橋
本
）

●

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

●

晰
ル
障
誠
界
ヘ

イ

ン
タ
ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス
…

…

４

新
春
健
康
学
園
開
く
、
塩
出
議
員
来
館
、
正
食
医
学
講
座
開
く

ジ
ャ
ッ
ク
と
ミ
チ
／
桜
沢
如

一
…
…
７

文
明
と
い
う
名
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
―
―
連
載
第
２
回

春
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
　
お
知
ら
せ
…
…
…５

４
月
２０
日
、
神
奈
川
県
大
山
ヘ
ノ

正
食
半
断
食
に
よ
る
心
身
改
造
／
大
森
英
桜
・…
‥
１６

反
応
と
そ
の
処
理
法
―
―
正
食
医
学
シ
リ
ー
ズ

肉
食
の
化
学
／
武
者
宗

一
郎
…
…
２６

肉
食
を
化
学
の
眼
で
見
る
と
ど
う
な
る
か
？

生
舗
鉄わ
唯
製σ岬
静
輸
り
大
友
映
予
…
３２

曇
勧
騨
輻
魏
ノン
呆
禽
塀
饗
‥
３５

∫
鑑
計
算
Ю陳
情…
３４

弥
手生称聾
輸
鏑動
鋼
ユ理／ヽ
燿
総
理訴
二一如
など

全
国
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
友
の
店
…
…

５０

食
養
料
理
教
室

正
食
医
学
講
座

夏
期
生
募
集
／
…
…
巻
末
別
刷

（４
月
）
募
集
／
…
…
巻
末
別
刷

ヴ
ァ
ス
ト
師
来
日
…
…
表
紙
の
３

Ｅ
卜

時

■

本
誌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
／
　
今
号

一
部
二
五
〇
円

（切
手
代
用
可
）

×
本
誌
の
用
語
解
説

Ｃ
ｌ

（シ
ー
ア
イ
）
…
…
ｒ
ｏ
ｏ
８
一３

【”
５
ｏ
「”
ヨ
Ｃ
∽

″無
知
な
る
者
の
セ
ン
タ
ー
″
の
意
味
。

無
双
原
理
と
正
食
の
運
動
を
す
る
セ
ン

タ
ー
。
第
二
次
大
戦
後
、
桜
沢
先
生
が

青
年
教
育
の
家
を

″
Ｍ
Ｉ
″
　
〓
”
【８
５

Ｈ電
０
３
３
湧

と
命
名
。
こ
ざ
か
し
い
知

恵
を
す
て
、
無
知
、
バ
カ
で
あ
る
こ
と
に

徹
底
し
た
も
の
が
真
の
幸
福
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
。

Ｇ

・
０

（
ジ
ー
オ
Ｉ
Ｙ
あ
８
【器
∽　
ｏ
γ

８
１
，

（
ジ

ョ
ル
ジ

ュ
・
オ
ー
サ
ワ
、

英
語
な
ら
ジ

ョ
ー
ジ
）
桜
沢
如

一
先
生

の
外
国
で
の
ペ
イ
不
―
ム
。
如

一
を
ジ

ョ
ー
ジ
に
あ
て
た
も
の
。

Ｐ
Ｕ

（ピ
ー
ユ
ー
）
…
…

ｒ
ｏ
「
”
す
ｏ
】Ｒ

Ｃ
５
一ｏ
ｃ
ｏ
　
（
ル

・
プ
ラ
ン
シ
ッ
プ

・
ユ

ニ
ッ
ク
）
た
だ

一
つ
の
原
理
、
無
双
原

理
の
こ
と
。
宇
宙
を

つ
ら
ぬ
く
根
本
法

則
の
こ
と
。

マ
ク
ロ
ｒ
〓
■
ア
ィ
ツ
カ
′・…
‥
３
●
０
うＯ
σ
ざ
‐

〓
ｆ
共

フ
ラ
ン
ス
語
）、
英
語
で
は
マ
ク

ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
Ｂ
，
ｏ
うｏ
ｇ
ｏ
一３
∽、形
γ

容
詞
は

３
８
８
げ
【ｏ
一お

マ
ク
ロ
バ
イ
オ

テ
ィ
ッ
ク
。
元
の
意
味
は

「
長
生
術
、

長
生
き
法
」
だ
が
、
桜
沢
先
生
の
提
唱

に
よ
る
正
食
法
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
。
宇
宙
の
秩
序
、
法
則
に
の
っ
と

っ

た
人
生
の
道
の
こ
と
。
大
自
然
と
と
も

に
生
き
る
生
活
法
。

陰
性

・
陽
性
…
…
あ
ら
ゆ
る
物

の
性
質
を

二
つ
に
分
け
て
、
遠
心

・
拡
散

・
寒
冷

・
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陰
性
（
▽
）

と
呼
び
、
求
心

・
収
縮

一
暖
熱

・
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
多
い
も
の
を
陽
性

（
△
）
と

呼
ぶ
。



掛
掛
甍
警
藝
掛
夢
事
事
掛
郵
螂
怖
弔
Ｓ

イ

ン

タ

ー

マ

ッ

ク

・
ニ

ュ

料
理
で
は
、
お
焦
げ
は
．キ
ツ
ネ
色
が
最
高

で
、
そ
れ
以
下
で
も
以
上
で
も
ダ
メ
、
そ
の

一
瞬
を

つ
か
む
ワ
ザ
が
料
理
で
あ
る
、
と
感

銘
ぶ
か
い
話
が

ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぶ
り
に
語
ら

れ
、
爆
笑
の
連
続
で
し
た
。

２
日
の
朝
、
ま
ず
掃
除
を
す
ま
せ
、
体
育

館
で
、
菅
野
能
文
さ
ん
指
導
の
ヨ
ガ
体
操
。

次
は
合
気
道
、
佐
藤
勝
彦
三
段
か
ら
、
受
け

身
、
手
の
返
し
方
な
ど
を
習
う
。

講
義
は
小
川
先
生
の

『悟
り
、
人
生
、
Ｐ

Ｕ
』
。
一
粒
の
朝
顔
の
種
が
芽
を
出
し
根
を
張

る
、
そ
の
様
を
述
べ
な
が
ら
の
陰
陽
の
話
。

豆
み
そ
と
、
麹
入
り
み
そ
を
例
に
と

っ
て
の
、

調
和
の
と
れ
た
料
理
、
食
事
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
と
い
う
話
。
宇
宙
生
命
の
全

エ
ネ

ル
ギ
ー
が
具
象
化
し
た
も
の
が
自
分
で
あ
る

と
い
う
話
な
ど
、
身
体
の
シ
ン
に
ズ
ン
と
く

る
話
の
連
続
で
し
た
。

昼
か
ら
は
小
川
先
生
の
指
導
で
、
Ｐ
Ｕ
歌

『
陰
あ
れ
ば
陽
』
と

『
ひ
ろ
い
み
ち
』
を
合

唱
。
皆
、
大
き
な
声
で
歌

い
ま
し
た
。

染
め
物
教
室
は
静
、
競
、
玉
ね
ぎ
の
皮
を

講
習
。
藍
は
自
然
発
酵
建
て
が
で
き
な
か

っ

た
た
め
、
化
学
建
て
で
染
め
ま
し
た
が
、
茜

と
玉
ね
ぎ
の
皮
は
正
真
正
銘
の
自
然
草
木
染

め
。
さ
ら
し
布
を
使
い
、
絞
り
染
め
な
ど
、

自
然
染
料
の
色
合

い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

別
の
グ
ル
ー
プ
は
、
子
供
た
ち
と
タ
コ
つ

く
り
に
熱
中
し
ま
し
た
。

―

ス

掛
痴
痴
掛
夢
警
藝
藝
怖
一螂
お
撃
曇
掛
『
姜
掛
櫛
勢
藝
螂
螂
螂
勢
郵
掛

夜
は
山
県
良
江
先
生
の
、
妊
娠

。
出
産
の
　
　
働
く
こ
と
。
ま
た
、
正
座
の
大
切
な
こ
と
、

話
。
お
産
は
あ
く
ま
で
結
果
で
、
胎
教
が
最
　
　
全
身
浴
よ
り
は
腰
湯
、
洗
濯
機
よ
り
は
も
み

も
大
切
な
こ
と
、
き
ち

っ
と
し
た
日
常
生
活
　
　
洗
い
な
ど
、
長
年
の
体
験
か
ら
に
じ
み
出
る

即
胎
教
で
あ
り
、
大
和
人
と
し
て
の
慎
み
を
　
　
一言
葉
の

一
つ

一
つ
が
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し

そ
こ
に
持

つ
こ
と
、
妊
娠
と
わ
か

っ
た
時

、
　
　
た
。

『
あ

っ
、
出
来
ち
ゃ
っ
た
』
と
い
う
気
持
で
　
　
　
特
に
妊
婦
の
方
に
と
、
携
帯
食
、
乳
児
用

は
ダ
メ
な
こ
と
、
妊
娠
出
産
に
関
し
て
余
分
　
　
口中
な
ど
を
綿
が
わ
り
に
入
れ
た
、
先
生
手
縫

な
知
識
を
入
れ
る
必
要
は
な
く
、
神
は
女
の
　
　
い
の
防
衛
頭
巾
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

人
に
は
ち
ゃ
ん
と
与
え
る
べ
き
も
の
を
与
え
　
　
中
身
は
、
炒
り
玄
米
、
ゴ
マ
塩
、
梅
千
、塩
、

て
い
る
こ
と
、
妊
娠
中
の
重
大
事
は
正
食
で
　
　
タ
オ
ル
、
産
着
、
肌
着
、
お
じ
め
、
脱
脂
綿
、

あ
る
こ
と
、
お
産
は
立

っ
て
、
と
ば
り
を
し
　
　
ガ
ー
ゼ
、
石
け
ん
、
本
綿
糸
、
麻
紐
、
は
さ

て
生
む
、
す
な
わ
ち
、
出
産
間
際
ま
で
立
ち
　
　
み
、
竹
刀
、
三
角
巾
、
安
全
ピ
ン
、
ち
り
紙
、

＞
佐
藤
三
段
の
合
気
道
け
い
こ

＞
本
間
昇
さ
ん
の
染
物
教
室

１
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
、
群
馬
県
猿
ガ

京
温
泉
で
８０
余
名
が
参
加
し
て
、
新
春
健
康

学
園
が
開
か
れ
ま
し
た
。

１
日
、
夕
食
後
の
最
初
の
講
義
は
、
小
川

み
ち
先
生
。
昭
和
１４
年
、
音
楽
の
先
生
の
職

を
捨
て
、
着
物

一
枚
で
、

「
日
本
精
神
と
い

う
も
の
を
教
え
て
も
ら

い
た
い
』
と
、
桜
沢

先
生
の
下
に
入
門
し
て
、
雑
巾
が
け
の
仕
方

か
ら
鍛
え
ら
れ
た
（本
誌
駆
号
）
体
験
か
ら
、

そ
こ
で
つ
か
ん
だ
も
の
を
話
し
ま
す
、
と
、

ま
ず
、
箸
を
食
卓
に
置
く
の
に
、
使

っ
た
部

分
を
手
前
に
し
て
、外

に
出
し
て
置
く
の
は
、

汚
し
た
も
の
を
入
様
に
向
け
な

い
心
づ
か
い

で
、
そ
う
い
う
気
持
が
す
べ
て
に
通
じ
る
こ

と
、
知
識
は
実
生
活
の
中
で
生
か
し
、
生
き

も
の
と
す
る
、
桜
沢
先
生
は
、
物
事
は
、
″徹

底
″
く
ら
い
で
は
ダ
メ
で
、　
″
ブ
チ
抜
け
″

と
言
わ
れ
た
、
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

▲ ′lll!み ち先生
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ビ

ニ
ー
ル
袋
、
季
節
の
衣
類
な
ど
。
炒
り
玄

米
は
、　
一
晩
水
に
つ
け
、
乾
か
し
、
ゆ

っ
く

り
炒

っ
た
も
の
で
、　
一
日
に
１０
粒
、
か
ま
ず

に
じ

っ
と
口
に
含
ん
で
い
れ
ば
十
分
や

っ
て

い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

明
け
て
３
日
、
ス
キ
ー
の
予
定
を
、
合
気

道
、
ヨ
ガ
、
卓
球
に
変
更
し
ま
し
た
。

夜
は
、
親
睦
の
パ
ー
テ
ィ
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン

で
勝

っ
て
、
６
人
の
名
前
を
集
め
る
ゲ
ー
ム
。

９０
人
が
広
間
で
入
り
乱
れ
て
大
騒
ぎ
。
い
ろ

ん
な
ゲ
ー
ム
や
ギ
タ
ー
、
歌
、
夫
婦
円
満
体

操
と
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
み
ま
し
た
。

４
日
朝
は
、
寒
気
の
中
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
。

す

っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
大
森
英
桜
先
生

の
発
生
学
の
講
義
を
聞
く
。

宇
宙
の
原
初
は
ど
の
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
流
れ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
か
に
始
ま
り
、

陰
陽
か
ら
４
種
の
組
み
合
せ
の
も
の
が
生
ま

れ
、
そ
れ
が
１６
種
の
素
粒
子
を
生
み
、
さ
ら

に
三
百
五
十
六
種
の
元
素
を
生
む
と
い
う
話
。

ま
た
、
受
精
卵
が
胎
児
に
な
る
ま
で
に
、
ど

の
よ
う
に
変
化
成
長
し
て
い
く
か
を
陰
陽
で

と
ら
え
、
な
ぜ
手
や
足
が
２
本
と
な
る
か
な

ど
、
明
快
な
話
が
あ
り
ま
し
た
ｏ

昼
か
ら
、
ヨ
ガ
、
合
気
道
を
練
習
し
て
、

体
育
館
の
大
掃
除
を
す
ま
せ
ま
し
た
。
子
供

た
ち
は
待
望
の
タ
コ
揚
げ
。
百
メ
ー
ト
ル
以

上
も
揚
が

っ
た
り
し
て
、
大
は
じ
ゃ
ぎ
。
庭

で
は
餅
つ
き
が
始
ま
り
、
子
供
も
入

っ
て
、

か
わ
る
が
わ
る
に
つ
き
ま
し
た
。

夜
の
講
義
は
、
大
森
先
生
の
、
サ
ン
カ
の

人
々
な
ど
の
出
産
に
つ
い
て
。
サ
ン
カ
に
つ

い
て

『出
産
に
関
す
る
知
識
は
両
親
か
ら
充

分
授
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
決、
し、
て、
不、
安、
な、

言
葉
は
使
わ
な

い
』
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い

胎
教
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

『
岩
田
帯
を
妊
娠

３
カ
月
日
か
ら
自
分
で
巻
き
、
真
夏
で
も
は

ず
す
こ
と
は
な

い
』
こ
と
も
同
様
で
、
胎
内

に
い
る
時
に
勝
手
気
ま
ま
に
動
け
る
よ
う
育

て
ら
れ
た
子
供
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
も
わ
が

ま
ま
に
な
る
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
、
大
森
先
生
の
講
義
は
、
「真
理
を

求
め
て
、
私
の
半
生
』
で
、
赤
面
恐
怖
症
と

病
気
の
少
年
時
代
か
ら
の
、
波
乱
に
と
ん
だ
、

つ
き
な
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。
閉
会
式
は
、

Ｐ
Ｕ
歌

『
ワ
カ
レ
の
歌
』
を
輪
に
な

っ
て
歌

い
、
散
会
し
ま
し
た
。
（
小
栗
健
嗣

・
記
）

子

供

班

よ

り

子
供
の
参
加
は
、
３
歳
以
下
が
６
名
、
小

学
生
１０
名
、
中
学
生
１
名
で
し
た
。

初
日
の
夜
、
子
供
た
ち
は
体
育
館
に
集
合

し
て
、
ま
ず
、
名
前
あ
て
ゲ
ー
ム
。
胸
の
ネ

ー
ム
カ
ー
ド
を
手
で
か
く
し
、
名
前
を
あ
て

ま
す
。
何
度
も
間
違

っ
て
は
大
笑

い
。
そ
れ

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
カ

ル
タ
取
り
を
し
ま
し
た
。

磐
撃
撃
警
書
警
撃
縣
磐
磐
螂
螂
縣
蠣
縣

イ

ン

タ

ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス

掛
螂
曇
掛
掛
螂
郵
３
掛
警
掛
螂
撃
颯
撃
撃
撃
承
繁
撃
撃
撃
蛛
螂
螂
螂

く

『わ
た
し
が
作
っ
た
タ
コ
で
す
／
」

く

み
ん
な
で
モ
チ
つ
き
。

大
き
い
よ
」
と
か
、
「私
の
ツ
メ
は
長
い
わ
」

と
か
、
人
相
学
子
供
版
で
し
た
。
次
は
、
コ

タ
ツ
に
入
っ
て
英
語
の
勉
強
。

三
日
目
は
、
朝
か
ら

″大
き
な
栗
の
本
の

下
で
″　
″雪
山
讃
歌
″　
″お
お
牧
場
は
緑
″

を
練
習
し
て
、
夜
の
パ
ー
テ
ィ
で
歌
い
ま
し

た′」。四
日
の
午
後
、
い
よ
い
よ
タ
コ
あ
げ
。
世

界
で
た

っ
た

一
つ
の
手
づ
く
リ
タ
コ
で
す
ｏ

二
日
の
朝
は
タ
コ
つ
く
り
。
障
子
紙
を
二
　
　
風
が
な
く
て
、
な
か
な
か
あ
が
ら
な
か

っ
た

枚
は
り
合
わ
せ
、
思
い
思
い
の
絵
を
か
き
ま
　
　
の
に
、
そ
の
う
ち
吹
い
て
き
て
、
高
く
高
く

す
。
サ
ル
を
か
い
た
り
、
自
分
の
名
前
を
書
　
　
あ
が
り
、
大
喜
び
で
し
た
。

い
た
り
。
小
さ
い
子
に
人
気
の
あ

っ
た
の
は
　
　
　
タ
コ
あ
げ
か
ら
帰

っ
て
き
た
ら
、
モ
チ
つ

ド
ラ
え
も
ん
の
絵
で
し
た
。
午
後
は
、
大
人
　
　
き
が
始
ま

っ
て
い
て
、
み
ん
な
交
替
で
、

つ

と
い
っ
し
ょ
に
骨
を
組
み
ま
し
た
。
細
い
ヒ
　
　
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
い
し
い
、

つ
き

ゴ
を

一
本

一
本
は

っ
て
い
き
、
糸
を

つ
け
る
　
　
た
て
の
お
も
ち
を
食
べ
、
最
後
の
夜
は
、
テ

と
、
タ
コ
ら
し
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
レ
ビ
を

一
度
を
見
な
く
て
も
楽
し
か

っ
た
お

夜
は
、
小
川
み
ち
先
生
か
ら
、
食
べ
物
と
　
　
正
月
の
健
康
学
園
の
感
想
文
を
書
き
ま
し
た
。

体
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
「
ぼ
く
の
耳
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
田
敏
乃

・
記
）
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掛
掛
藝
藝
勢
螂
『
事
掛
掛
郵
『
藝
警
¨

イ

ン

タ

ー

マ

ッ
ク

・
ニ

ュ
ー

ス

「
「
螂
ホ
掛
慟
『
勢
掛
『
掛
郵
恥
渉
帯
静
♯
勢
驀
讐
郵
掛
掛
「
ホ
「

●
健
康

学

園
献

立

１
日
夕
／
小
豆
入
り
玄
米
、
ソ
バ
入
り
清
汁
、

か
き
揚
げ

（玉
ね
ぎ
、
人
参
、
隠
元
）
、
黒

豆
、
寒
漬
け
大
根
。

２
日
朝
／
粟
入
り
玄
米
、
清
し
雑
煮
（大
根
、

人
参
、
小
松
菜
）
、
ネ
ギ
み
そ
、
自
菜
あ
ん

か
け
（人
参
、
自
菜
、
玉
ね
ぎ
）、
タ
ク
ア
ン
。

２
日
夕
／
玄
米
、
煮
こ
み
う
ど
ん
、
野
菜
煮

物

（大
根
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

コ
ー
フ
ー
、
隠

元
、
黒
豆
）
、
ワ
カ
メ
と
キ
ャ
ベ
ツ
醤
油
和

え
、
タ
ク
ア
ン
。

３
日
朝
／
玄
米
、
み
そ
雑
煮
、
梅
び
し
お
、

春
菊
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
ゴ

マ
和
え
、
タ
ク
ア
ン
。

３
日
夕
／
五
日
玄
米

（人
参
、
高
野
豆
腐
、

蓮
根
、
椎
茸
、
隠
元
）
、
鯉
こ
く
、
中
華
風

煮
物
、
タ
ク
ア
ン
。

４
日
朝
／
大
根
の
菜
飯
、
み
そ
汁

（大
根
、

ワ
カ
メ
、
豆
腐
）、
揚
げ
む
す
び
、
塩
昆
布
、

タ
ク
ア
ン
。

４
日
夕
／
も
ち

（大
根
お
ろ
し
、
き
な
こ
、

小
豆
あ
ん
）、
煮
う
ど
ん
、
コ
ー
フ
ー
カ
ツ
、

野
菜
サ
ラ
ダ
、
タ
ク
ア
ン
。

５
日
朝
／
玄
米
、
み
そ
汁

（
ワ
カ
メ
、
玉
ね

ぎ
）
、
う
ま
煮

（車
魅
、
人
参
、
玉
ね
ぎ
、

キ
ャ
ベ
ツ
）
、
塩
昆
布
、
五
目
豆
、
タ
ク
ア

ン
。
　

（料
理
主
任
／
吉
成
知
江
子
先
生
）

１
月
１３
日
、
参
議
院
議
員
の
塩
出
啓
典
氏

を
招
い
て
、　
一
九
八
〇
年
代
の
政
治
と
生
活

の
課
題
に
つ
い
て
の
討
論
会
と
新
春
祝
賀
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
桜
沢
里
真
会
長
の

「
日
本
の
担
先

が
年
中
行
事
な
ど
の
か
た
ち
で
の
こ
し
て
く

れ
た
良

い
伝
統
に
学
ん
で
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
年
頭

の
挨
拶
の
あ
と
、
塩
出
議
員
が

一
政
治
家
と

し
て
の
所
感
を
述
べ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
ま
ず
、
千
不
ル
ギ
ー
問
題
に
ふ

れ
、
日
本
の
産
業
構
造
が
石
油

一
辺
倒
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
中
東
の
政
治
情
勢
か
ら
み

て
、
非
常
に
不
安
定
だ
か
ら
、
石
油
以
外
の

エ
ネ
ル
ギ
ト
、
石
炭
、
太
陽
熱
、
波
力
、
バ

イ
オ
マ
ス

（
澱
粉
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
と
る

な
ど
の
、
植
物
性

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
、
水
力
な

ど
の
比
重
を
高
め
る
努
力
を
す
べ
き
で
、
原

子
力
に
つ
い
て
も
、
安
全
性
に
つ
い
て
十
分

な
配
慮
を
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
、
と
述
べ
ま
し

た
。つ

い
で
、
財
政
問
題
に
つ
い
て
は
、
国
の

予
算
の
４
制
が
国
債
と
い
う
借
金
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
の
は
、
異
常
な
こ
と
で
、
し
か

も
、
そ
れ
が
公
務
員
の
人
件
費
の
た
め
に
借

金
経
営
を
し
て
い
る
と
い
う
事
態
は
、
急

い

で
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
語
り
、

こ
れ
か
ら
の
政
治
は
、
官
僚
と
か
、　
一
部
の

特
権
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の
政
治
で
は
な
く
、

人
間
の
た
め
の
政
治
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
述
べ
ま
し
た
。
ソ
連
の
ア
フ
ガ

ニ
ス

タ
ン
侵
攻
の
事
態
か
ら
、
日
本
の
安
全
を
ど

う
す
る
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
ソ
連

と
日
本
で
は
国
土
面
積
の
差
が
大
き
く
、
か

り
に
核
ミ
サ
イ
ル
を
持

っ
た
と
こ
ろ
で
、
勝

負
に
な
ら
な

い
、
軍
備
の
増
強
で
平
和
を
守

る
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
平
和
的
な
外
交

関
係
を

つ
く

っ
て
い
く
こ
と
で
安
全
を
確
保

し
た
い
、
そ
れ
に
は
、
政
府
だ
け
の
外
交
で

は
な
く
、
国
民
の
レ
ベ
ル
で
の
友
好
を
も

っ

と
進
め
る
べ
き
だ
、
と
語
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
こ
と
で
は
、
日
本
食
用
塩
研
究

会
が
開
発
し
て
い
る
天
然
の
塩
を
、
専
売
公

社
が
海

へ
投
棄
せ
よ
と
言

っ
て
い
る
が
、
自

分
が
責
任
を
も

っ
て
、
そ
う
い
う
バ
カ
な
こ

と
は
さ
せ
な
い
、
と
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
２９
日
か
ら
料
理
教
室
春
期
が
始
ま
り
、

各
ク
ラ
ス
と
も
満
員
。
２
月
１０
日
、
「
日
の

正
食
医
学
講
座
基
礎
科
前
期
も
、
早
々
と
定

員
に
達
し
て
、
２０
人
近
く
お
断
わ
り
で
し
た
。

２
月
９
日
、
午
前
１０
時
か
ら
、
初
め
て
の

方
向
き
の
会
が
開
か
れ
、
橋
本
編
集
長
か
ら
、

Ｐ
Ｕ
、
正
食
の
学
び
方
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
、
川
嶋
総
務
部
長
は
、
今
年
の
御
製
を
例

に
ひ
い
て
、
８０
年
代
は
み
ん
な
腹
を
く
く

っ

て
生
き
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
、
と
強
調

＞
桜
沢
里
真
先
生
の
ゴ
マ
塩
実
習
。

し
ま
し
た
。
午
後
は
大
森
先
生
の
健
康
相
談
、

夜
は

「霊
現
象
に
つ
い
て
』
の
講
演
で
、
自

ら
の
空
中
浮
遊
の
体
験
を
ま
じ
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
心
霊
現
象
の
興
味
深
い
話
で
し
た
。

翌
１０
日
、
■
日
、
北
は
北
海
道
、
西
は
新

潟
、関
西
か
ら
の
人
を
含
め
、正
食
医
学
講
座

が
定
員
い
っ
ぱ
い
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
、
医
師
、
治

療
家
、
自
然
食
店
主
、
国
鉄
機
関
士
、
声
楽

家
、
脱
サ
ラ
の
廃
紙
回
収
業
者
、
自
然
農
業

家
等
々
多
彩
な
顔
ぶ
れ
の
方
々
が
集
ま
り
、

熱
心
に
勉
強
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。



ジャックとミチ
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JACK Ett MADAME MittIE EN OCCIDENT

「
平
和
と
自
由
の
た
め
に
お
祈
り
す
る
ん
で
し
ょ
う
」

「
そ
ん
な
も
の
は
お
祈
り
じ
ゃ
な
く
て
、
願
い
事
と
か
、　
頼
み
事
と
か
い
う
も
の
だ
。
無
双
原
理
で
い
え
ば
、

祈
り
と
は
、
私
た
ち
の
洞
察
力
を
強
め
る
た
め
に
、
宇
宙
の
構
造
、　
つ
ま
り
宇
宙
の
秩
序
、
陰
陽
を
確
認
す
る
深

い
瞑
想
な
ん
だ
。
そ
の
洞
察
力
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
、
こ
の
有
限
の
相
対
界
を
越
え
て
、
無
限
、
絶
対
の
時
空
の

世
界
か
ら
全
て
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
永
遠
の
歓
び
と
無
限
の
愛
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
」

「
で
も
、
西
洋
で
は
、
ま
る
で
ア
ベ
コ
ベ
み
た
い
で
す
ね
。　
こ
の
ユ
メ
ま
ぼ
ろ
し
の
相
対
界
の
中
で
、　
今
す
ぐ

幸
せ
が
欲
し
い
と
い
う
ん
で
す
も
の
」

「
ど
っ
ち
み
ち
、
そ
れ
は
乞
食
根
性
だ
し
、
要
求
と
か
強
欲
と
か
い
う
も
の
だ
」

「
い
ち
ば
ん
大
切
な
事
を
、
屍
に
向
か
っ
て
頼
ん
で
い
る
ん
で
す
も
の
ね
え
ノ
　
あ
わ
れ
と
言
う
か
、　
気
の
毒

と
言
う
か
…
…
。
分
か
ら
な
い
の
か
し
ら
。
無
理
で
し
ょ
う
ね
え
…
…
。
こ
れ
で
も
、
″文
明
人
″
な
の
か
し
ら
、

″科
学
的
″
な
人
た
ち
な
の
か
し
ら
？
」

桜沢如一 著

″科
学
″
も
忘
れ
、
時
間
や
空
間
の
ワ

そ
ん
な
ワ
ク
な
ん
て
、
観
念
上
の
も

ｒ
‥

―

…

…

連載 第 2回

「
と
こ
ろ
が
、
そ
の
祈
り
を
棒
げ
て
い
る
束

の
間
だ
け
は
、
″
文
明
″
も

ク
を
超
越
し
た
、
無
限

。
絶
対

。
永
遠

の
世
界
に
目
党
め
る
ん
だ
。
第

一
、

の
で
し
か
な
い
」

「
ま
る
で
、　
あ
の
、　
真
珠
を
採
り
に
海
に
潜
る
海
女
さ
ん
た
ち
み
た
い
で
す
ね
。
あ
の
人
た
ち
は
、
と
き
ど
き

水
面
に
上
が

っ
て
き
て
は
、
新
鮮
で
無
限
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
む
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
そ
の
通
り
。　
西
洋
の
人
た
ち
に
、
こ
の
無
限
の
自
由
と
絶
対
の
正
義
、　
つ
ま
り
、　
清
浄
な
空
気
の
吸
い
方
を

教
え
る
人
が
い
な
い
ん
だ
。
自
由
も
正
義
も
、
無
限

。
絶
対

。
永
遠
の
生
き
る
歓
び
も
、
そ
こ
に
こ
そ
見

つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
人
が

一
人
も
い
な
い
と
い
う
の
は
情
け
な
い
ね
え
」

「
ど
う
し
て
か
し
ら
？
　
そ
う
い
う
こ
と
を
教
え
た
り
、　
広
め
た
り
す
る
人
が

一
人
も
い
ま
せ
ん
の
９
・

信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
わ
ノ
」

「
い
る
に
は
い
て
も
、
こ
の
大
宇
宙
の
ク
ミ
タ
テ
、　
秩
序
が
分
か
っ
て
、　
そ
れ
を
説
く
人
が
い
な
い
ん
だ
よ
。

つ
ま
り
、
無
限
界
と
有
限
界
が

一
貫
し
て
つ
な
が

っ
て
い
る
と
い
う
連
続
性
を
ね
。
有
限
界
な
ん
て
、
無
限
宇
宙

の
中
の
針
の
先
で
突
い
た
よ
う
な
抽
象
的

・
幾
何
学
的
な

一
点
で
し
か
な
い
ん
だ
。
そ
う
い
う
人
た
ち
は
、
こ
の
、

針
で
突

い
た
よ
う
な

一
点
の
有
限
界
が
、　
無
限
界
の
外
に
あ
る
と

思

っ
て
い
る
ん
だ
。　
も
し
、　
そ
う
だ
と
し
た

ら
、
そ
の
無
限
と
は
、
も
う

一
つ
の
有
限
の

一
点
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
実
在
し
な
い
一
点
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て

し
ま
う
」

「
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
の
人
た
ち
は
二
元
論
者
な
の
で
す
ね
」

「
ま
さ
に
そ
の
通
り
。
彼
ら
は
、
神
と
悪
魔
、　
善
と
悪
と
を
、　
永
遠
に
対
立
す
る
両
極
の
も
の
だ
と
見
な
し
て
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い
る
。
こ
れ
が
、
果
て
し
な
く
続
い
て
い
る
二
元
論
の
争
い
だ
。
彼
ら
は
、
磁
石
の
Ｎ
極
、
Ｓ
極
と
か
、
化
学
の

酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
と
い
っ
た
も
の
は
、　
一
つ
の
同
じ
性
質
の
二
つ
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
知

っ

て
い
る
の
に
、　
善
と
悪
と
の
同

一
性
と
な
る
と
、
さ

っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。　
ま

っ
た
く
、　
度
し
難
い

ア
タ
マ
だ

ね
。
判
断
力
が
、
第
二
か
ら
上
、
七
段
ま
で
、
ま
る
っ
き
り
曇

っ
て
い
る
ん
だ
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
私
た
ち
の

一
元
論
、　
無
双
原
理
を
教
え
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
ね
。

立
派
な
精
神
病

だ
わ
。
あ
な
た
が
治
す
べ
き
で
す
ね
」

「
君
も
知

っ
て
の
通
り
、　
私
は
、　
そ
れ
を
教
え
る
こ
と
に
二
十
五
年
間
も
全
力
を
投
じ
て
き
た
ん
だ
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
も
、
こ
の

〓
九
論
を
ひ
ろ
め
る
た
め
に
十
何
回
も
来
た
。
お
前
の
持

っ
て
い
た
真
珠
は
、
み
ん
な
、
そ
の

た
め
の
費
用
に
化
け
て
し
ま
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。
今
度
は
二
十

一
年
ぶ
り
に
捲
土
重
来
と
い
う
わ
け
だ
け
ど
、
私

も
年
を
と
っ
た
し
、　
古
い
友
達
も
も
う
い
な
い
し
、　
若
手
の
科
学
者
で
興
味
を
示
す
よ
う
な
人
は
誰
も
い
な
い

し
。
あ
あ
′
…
…
」

「
で
も
、
失
望
し
た
り
、
あ
き
ら
め
た
り
し
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
わ
。　
あ
な
た
は
、
こ
の

一
元
論
の
普
及
を
、　
ど

こ
ま
で
も
続
け
な
く
て
は
。
私
た
ち
の
無
双
原
理
は
、
と

っ
て
も
簡
単
で
、
分
か
り
や
す
く
て
、
な
に
よ
り
も
、

大
変
、
実
用
的
な
ん
で
す
も
の
。
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
ふ
さ
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
？

あ
な
た
の
大
好
き
な
パ
リ
に
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰

っ
て
き
た
と
い
う
の
に
…
…
」

「
そ
う
だ
ね
。
陰
気
に
な
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
ね
。
で
も
、
頭
の
中
に
何
か
重
た
い
も
の
が
あ
る
み
た
い
な
ん
だ
。

何
べ
ん
振
り
払

っ
て
も
、
ま
た
、
や

っ
て
く
る
。
教
会
の
前
に
来
た
り
、
祭
壇
に
ぬ
か
ず
く
信
心
深
い
人
々
を
見

た
り
す
る
と
、
き
ま
っ
て
、
そ
う
な
る
ん
だ
よ
。
君
が
、
あ
の
気
味
の
悪
い
屍
の
前
に
立

っ
た
り
す
る
と
、
ゆ
う

う
つ
な
の
を
通
り
越
し
て
、
苦
痛
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
女
性
が
平
気
で
お
祈
り
を
つ
づ
け
て
い
る

の
に
、　
エ
レ
ホ
ン
の
女
性
が
、
い
た
た
ま
れ
な
い
で
逃
げ
出
す
の
を
見
た
り
す
る
と
ね
…
…
。
こ
の

″文
明
人
″

の
精
神
構
造
と
い
う
も
の
を
、
君
に
何
と
説
明
し
た
ら
い
い
の
か
…

‥
ま
た
、
ど
う
し
て
、
こ
の
信
心
深
く
て
、

科
学
的
で
も
あ
る
し
、
と
て
も
正
直
で
勇
敢
な
人
た
ち
に
、
私
た
ち
の

〃未
開
人
の
精
神
″
を
分
か
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
ん
だ
ろ
う
？
　
そ
れ
か
ら
、
ど
う
し
て
…
…
」

「
い
や
だ
わ
、
あ
な
た
は
最
高
判
断
力
を
失
く
し
て
し
ま
っ
た
の
か
し
ら
？
」

「
私
の
最
高
判
断
力
が
曇

っ
た
っ
て
？
　
そ
う
思
う
の
か
い
？
」

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
正
午
を
告
げ
る
大
伽
藍
の
鐘
が
高
ら
か
に
鳴
り
ひ
び
い
た
。

「
あ
あ
、
な
ん
て
き
れ
い
な
音
で
し
ょ
う
′
」

「今
朝
、
ホ
テ
ル
で
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、
こ
の
鐘
だ
ね
」

■

図

書

紹

介

前
号
１０
ペ
ー
ジ
の

『
訳
注
』
で

『
エ
レ
ホ
ン
』
の
翻
訳
は

戦
前
の
岩
波
文
庫
だ
け
と
紹
介
し
た
が
、
最
近
、
新
訳
が
出

た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル

・
バ
ト
ラ
ー

『
エ
レ
ホ
ン
ー
倒
錯
し
た
ユ

ー
ト
ピ
ア
』
石
原
文
雄
訳
、
音
羽
書
房
刊
。
千
八
百
円
。

「も
し
、
私
が
、
受
益
者
の
第

一
号
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
私
に
い
く
ら
金
を
積
ん
で
も
換
算
で
き
な
い
償
い
を
与

え
、
天
地
創
造
以
来
せ
い
ぜ

い
十
五
、
六
人
の
人
し
か
あ
り

つ
か
な
か

っ
た
地
位
を
確
保
し
て
く
れ
る
発
見
を
す
る
だ
ろ

う
、
と
私
自
身

一
応
は
想
像
し
て
み
る
も
の
の
、
こ
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
私
自
ら
が
相
当
額
の
金
を
所
有
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
っ
た
調
子
の
訳
文
だ
か
ら
、
そ
れ
を
承
知
で
買

っ
て

読
む
し
か
な
い
。
ア
ア
。

訳
　
注

７
頁
２３
行
　
無
限
界
と
有
限
界
の
連
続
性
…
…
桜
沢
如

一
著

『宇
宙
の
秩
序
」
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
無
限

・
永
遠

・

絶
対
の
世
界
、　
三

」
な
る

″第
七
天
″
が
、　
″陰
陽
二

極
″
の
第
六
天
を
生
み
、
以
下
、
対
数
ス
パ
イ
ラ
ル
の
渦

を
巻
い
て
、　
″
千
不
ル
ギ
ー
″　
″素
粒
子
″　
〃元
素
″
か

ら
、　
″植
物
界
″　
″動
物

・
人
間
界
″
を
生
む
。
こ
の
、

″求
心
″
の
過
程
と
と
も
に
、
当
然
、
そ
の
反
対
の

″遠

心
″
の
過
程
が
あ
る
。

第
七
天
と
第
六
天
の
間
が
、
絶
対
界
と
相
対
界
の
境
目

で
あ
る
。
こ
の
七
重
の
宇
宙
図

（
ス
パ
イ
ラ
ル
）
は
、　
一

貫
し
た
連
続
性
で
あ
っ
て
、
外
側
の
世
界
は
、
そ
の
内
側

の
世
界
に
、
み
ん
な
入
り
こ
ん
で
い
る
。
相
対
界
は
絶
対

界
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
相
対
界
の
極
微
の

一

点
で
あ
る
各
個
人
は
、
時
空
を
超
え
た
存
在
で
も
あ
り
、
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「
い
い
音
色
で
す
の
ね
。
鐘
つ
き
の
人
が
い
る
の
か
し
ら
？
」

「
い
や
、　
機
械
で
鳴
ら
す
ん
だ
。
私
た
ち
の

一
元
論
の
国
な
ら
手
間
賃
が
い
ら
一な
い
け
れ
ど
も
、　
こ
ち
ら
は
違

う
ん
だ
よ
」

「
毎
正
時
に
鳴
ら
す
の
か
し
ら
？
」

「
う
ん
、
十
五
分
ご
と
に
き

っ
か
り
と
」

「
じ
ゃ
あ
、
ま
る
で
時
計
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
そ
う
だ
」

「
あ
あ
、
そ
れ
で
分
か
っ
た
わ
、
人
々
が
教
会

へ
決
ま

っ
た
時
刻
に
行
か
な
い
訳
が
」

「
ど
う
し
て
ｏ
こ

「
私
た
ち
の
国
で
は
、
朝
は
ま
ず
、
寅
の
刻

（午
前
四
時
）
に
鐘
が
鳴
る
で
し
ょ
う
。
み
ん
な
、
三
時
に
起
き
て
、

寅
の
鐘
を
聞
い
て
仕
事
を
始
め
、
お
坊
さ
ん
た
ち
は
朝
の
お
勤
め
、　
つ
ま
り
、
宇
宙
の
秩
序

へ
の
瞑
想
に
入
り
ま

す
。
卯
の
刻

（午
前
六
時
）
の
鐘
が
鳴
る
と
、

人
々
は
皆
、　
お
寺
に
急
ぎ
ま
す
。　
あ
の
大
鐘
の
音
の
快
か
っ
た
こ

と
…
…
お
母
様
の
美
し
い
魅
力
の
あ
る
声
の
よ
う
に
、
や
さ
し
く
私
た
ち
を
慰
め
る
長
い
長
い
余
韻
…
…
。
お
寺

に
行
け
な
く
と
も
、
あ
の
音
を
聞
け
ば
、
無
限
の
字
宙
に
、
無
限
の
自
由
と
絶
対
の
正
義
…
…
と
こ
し
え
の
幸
せ

の
世
界
に
ひ
た
れ
る
の
で
す
わ
」

「
本
当
だ
ね
。
私
た
ち
の
国
の
鐘
と
西
洋
の
と
で
は
、
え
ら
い
違
い
だ
ね
」

「
あ
の
私
た
ち
の
国
の
懐
か
し
い
鐘
の
音
は
、　
無
限
の
世
界
に
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
ま
す
が
、　
西
洋
の
鐘
は
、

忙
し
く
て
厳
し
い
、
こ
の
有
限
界
、
お
金
も
う
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
世
界
に
、
人
々
を
せ
き
立
て
る
み
た

い
で
す
わ
。

つ
ま
り
、　
エ
レ
ホ
ン
の
鐘
の
音
は
、
涯
な
き
、
と
こ
し
え
の
世
界
の
気
高
さ
を
愉
し
む
知
恵
を
さ
ず

け
、
こ
ち
ら
の
は
、
有
限
界
に
縛
り
つ
け
て
、
″時
間
″
″空
間
″
と
い
う
鉛
の
壁
の
中

へ
閉
じ
込
め
る
た
め
に
鳴

る
み
た
い
で
す
わ
…
…
な
ん
て
悲
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
′
」

「
こ
ん
な
鐘
を
誰
が

つ
く
り
だ
し
た
ん
だ
ろ
う
？
　
西
洋
で
は

『
時
は
金
な
り
』

と
言
う
ね
。
そ
し
た
ら
、
こ

う
い
う
鐘
を
発
明
し
た
の
は
金
と
い
う
こ
と
か
な
？
」

「
こ
こ
は
地
獄
な
の
か
し
ら
？
」

「
そ
う
、
こ
こ
は
、
万
事
、
金
の
世
の
中
。
銭
な
し
で
は
夜
も
日
も
明
け
ぬ
、
呼
吸
を
す
る
に
も
お
金
が
か
か
る

…
…
少
し
は
稼
が
な
く
ち
ゃ
ね
」

「
も
う
、　
エ
レ
ホ
ン
ヘ
帰
り
ま
し
ょ
う
よ
。
あ
そ
こ
な
ら
、　
鉛
の
壁
な
ん
か
な
い
し
、　
き
れ
い
な
空
気
を
タ
ダ

で
胸
い
っ
ぱ
い
吸
え
ま
す
わ
。
化
学
肥
料
な
ん
か
使
わ
な
い
で
、
無
限
の
神
様
が
恵
ん
で
く
だ
さ
る
、
野
の
幸
、

山
の
幸
が

頂
け
る
ん
で
す
も
の
。　
タ
ン
ポ
ポ
の
お
い
し
い
葉

っ
ぱ
も
根

っ
こ
も
、　
捨
て
な
い
で
食
べ
ら
れ
ま
す

無
限
の
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
無
限
大
の
世
界
の

一
個
の

表
わ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
無
限
の
未
来
の
無
限
大

の
世
界
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
る
。

一
個
の
人
間
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、
親
、
祖

先
、
周
囲
の
人
間
、
過
去
の
人
々
、
世
界
の
人
々
、
食
物
、

空
気
、
水
、
太
陽
は
じ
め
、
山
川
草
木
、
あ
ら
ゆ
る
動
物

と
交
流
し
て
い
る

一
点
で
あ
る
。
常
識
的
に
は
、
誕
生
か

ら
死
に
至
る
ま
で
、　
一
定
の
時
間
と
空
間
を
占
め
て
、

エ

ネ
ル
ギ
ー
と
物
質
の
代
謝
を
お
こ
な

っ
て
い
る
存
在
で
あ

る
が
、
前
述
の
通
り
、
無
限

・
絶
対
の

一
部
分
で
あ
る
た

め
に
、
時
空
を
超
え
た
永
遠
の
存
在
で
も
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
無
双
原
理
、
宇
宙
の
秩
序
の
思
想
は
、

精
神
に
対
す
る
物
質
の
根
源
性
を
主
張
す
る
唯
物
論
で
も

な
く
、
ま
た
、
世
界
の
本
質
と
根
源
を
霊
魂
、
精
神
、
意

志
な
ど
の
精
神
的
な
も
の
に
求
め
る
唯
心
論
で
も
な

い
。

精
神
と
物
質
と
を
二
元
論
的
に
対
立
的
に
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、
両
者
を

「
一
」
な
る
も
の
の
二
つ
の
姿
と
し
て

み
る
綜
合
的
宇
宙
観
で
あ
る
。

地
球
の
乾
極
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
の
土
地
に
は
、
そ
の
酷

烈
な
自
然
と
社
会
環
境
を
反
映
し
て
、
唯

一
絶
対
な
る
神

が
あ
り
、
そ
の
神
が
万
物
を

つ
く

っ
た
、
と
す
る
、
ユ
ダ

ヤ
教
が
生
ま
れ
、
そ
の
支
流
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
、
別

派
と
も
い
う
べ
き
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
の

一
神
教
が
生
ま
れ

たノヽ
。ユ
ダ
ヤ
教
に
お
い
て
は
、
人
は
神
の
養
子
で
あ

っ
て
、

実
子
で
は
な
い
。
神
は
ユ
ダ
ヤ
人
を
選
民
と
し
、
ユ
ダ
ヤ

人
は
、
そ
の
神
を
唯

一
の
神
と
し
て
契
約
を
交
わ
す
。
神

と
人
と
は
、
あ
く
ま
で
も
別
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

神
は
人
の
た
め
に
、
こ
の
自
然
を
用
意
さ
れ
た
、
と
考
え

る
。
酷
烈
な
自
然
に
挑
戦
し
、
人
間
の
た
め
に
あ
く
ま
で

-9-



わ
…
…
」

「
し
か
し
、　
タ
ン
ポ
ポ
の
根

っ
こ
が
非
常
に
陽
性
な
も
の
で
、　
心
臓
病
や
ポ
リ
オ
に
驚
く
ほ
ど
効
き
め
が
あ
る

な
ん
て
こ
と
を
、
こ
っ
ち
の
人
は
誰
も
知
ら
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
フ
ラ
ン
ス
語
で

『
タ
ン
ポ
ポ
の
根
を
食
べ
る
』

と
い
っ
た
ら
、　
お
墓
に
入
れ
ら
れ
て
、　
い
ち
ば
ん
近
く
の
食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
で
、　
つ
ま
り
、
″
死
ん
だ
″
と

い
う
意
味
な
ん
だ
」

「
こ
ち
ら
の
人
は
、　
陰
性

。
陽
性
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
ん
で
す
か
？
　
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
創
り
出

し
、
生
か
し
、
打
ち
こ
わ
し
て
は
、
ま
た
つ
く
る
二
つ
の
対
抗
す
る
力
、
遠
心
力
と
求
心
力
、
あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
モ
ト
が
、
陰
と
陽
な
の
で
す
の
に
。
で
も
、
あ
な
た
が
よ
く
お

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
自
然
科
学
の
中
で
い

ち
ば
ん
強
力
な
武
器
に
な

っ
て
い
る
物
理
学
で
は
、
こ
の
二
つ
の
対
抗
す
る
力
が
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
基

礎
だ
と
認
め
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
？
　
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
、
矛
盾
と
か
拮
抗
作

用
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
？
」

「
だ
が
ね
、　
物
理
学
者
た
ち
は
、
こ
の
二
つ
の
根
本
的
な
力
が
、　
無
限
と
い
う
創
造
の
女
神
の
唯

一
の
頭
か
ら

出
た
、
右
と
左
の
腕
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
い
ん
だ
よ
。
生
ま
れ
つ
き
の
二
元
論
者
な
ん
だ
ね
」

「
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
色
盲
な
ん
で
す
ね
？
」

「
彼
ら
は
、
唯
物
論
者
と
唯
心
論
者
の
二
派
に
別
れ
て
争

っ
て
い
る
。　
え
ん
え
ん
と
続
い
て
い
る
、　
恐
ろ
し
い

激
戦
だ
。
私
た
ち
の
親
し
か
っ
た
、
あ
の
カ
レ
ル
博
士
も
、
そ
の
犠
牲
者
の

一
人
だ
ね
」

「
そ
う
す
る
と
、
西
洋
の
人
た
ち
は
、　
あ
の
十
宇
架
の
本
当
の
意
味
を
知
ら
な
い
ん
で
す
ね
。　
人
里
は
な
れ
た

山
の
中
と
い
わ
ず
、
大
都
会
で
も
、
寂
し
い
村
で
も
、
家
の
中
に
も
、
ホ
テ
ル
に
も
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
、
あ
の

十
字
架
を
…
…
。
た
だ
の
飾
り
か
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
だ
と
思

っ
て
い
る
の
か
し
ら
？
　
あ
れ
は
、
こ
の
陰
と
陽
と

い
う
、　
対
抗
す
る
二
つ
の
力
を
表
わ
す
、　
無
限

・
絶
対
の

シ
ン
ボ
ル
だ
と
い
う
こ
と
を

誰
も
知
ら
な
い
の
で
す

ね
。
十
字
架
の
形
だ
け
し
か
知
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
ど
わ
化
て
な
の
で
し
ょ
う
？
　
た
だ
、
イ
エ
ス
の
殉
教
を

悼
む
た
め
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
イ
エ
ス
と
同
じ
よ
う
な
最
期
を
と
げ
る
覚
悟
を
す
る
た
め
な
の
か
し
ら
？
」

「
多
分
、
そ
ん
な
こ
と
は
、
て
ん
か
ら
頭
に
な
い
ん
だ
よ
」

「
そ
れ
な
ら
、
こ
の
、
と
っ
て
も
面
白
く
て
、
楽
し
く
て
、　
実
用
的
な

一
元
論
の
理
論
を
、　
あ
な
た
が
教
え
て

あ
げ
な
け
れ
ば
′
」

「
知

っ
て
る
だ
ろ
う
？
　
私
は
三
十
五
年
間
も
、　
そ
れ
を
教
え
つ
づ
け
て
き
た
ん
だ
よ
。　
そ
の
結
果
は
？
　
ゼ

ロ
′
・

だ
か
ら
、
こ
の
パ
リ

ヘ
来
た

っ
て
、
心
ウ
キ
ウ
キ
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
の
さ
」

「
で
も
、　
あ
な
た
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
で
し
ょ
う
？
　
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
お
医
者
さ
ん
が
何
千
人
も
、　
あ
な

た
の
本
で
鍼
灸
を
研
究
し
て
、
治
療
に
応
用
し
て
い
る
っ
て
。
あ
な
た
の
本
は
、
ど
れ
も
み
ん
な
よ
く
売
れ
た

っ

も
利
用
し
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
西
洋
の
科
学
技
術

文
明
も
、　
〃社
会
発
展
の
歴
史
的
必
然
性
″
を
勝
手
に
創

作
し
た

マ
ル
ク
ス
主
義
も
、
こ
の

一
神
教
の
宇
宙
観
の
系

列
で
あ
る
。

日
本
は
気
候
温
暖
、
世
界
の
湿
極
で
あ
り
、
そ
こ
に
生

ま
れ
た
思
想
は
、
自
然
を
自
ら
の
た
め
に
ね
じ
伏
せ
る
の

で
は
な
く
、
母
な
る
自
然
、
母
な
る
太
陽
と
と
も
に
、
万

物
と
協
和
す
る
態
度
で
あ

っ
た
。

８
頁
３
行
　
同

一
性
…
…
ェ
８
〓
マ
（英
）、
一計
５
〓
共
仏
）。

哲
学
用
語
。

「
万
物
、
同

一
な
る
も
の
な
し
」
と
い
う
の

は
、
物
事
の
差
異
性
の
側
か
ら
見
た
原
理
で
あ
り
、

「
万

物
は

″
一
″
な
る
も
の
の
派
生
し
た
姿
で
あ
る
」
と
い
う

の
は
、
物
事
の
同

一
性
の
見
地
か
ら
の
言
葉
で
あ
る
。
任

意
の
二
つ
の
物
事
は
、
必
ず
差
異
性
と
同

一
性
を
、
さ
ま

ざ
ま
な
程
度
に
も

っ
て
い
る
。

酸
性
と
ア
ル
カ
リ
性
は
、
物
質
の
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の

大
小
で
あ
り
、
Ｎ
極
と
Ｓ
極
は
、・
磁
性
を
帯
び
た
物
質
の

極
性
の
表
わ
れ
方
で
あ
る
。
戦
争
と
平
和
は
、
人
間
社
会

の
状
態
の
変
化
で
あ
る
。
善
悪
と
い
う
の
も
、
人
間
の
行

為
に
対
す
る
、
人
間
の
相
対
的
な
判
断
の
二
つ
の
表
わ
れ

で
あ
る
。

″善
″
は

″悪
″
が
あ
る
か
ら
こ
そ

″善
″な
の
で
あ
り
、

″悪
〃
は

″善
″
が
あ
る
か
ら
こ
そ
存
在
す
る
。
オ
セ
ン

チ
な
善
は
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、
非
常
な
悪
と
な
る
。
歴

史
上
、
悪
人
と
さ
れ
て
い
た
人
物
で
も
、
時
間
を
お
い
て

み
れ
ば
、
大
勇
の
人
で
あ

っ
た
、
と
評
価
が
変
わ
る
。

桜
沢
先
生
は
、
善
悪

。
正
邪
な
る
も
の
は
な
い
、
た
だ

陰
陽
あ
る
の
み
、
と
言

っ
て
い
る
。

「
識
ず
る
と
こ
ろ
、
こ
の
相
対
界
は
▽
△

〔陰
陽
〕
の
世

界
で
あ
る
。
▽
△
双
方
の
対
立
で
で
き
て
い
る
世
界
で
あ
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て
‥
…
」

「
そ
れ
は
そ
う
だ
。
で
も
、
あ
て
は
ず
れ
さ
。
あ
の
人
た
ち
は
、　
こ
の
東
洋
の
古
い
医
術
は
、

ツ
に
と
こ
と
ん
ま
で
研
究
し
た
け
れ
ど
も
、
私
た
ち
の
二
元
性

一
元
論
の
理
論
に
は
、
鼻
も
ひ

か
ら
…
…
」

「
そ
れ
じ
や
、　
立
派
な
精
神
病
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
重
症
だ
わ
。　
ど
う
し
て
理
論
に
興
味
が
な
い
の
か
し

ら
？
　
よ
く
お
つ
し
や
る
よ
う
に
、
『技
術
な
き
理
論
は
無
用
、　
理
論
な
き
技
術
は
危
険
』

で
し
よ
う
？
　
頭
の

お
か
し
な
子
供
に
機
関
銃
を
持
た
し
た
と
す
る
と
、
あ
な
た
は
責
任
重
大
で
す
わ
」

「
そ
れ
が
悩
み
の
種
さ
。
こ
の

″文
明
人
″
の
頭
の
で
き
具
合
が
、　
私
に
は
サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
な
い
。
私
た
ち

が
幼
稚
す
ぎ
る
の
か
、
未
開
す
ぎ
る
の
か
？
」

「
こ
ち
ら
に
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
配
ゲ
像
や
十
字
架
や
教
会
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
わ
。
教
会
は
、　
ど

こ
の
町
で
も
村
で
も
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
所
で
、
遠
く
か
ら
で
も
、
真

っ
先
に
目
に
つ
き
ま
す
わ
ね
。
十
字
架
の

っ
ぃ
た
、
こ
の
教
会
が
、
昔
は
少
な
く
と
も
、
地
域
の
生
活
の
中
心
で
、
教
育
の
中
心
だ
っ
た
の
で
し
よ
う
？

神
父
さ
ん
や
牧
師
さ
ん
は
、
人
々
を
導
く
者
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
の
は
、
東
洋
の
聖
者
が

見
つ
け
た
宇
宙
の
知
恵
を
教
え
る
、　
一
種
の
植
民
地
学
校
だ
つ
た
、
と
西
洋
の
野
蛮
人
が
言

っ
て
い
る
ん
で
し
よ

”９
９
・
今
度
こ
そ
は
、
そ
ん
な
お
か
し
な
誤
解
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
の
一
元
論
を
、
新
規
ま
き
直
し
、
そ
の

モ
ト
の
モ
ト
か
ら
説
き
つ
け
ら
れ
な
い
訳
が
な
い
じ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
そ
の
た
め
に
、
あ
な
た
は
来
た
の
で

し
ょ
う
？
　
私
の
真
珠
は
、
そ
の
た
め
に
、
み
ん
な
、
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
、
か
ま
い
ま
せ
ん
わ
。

そ
の
甲
斐
が
あ
る
ん
で
す
も
の
。
真
珠
な
ん
て
、
海
に
は
い
く
ら
で
も
あ
る
も
の
で
す
し
、
ま
た
手
に
入
れ
ら
れ

ま
す
わ
」

る
。
そ
し
て
そ
の
▽
△
は
必
ず
不
断
に
△
▽
に
逆
転
し
て

ゅ
く
ュ
メ
、

マ
ボ
ロ
シ
の
世
界
で
あ
る
。
▽
△
イ
ズ
レ
か

一
方
を
固
執
し
た
り
、
死
守
し
た
り
す
る
こ
と
は
ソ
レ
自

体
の
存
在
を
否
定
す
る
コ
ト
で
あ
る
。
光
が
ヤ
ミ
を
否
定

し
た
ら
光
の
意
義
は
な
く
な
る
。
男
が
女
を
否
定
す
れ
ば

男
も
亡
び
る
。
正
が
邪
を
亡
ぼ
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
貧

民
が
富
者
を
殺
し
た
ら
、
自
ら
が
富
者
に
な
っ
て
し
ま
う
ｏ

そ
し
て
ま
た
殺
さ
れ
る
」

（
『純
正
精
進
食
は
し
な
く
て

も
い
い
』

（本
誌
瑯
号
５２
頁
）

「東
洋
医
学
の
哲
学
』

２４２
頁
参
照
。

８
頁
４
行
　
判
断
力
…
…
桜
沢
先
生
が
ま
と
め
た
判
断
力
の

は峰
絆
叩
膨
評
ざ
脚
饉
舗
計理

食
べ
方
に
も
、
こ
の
七
つ
に
あ
て
は
ま
る
段
階
が
あ
る
。

「腹
が
へ
っ
た
か
ら
食
う
」
は
①
で
あ
り
、

「
う
ま
そ
う

だ
か
ら
食
う
」
と
い
う
の
は
②
で
あ
る
。
た
い
て
い
の
芸

術
は
③
く
ら
い
で
あ
り
、
ポ
ル
ノ
、
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ど
は

②
に
属
す
る
。
桜
沢
先
生
は
、
サ
ラ
リ
ー
ド
レ
イ
を
①
に

し
、
娼
婦
を
②
に
し
た
。
娼
婦
は
男
の
感
覚
を
喜
ば
す
こ

と
に
よ
っ
て
金
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

‐２
頁
１３
行
　
父
と
子
と
聖
霊
…
…
三
位

一
体
は
、
今
日
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
多
数
が
認
め
て
い
る
根
本
教
義
の
一
つ
で
、

唯

一
な
る
神
の
二
つ
の
姿
、
位
格

（
ペ
ル
ソ
ナ
）
、
つ
ま

り
、
創
造
堵
な
る
父
な
る
神
と
、
そ
の
神
の
子
た
る
救
い

主
、
キ
リ
ス
ト
と
、
神
の
永
遠
の
愛
で
あ
る
聖
霊
の
こ
と
。

‐２
頁
１９
行
　
Ｃ
Ｇ
Ｓ
単
位
…
…
長
さ
・重
さ

・
時
間
と
い
う
、

感
覚
で
測
定
で
き
る
単
位
を
も
と
に
し
て
、
密
度
、
加
速

度
、
仕
事
な
ど
の
誘
導
単
位
を
つ
く
る
。
Ｍ
Ｋ
Ｓ
Ａ
単
位

は
、
電
流
の
強
さ
、
ア
ン
ペ
ア
を
加
え
、
メ
ー
ト
ル

（
ｍ
）、

キ
ロ
グ
ラ
ム

（
ｋｇ
）
、
秒

（Ｓ
）
、　
ア
ン
ペ
ア

（Ａ
）
を

二
人
は
、
こ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
歩
い

学
生
が
大
勢
、
出
入
り
し
て
い
る
。
ジ
ヤ

字
を
長
い
こ
と
見
つ
め
て
い
た
。

摯
口
摯
”
沖
漆
疇
郎
中
ゴ
訃漆
」
熟
朴
ｒ

て
い
る
う
ち
に
、
Ｚ
フ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
大
き
な
建
物
の
前
に
出
た
。

ッ
ク
氏
は
、
建
物
の
い
ち
ば
ん
高
い
所
に
刻
ん
で
あ
る
、
大
き
な
金
文

こ
ゞ
げ
ピ
げ
パ
「
私
けい

「
何
を
見
て
ら
っ
し
や
る
の
？
　
何
て
書
い
て
あ
る
ん
で
す
か
？
」

ジ
ャ
ッ
ク
氏
は
黙

つ
て
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
、
じ
つ
と
金
文
字
を
見
つ
づ
け
て
い
た
。

∪
】ｕ

■

＞
国
脚
目
同
Ｈ↓

ゴ
コ
”
∪

∪
Ｃ
Ｏ
口

】≦
＞
０
口
同
Ｚ

「
河
”
】

驚
く
ほ
ど
チ
ミ

っ
か
け
な
い
ん
だ
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「
あ
の
ド
イ
ツ
語
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
か
？
」

と
夫
人
が
聞
い
た
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
氏
は
、
文
字
を
見
つ
め
て
考
え
こ
ん
で
い
た
。

「何
か
言

っ
た
？
…
…
あ
れ
は
ね
、
直
訳
す
れ
ば
、
『
真
理
は
汝
を
自
由
に
す
る
』
と
か

『真
理
は
汝
に
あ
ら
ゆ

る
自
由
を
与
え
る
』
と
い
っ
た
意
味
だ
」

「
す
ば
ら
し
い
わ
′
　
あ
な
た
が
い
つ
も
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
こ
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
の
金
文
字
は
、

そ
う
い
う
意
味
な
の
ね
。
あ
な
た
、
し
っ
か
り
覚
え
て
お
か
な
く
ち
ゃ
…
…
あ
ら
、
ご
め
ん
な
さ
い
？
」

「
あ
の
文
句
は
、
私
に
は
二
重
の
ナ
ゾ
だ
ね
。
説
明
が
ム
ツ
カ
シ
イ
が
…
…
ま
ず
第

一
に
、　
こ
の
西
洋
の

″文

明
人
″
に
と
っ
て
、
真
理
と
は
何
か
？
　
第
二
に
、
な
ぜ
、
こ
の
壮
大
な
建
物
の
中
で
、
真
理
と
は
似
て
も
似
つ

か
ぬ
反
対
の
こ
と
が
教
え
ら
れ
て
い
る
の
か
？
　
さ
あ
、
こ
の
二
重
の
ナ
ゾ
を
解
い
て
み
よ
う
。

私
た
ち
の
最
高
判
断
力
に
よ
れ
ば
、
真
理
と
は
、
唯

一
。
永
遠

・
無
限
の
も
の
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
宇
宙

の
秩
序
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
生
命

（生
命
力
、
存
在
、
表
現
）
の
モ
ト
だ
。
だ
か
ら
、
三
位

一
体
だ
。

東
洋
で
発
見
さ
れ
た
、
こ
の
真
理
を
、
む
か
し
、
判
断
力
の
低
い
、
最
高
判
断
力
の
曇

っ
た
西
洋
人
に
説
い
た

人
々
は
、
た
と
え
話
で
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
〃父
と
子
と
聖
霊
″　
と
い
っ
た
よ
う
な
、　
や

さ
し
い
、
感
覚
的
な
、
第
二
判
断
力
の
言
葉
で
言

っ
た
ん
だ
。
こ
の
、
お
か
し
な
説
明
を
し
た
人
た
ち
は
、
そ
れ

を
、
唯

一
の
真
理
の
二
つ
の
形
だ
と
考
え
な
い
で
、
ま
る
で
違

っ
た
二
つ
の
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
た
。
こ
れ
が

そ
も
そ
も
、
こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
悪
、
あ
ら
ゆ
る
不
幸
、
あ
ら
ゆ
る
罪
の
モ
ト
な
ん
だ
…
…
。

も
し
、
真
理
が
唯

一
。
無
限

・
絶
対
で
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
真
理
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
も
し
、
真
理
が

い
く
つ
に
も
分
か
れ
て
い
た
ら
、　
そ
れ
は
、　
時
間
と
空
間
に
制
約
さ
れ
た
、
有
限
の
　
〃事
柄
〃　
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
も
の
な
ら
、　
は
か
な
い
、　
有
限

。
相
対
の
世
界
で
だ
け
意
味
を
も
つ
Ｃ
Ｇ
Ｓ
単
位

（
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
グ
ラ
ム
、
秒
）
で
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
、
記
憶
、
思
想
、
自
由
、
正
義
、
法
悦
、
想
像
力
、
意
志

…
…
な
ど
の
よ
う
な
無
限

・
絶
対

・
永
遠
の
も
の
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
な
ん
か
の
道
具
で
は
定
義
で
き
な
い
ん
だ
。

ド
イ
ツ
語
で
い
う

ｏぉ
ョ
φ̈∽ｏ●
∽３
●沖
、
つ
ま
り
科
学
は
、
も
と
も
と

″Ｃ
Ｇ
Ｓ
″　
を
唯

一
の
道
具
に
し
て
い

る
の
で
、
は
か
な
い
、
有
限
、
相
対
の
物
事
、　
つ
ま
り
、
真
理
に
は
ほ
ど
遠
い
研
究
し
か
で
き
な
い
。
自
然
科
学

以
外
の
分
野
で
は
、
こ
の
Ｃ
Ｇ
Ｓ
の
道
具
が
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
急
い
で
導
入
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
大
学

と
い
う
も
の
は
、
実
は
、
世
の
中
の
鏡
だ
。
″Ｃ
Ｇ
Ｓ
〃
の
学
問
だ
け
で
な
く
、　
宇
宙
の
ク
ミ
タ
テ
、　
秩
序
を
研

究
で
き
る
、
本
物
の
大
学
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
物
質
性
と
精
神
性
と
い
う
、
世
界
の
、
こ
の
弁
証
法

的
構
成
は
、
決
し
て
否
定
し
て
は
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
ま
ず
、
宇
宙
の
秩
序
に
よ
っ
て
精
神
面
を
研
究
し
、
そ

れ
か
ら
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ
で
物
質
面
を
研
究
す
れ
ば
い
い
。

昔
は
、
そ
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
い
た
の
に
、
こ
の
百
年
、
三
百
年
と
い
う
も
の
、
宇
宙
の
秩
序
の
研
究
が
全

も
と
に
し
た
単
位
系
で
あ
る
。

‐３
頁
６
行
　
漁
り
人
…
…

「
イ

エ
ズ
ス
は
そ
の
二
人
に

『
わ

た
し
に
つ
い
て
来
な
さ
い
。
あ
な
た
た
ち
を
、
人
を
す
な

ど
る
者
に
し
よ
う
』
と
仰
せ
に
な

っ
た
」

（
マ
タ
イ
４
章

‐９
節
）

〔
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
、
中
央
出
版
社
刊
よ
り
〕

‐３
頁
１３
行
　
ア
レ
キ
シ
ス

・
カ
レ
ル
…
…
天
菫
―
克
日
、
フ

ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
外
科
医
、
生
理
学
者
。
の
ち
米
国
に
帰

化
し
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
医
学
研
究
所
で
臓
器
移
植
の
研

究
を
お
こ
な
い
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。

「
人
間
―
こ

の
未
知
な
る
も
の
』

（桜
沢
訳
、
日
本
Ｃ
Ｉ

協
会
刊
）
な
ど
。

‐３
頁
１３
行
　
オ
ー
ギ

ュ
ス
ト

・
リ

ュ
ミ
エ
ー
ル
…
…
天
査
―

一奎
四
　
弟
の
ル
イ
と
共
に

（弟
が
主
）映
画
を
発
明
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
生
理
学

。
医
学
者
。

‐３
頁
１４
行
　
レ
オ
ン

・
ビ
ネ
…
…
天
空
年
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン

ス
の
医
学
者
、
生
理
学
者
。
自
然
と
生
命
に
関
す
る
著
書

多
数
。

‐３
頁
１８
行
　
ナ
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
…
…
三
ｏ
ｌ
量
ｏ年
こ
ろ
の
イ

ン
ド
の
仏
教
哲
学
者
。
漢
訳
名
、
竜
樹
。
大
乗
仏
教
の
確

立
者
。
「大
智
度
論
』
百
巻
ほ
か
多
く
の
も
の
が
伝
わ
る
。

‐３
頁
１８
行
　
ア
サ
ン
ガ
…
…
四
世
紀
の
イ
ン
ド
の
高
僧
。
無

著
。
弟

・
ヴ
プ
ス
バ
ン
ド
ゥ

（
世
親
）
と
と
も
に
大
乗
仏

教
の
唯
識
思
想
を
大
成
し
た
。
こ
の
思
想
は
、
８
世
紀
こ

ろ
に
は
ア
ジ
ア
各
地
に
普
及
し
、
日
本
で
は
法
構
宗
と
な

っ
・ル
一
。

‐３
頁
１８
行
　
老
子
…
…
前
６
世
紀
ご
ろ
の
周
の
思
想
家
。
道

家
思
想
の
始
祖
と
さ
れ
る
人
。
道
徳
経

（『老
子
し

の
書

が
あ
る
。

‐３
頁
１８
行
　
孫
子
…
…
兵
書

『
孫
子
』
が
伝
わ

っ
て
い
る
が
、

人
物
に
つ
い
て
は
不
明
。
哲
学
的
な
軍
事
学
で
あ
る
。
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く
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
？
　
ン」
れ
が
ヽ
う

一
つ
の
ナ
ゾ
だ
…
…
」

「
私
、
分
か
る
わ
。
と
て
も
簡
単
だ
け
ど
。
西
洋
人
は
、
間
違

っ
た
食
生
活
で
、
ま
す
ま
す
陽
性

（近
視
、
色
盲
）

に
な
っ
た
ん
だ
わ
」

「
そ
う
だ
、
そ
の
通
り
。
し
か
し
、
そ
れ
は
誰
の
責
任
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
第
四
の
ナ
ゾ
だ
」

「
そ
れ
は
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
？
　
東
洋
の
宗
教
を
西
洋
に
ひ
ろ
め
た
人
た
ち
で
す
。
宣
教
師
た
ち
は
、　
自
分

の
こ
と
は
棚
に
上
げ
て
、
他
人
に
は
、
あ
あ
し
ろ
、
こ
う
し
ろ
と
い
う
、
イ
ン
チ
キ

″漁
り
人
〃
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
額
に
汗
し
て
田
畑
を
耕
さ
な
い
人
は
、
繊
細
な
感
覚
を
な
く
し
て
、
次
第
に
鈍
感
に
な
り
、
単
純

に
な
り
、
粗
雑
に
な
り
、
大
胆
に
な
り
、　
つ
い
に
は
強
欲
に
な
っ
て
、
残
酷
に
な
り
ま
す
わ
。
肉
食
を
す
る
人
も

同
じ
で
す
。
心
理
学
の
上
台
は
生
理
学
で
す
し
、
そ
の
生
理
学
の
土
台
は
食
物
の
摂
り
方
な
の
で
す
わ
。

″心
理
学
″
と
い
う
学
問
の
最
上
階
で
は
、
判
断
力
の
起
源
、
構
成
、　
発
展
、　
完
成
の
研
究
が
必
要
で
す
し
、

数
千
年
む
か
し
、
東
洋
で
、
ヴ

エ
ー
ダ
哲
学
、
仏
教
、
道
教
な
ど
に
よ
っ
て
完
全
に
チ
ミ
ツ
に
、
明
確
に
さ
れ
た

よ
う
に
研
究
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
わ
。

ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
家
で
も
、
ア
レ
キ
シ
ス
・
カ
レ
ル
、
ポ
ー
ル
・
カ
ル
ト
ン
、
オ
ー
ギ

ユ
ス
ト

・
リ
ユ
ミ
エ

ー
ル
、
レ
オ
ン
・
ビ
ネ
と
い
つ
た
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
判
断
力
の
研
究
に
手
を
つ
け
た
つ
て
、
お
つ
し
や
い
ま

し
た
わ
ね
」

「
し
か
し
、
西
洋
の
、
こ
の
は
な
は
だ
し
い
立
ち
遅
れ
は
、　
ど
う
し
た
訳
だ
ろ
う
？
　
な
ぜ
、　
こ
の
最
も
根
本

的
な
真
理
姥

ダ探
究
す
る
の
に
、
数
千
年
の
回
り
道
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
　
西
洋
に
は
、
た

だ

一
人
の
仏
陀
も
、
イ
エ
ス
も
、
ナ
ガ
ー
ル
ジ

ュ
ナ
も
、
ア
サ
ン
ガ
も
、
老
子
も
、
孫
子
も
出
な
か
っ
た
′
　
こ

れ
は
、
全
く
理
解
で
き
な
い
、
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
′

そ
れ
か
ら
、
西
洋
史
を
ひ
も
と
け
ば
、
そ
の
第

一
ペ
ー
ジ
か
ら
最
後
に
い
た
る
ま
で
、
イ
エ
ス
の
教
え
が
、
ギ

リ
シ
ャ
、　
ロ
ー
マ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
二
重
に
歪
め
ら
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
虐
殺
、
搾
取
、
殺
人
、

親
殺
し
、
窮
乏
、
大
帝
国
の
崩
壊
と
い
っ
た
も
の
で
満
ち
満
ち
て
い
る
じ
や
な
い
か
。
こ
れ
が
今
も
エ
ス
カ
レ
ー

ト
す
る
ば
か
り
だ
。
い
ま
や
人
類
は
、
核
兵
器
の
脅
迫
の
前
に
お
の
の
い
て
い
る
。
も
う
、　
一
巻
の
オ
フ
リ
だ
」

「
ど
う
し
て
、
こ
う
な
っ
た
の
か
し
ら
？
」

「今
、
言

っ
た
ろ
う
？
　
で
も
、　
も
う
少
し
続
け
て
み
よ
う
。
西
洋
の

″文
明
人
″
と
い
う
の
は
、　
私
た
ち
が

歴
史
の
本
や
、
い
ろ
い
ろ
な
報
道
で
知

っ
て
い
る
よ
う
に
、
ほ
ん
と
う
に
世
界

一
の
極
悪
人
で
残
虐
な
人
々
な
ん

だ
ろ
う
か
？
　
彼
ら
の
心
の
奥
底
に
は
、
寛
容
さ
と
か
繊
細
さ
、
少
な
く
と
も
良
識
と
い
っ
た
も
の
が
、　
一
粒
の

種
ほ
ど
も
な
い
ん
だ
ろ
う
か
？
　
も
し
あ
る
と
し
た
ら
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
そ
れ
が
芽
を
出
し
、
育

っ
て
、
花
が

咲
か
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
も
し
、
な
い
の
だ
っ
た
ら
、
西
洋
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
当
に
人
類
の
終
焉
が

‐４
頁
８
行
　
ト
イ
ン
ピ
ー
…
…

天
究
―
死
圭
　
イ
ギ
リ
ス
の

歴
史
家
。
主
著

『
歴
史
の
研
究
』
。
西
洋
中
心
的
、　
一
元

的
史
観
を
排
除
し
て
、
多
元
的
な
諸
文
明
の
相
関
、
生
滅

の
論
を
展
開
し
た
。

‐４
頁
１３
行
　
禅
に
つ
い
て
本
を
書

い
た
フ
ラ
ン
ス
人
…
…

「東
洋
医
学
の
哲
学
』
８０
１
８２
頁
参
照
。

‐４
頁
１９
行
　
グ
ノ
ー
シ
ス
派
…
…

一
世
紀
末
か
ら
二
世
紀
に

か
け
て
、

ロ
ー
マ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
東
地
中
海
諸
国
に
行
わ

れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
異
端
。
霊
と
物
質
と
の
極
端
な
二
元

論
に
立
ち
、
神
と
人
間
と
の
間
に
、
中
間
的
な
さ
ま
ざ
ま

な
霊
の
存
在
を
認
め
た
。

（
こ
の
訳
文
は
、
吉
見
馨

（
ク
リ
ム
）、
安
原
久
雄

（
ロ
ー
ラ

ン
）、
橋
本
政
憲
の
三
者
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
〉

■
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
／

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
は
、
会
員

一
人

一
人
が
力
を
合
わ
せ
て
つ

く

っ
て
い
る
会
で
す
。
あ
な
た
の
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と
を
、
ど
ん
ど
ん
本
誌
へ
寄
せ
て
、
雑
誌
を
盛
り

立
て
ま
し
ょ
う
／
　
家
の
ヘ
イ
や
ド
ア
に
『
食
物
の
陰
陽
き

『
正
食
医
学
の
救
急
手
当
』
な
ど
を
は
り
、
近
く
の
人
を
呼

ん
で
、
玄
米
の
試
食
会
、
手
当
法
の
講
習
会
を
開
き
、
読
書

会
、
こ
ん
だ
ん
会
な
ど
開
い
て
下
さ
い
。
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の

本
の
取
次
所
や
純
正
食
品
、
圧
力
釜
、
カ
ム
カ
ム
鍋
な
ど
の

共
同
購
入
の
あ

っ
せ
ん
、
近
く
の
農
家
に
交
渉
し
て
、
家
庭

菜
園
な
ど
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
さ
あ
、
陽
性
に
あ
な
た
の
波

動
を
大
き
く
出
し
て
下
さ
い
ノ

　

日

本

Ｃ

！

協

会

■
無
手
勝
農
法
研
究
所
　
全
員
”
集
′

（１
区
画
１０
坪
）

小
田
急
線
相
模
大
野
か
ら
バ
ス
‐０
分
。
定
員
先
着
∞
名
。

案
内
書
は
Ｃ
Ｉ
に
有
。
●
冒
老
茜
六
・杏
里
　
中
村
則
泰
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く
る
。
彼
ら
は
、
新
し
い
物
を
た
く
さ
ん
発
明
し
た
／
　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
み
ん
な
、
快
適
や
節
約
や
快
楽
や

権
力
の
た
め
の
も
の
ば
か
り
だ
。

つ
ま
り
、
す
べ
て
、
第
二

（感
覚
的
）
か
第
二

（感
情
的
）
の
判
断
力
で

つ
く
ら

れ
た
も
の
で
、
決
し
て
、
永
遠
の
幸
福
や
無
限
の
自
由
、
ま
し
て
や
絶
対
の
正
義
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
全
人
類
が
恐
怖
に
お
の
の
い
て
い
る
ん
だ
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の

一
覧
表
を

ち
ょ
っ
と
見
れ
ば
、　
あ
ら
ゆ
る
研
究
が
、　
は
か
な
い
幸
せ
、　
限
ら
れ
た
自

由
、　
つ
ま
り
快
適
さ
を
追
い
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
し
、
権
力

へ
の
奉
仕
や
、
下
ら
な
い
文
学
に
賞

が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
」

「
で
も
、　
マ
ト
ギ

ョ
ワ
や
ゲ
ノ
ン
、
ト
イ
ン
ビ
ー
、　
ガ
ン
ジ
ー
の
多
く
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
よ
う
な
、　
東
洋

の
宇
宙
観
や
物
の
考
え
方
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
秀
れ
た
人
た
ち
も
何
人
か
、
い
ま
す
わ
ね
」

「
そ
う
だ
ね
。
し
か
し
、
あ
の
人
た
ち
は
無
双
原
理
が
分
か
っ
て
い
な
い
ん
だ
よ
。　
こ
れ
は
、　
あ
ら
ゆ
る
東
洋

の
哲
学
、
学
問
、
文
明
の
基
礎
な
ん
だ
。
か
り
に
、
分
か
る
人
が
少
々
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
た
ち
も
、
無
双

原
理
を
日
常
生
活
化
し
な
い
し
、
実
践
し
な
い
ん
だ
。

禅
に
つ
い
て
大
き
な
本
を
書
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
が

言

っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
？
　
『禅
は
大
変
お
も

し
ろ
い
。
私
は
そ
れ
を
心
理
学
的
観
点
か
ら
研
究
し
て
い
る
。
禅
の
生
理
学
的
土
台
だ
っ
て
？
　
そ
ん
な
も
の
に

興
味
は
な
い
で
す
ね
』
と
ね
。
彼
ら
は
、
禅
を
オ
カ
ル
ト
か
宗
教
と
で
も
誤
解
し
て
い
る
ん
だ
」

「
誤
解
し
て
い
る
の
は
、
全
く
無
知
な
の
で
、
ご
ま
か
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
う
ん
、
そ
の
無
知
と
い
う
の
は
、
理
解
力
が
な
い
こ
と
な
ん
だ
。　
人
間
が
、　
相
対

・
有
限

・
極
微
で
自
己
中

心
的
な
世
界
に
縛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
判
断
力
が
ふ
さ
が

っ
た
り
、
鈍
く
な

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
無
知
と

は
、
宇
宙
の
秩
序
と
い
う
も
の
を
認
め
な
い
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
誤
解
と
い
う
の
は
、
無
知
の
自
家
中
毒
か
、
グ

ノ
ー
シ
ス
派
流
の
二
元
論
の
う
ぬ
ば
れ
だ
。

あ
の
、
ド
イ
ツ
の
医
者
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
い
？
　
無
双
原
理
の
講
習
会
に
何
回
も
来
て
、
私
の
話
を
二

十
時
間
以
上
も
熱
心
に
喜
ん
で
聞
い
て
い
た
、　
あ
の
人
が
、　
終
り
に
こ
う
言

っ
た
。
『
私
は
、
先
生
の
お

っ
し
ゃ

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
だ
、
私
は
そ
こ
に

″神
″
と
い
う
、
も
う

一

つ
の
概
念
を
つ
け
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
』
―
―
あ
の
人
は
二
元
論
者
だ
っ
た
ん
だ
ね
。
神
と
人
間
、
有
限
界
と

無
限
界
と
い
う
、
二
つ
の
別
々
の
世
界
が
あ
る
と
信
じ
て
、
有
限
が
無
限
の
外
に
存
在
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
ん

だ
。
彼
は
、
自
分
が
単
純
な
二
元
論
者
で
あ
る
こ
と
を
、
う

っ
か
り
告
自
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ね
。
私
は
、
驚
い

て
、
も
う
ガ
ッ
カ
リ
し
て
し
ま

っ
た
」

「
そ
う
、
そ
う
ノ
　
あ
の
晩
、
あ
な
た
が
悲
し
そ
う
な
顔
を
な
さ

っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
わ
」

「
な
ぜ
、　
或
る
行
為
に
つ
い
て
弁
護
し
た
り
、　
絶
対
化
し
た
り
す
る
ん
だ
ろ
う
？
　
人
は
自
分
の
理
論
の
死
角

躍動に燃える「ぐるうぷ味穂」が
ファイトあるスタッフを広く募集
マクロビオティック運動と総合自然食品販売をつうじてニューライフを目指す。

心ある同志とともに歩んでいるぐるうぷです。

〔勤務地〕練馬営業所江古田店  〔職種〕 販売員 男子 1名 ,女子 1名
(18歳 ～38歳 まで。夫婦でもIT)

詳細は電話連絡ののち面談 (担当/山り|1毅庸紀)

書
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が
恐
い
。
全
く
無
知
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
ま
か
す
お
面
が
い
る
ん
だ
。
こ
れ
は
、
ダ

ン
マ
リ
と
同
じ
く
、
逃
避
で

あ
り
、
う
ぬ
ぽ
れ
で
あ
り
、
ゴ
ー
マ
ン
な
ん
だ
」

「
そ
う
で
す
わ
。
二
元
論
の
人
々
は
恐
怖
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
ん
で
す
。　
む
し
ろ
、　
恐
れ
を
い
だ
く
人
は
、

生
ま
れ
つ
き
の
二
元
論
者
だ
、
と
言

っ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
で

″信
者
〃
だ
と
か

″信
仰

者
″
と
か

″霊
能
者
″
だ
と
か
言

っ
て
い
る
人
た
ち
は
、
実
は
、
偽
装
し
た
二
元
論
者
で
あ
り
、
学
者
で
あ
り
、

イ
ン
テ
リ
で
あ
り
、
ゴ
ー
マ
ン
な
人
た
ち
な
の
で
す
ね
。
と
に
か
く
、
私
た
ち
は
、
も
う
少
し
う
ま
く
説
明
し
て

あ
げ
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
ね
」

「
そ
う
だ
。　
一
生
け
ん
め
い
や
ろ
う
。
し
か
し
、
困
難
が
山
ほ
ど
あ
る
ね
′
」

「
で
も
、
恐
ろ
し
い
絶
望
的
な
失
敗
に
よ
っ
て
し
か
、
人
は
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
、　
と
、　
あ
な
た
が
い
つ
も

お

っ
し
ゃ
っ
て
い
る
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
お
や
、
お
や
、
お
説
教
か
い
？
」

「
い
え
、
た
だ
の
蓄
音
機
で
す
わ
」

「
あ

あ

、

∪
同

ヨ

ロ
＞
”
目
同
Ｈ↓

ヨ

男

∪

国
ｃ
ｏ
口

〓
＞
ｏ
口
”
Ｚ

”
”
口

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
つ
づ

く

）

春
の
ビ
ク
ニ
ッ
ク
／

節
曇
と
〈邑

草
木
も
、
虫
も
、
小
鳥
も
、
み
ん
な
目
覚
め
る
春
／
　
き

れ
い
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ

い
吸

っ
て
、
緑
の
自
然
の
中

ヘ
ノ

■
４
月
１５
日
ま
で
に
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
本
部
へ
必
ず
申
込
み
。

●
と
き
／
４
月
２０
日

（日
）
●
目
的
地
／
神
奈
川
県
厚
本
市

七
沢
温
泉

一
九
五
四

（●
０
４
６
２

・
４
８

・
０
７
５
２
）

『
土
と
愛
ふ
る
さ
と
の
家
』
高
橋
季
愛
様
方

（交
通
／
小
田

急
線
本
厚
木
下
車
、
バ
ス
七
沢
温
泉
行
で
七
沢
城
址
、
ま
た

は
上
谷
戸
、
上
煤
ケ
谷
行
で
広
沢
寺
温
泉
入
口
下
車
ス
グ
）

●
大
山
登
山
ピ
ク
ニ
ッ
ク
参
加
の
方
は
、
新
宿
駅
を
十
里
、

ヤ
垂
、
今
〓
、
〈
二
二
急
行
の
前
方

一
―
四
号
車
に
乗
り
、伊

勢
原
下
車
、
バ
ス
大
山
ケ
ー
ブ
ル
行
き
乗
車
、
終
点
で
下
り
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
阿
夫
利
神
社
下
宮
へ
。神
社
を
１０
時
出
発
、

下
り
の
山
道
を
、
日
向
薬
師

へ
。

（休
憩
）
広
い
道
を
３０
分

で
目
的
地
へ
。
歩
く
時
間
は
２
時
間
く
ら
い
。

●
山
道
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

・
シ
ュ
ー
ズ
、
ズ

ツ
ク
靴
、
地
下

タ
ビ
、
ワ
ラ
ジ
な
ど
が
よ
い
。

●
伊
勢
原
か
ら
日
向
薬
師
ま
で
バ
ス
で
直
行
し
て
も
よ
い
し
、

目
的
地

へ
本
厚
木
ま
た
は
伊
勢
原
か
ら
直
行
し
て
、
付
近
で

遊
ぶ
の
も
よ
い
。

（丹
沢
大
山
国
定
公
園
内
な
の
で
、
あ
ま

り
大

っ
ぴ
ら
に
草
摘
み
は
し
な
い
）

●
山
道
の
途
中
で
食
べ
る
人
は
、
お
や
つ
、
軽
食
、
水
筒
な

ど
持
参
。

●

『
土
と
愛
ふ
る
さ
と
の
家
』

で
、
１
時
ご
ろ
、
野
草
、
野

菜
入
り
の
雑
炊
、
お
茶
な
ど
が
出
ま
す
。

●
３
時
、
解
散
。
●
会
費
／
大
人
千
円
、
３
歳
―
米
就
学
児

五
百
円
。

●
目
的
地
で
は
野
外
に
い
る
の
で
、新
聞
紙
な
ど
敷
物
用
意
。

雨
天
中
止
。
午
前
８
時
ま
で
に
日
本
Ｃ
Ｉ
へ
問
い
合
せ
。

コ ピー版 、テープ
(ごく少音『数 )の発行 /

桜沢如一著

バイキンの国探険   〒i::冒
パス トゥータレの審判        〒|:謡

天国の鍵      〒|::日
砂糖の毒と肉食の害    〒i::昌
PU中 国四千年 史    〒|::冒

世界恒久平和案。“意志"教育50年
の実験報告       〒|::日
米の知識と炊き方・食べ方 〒|::冒

GO式外国語自習法    〒1::冒

大森英桜講演テー プ

主食の徹底研究 (4時間分) 〒::旧

-15-



■
正
食
医
学
シ
リ
ー
ズ

正
食
半
断
食
に
よ
る
心
身
改
造

反
応
と
そ
の
処
理
法

大

森

英

桜

講

義

録
よ
り

人
が

い
ま
す
。
玄
米
を
食

べ
始
め
る
と
、
た

い
て
い
の
人
は

や
せ
ま
す
。
そ
れ
を
見
て
、
医
者
は
、
栄
養
失
調
だ
と
か
、

非
常
に
危
険
な
食
餌
療
法
だ
と
か
言
い
ま
す
。
そ
れ
で
恐
ろ

し
く
な

っ
て
、
正
食
を
や
め
て
し
ま
う
人
も
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
排
毒
現
象
、
反
応
と
い
う
も
の
は
、
玄
米
正
食

の
場
合
だ
け
起
き
る
の
で
は
な
く
、
断
食
を
し
て
も
起
き
て

き
ま
す
。
日
本
で
は
古
く
か
ら
、
精
神
的
な
悟
り
を
得
る
た

め
の
、
行
と
し
て
の
断
食
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
病
気

を
持

っ
た
人
も
、
そ
う
い
う
所
で
断
食
を
す
る
と
、
病
気
が

よ
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
二
、
三
十
年
、
病
気
治
療
の
た

め
の
断
食
道
場
が
、
あ
ち
こ
ち
に
出
来
て
、
い
つ
も
満
員
で

す
。
断
食
で
は
、
た
だ
水
を
飲
む
だ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、

す
ご

い
反
応
が
起
き
て
き
ま
す
。

〔
注
／
最
近
、
高
湯
や
玄

米
ス
ー
プ
な
ど
を
少
量
と
ら
せ
る
所
が
ふ
え
て
い
る
〕

ま
し
て
、
す
ば
ら
し
い
血
液
に
な
る
玄
米
を
食
べ
れ
ば
、

そ
の
威
力
が
発
揮
さ
れ
、
力
強
い
回
復
力
が
出
て
き
ま
す
か

断
食
と
半
断
食

病
気
を
治
す
た
め
に
玄
米
正
食
を
始
め
る
と
、
ま
ず
、
い

ろ
い
ろ
な
反
応
が
出
て
き
て
、
び

っ
く
り
す
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
玄
米
を
き

っ
ち
り
食
べ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
病
気
が
痛
み
も
か
ゆ
み
も
な
く
、
す
ん
な
り
と
治

っ
て

し
ま
う
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

病
気
だ
と
い
う
こ
と
は
、
体
の
中
に
毒
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
正
食
を
し
て
、
き
れ
い
な
血
が
出
来
れ
ば
、
自
然

治
癒
力
が
す
ご
い
勢

い
で
働
き
出
し
、
そ
の
毒
を
ど
ん
ど
ん

押
し
出
し
て
き
ま
す
。
そ
の
時
、
発
熱
し
た
り
、
体
の
あ
る

部
分
が
痛
ん
だ
り
、
か
ゆ
か
っ
た
り
、
そ
の
他
、
病
気
や
体

質
の
違

い
で
い
ろ
い
ろ
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
を
排
毒
現
象
と
し
て
承
知
し
て
い
れ
ば
、
問
題
は
な

い
の
で
す
が
、
中
に
は
、
病
状
が
悪
化
し
た
の
で
は
な
い
か

と
勘
違
い
を
し
て
、
心
配
に
な
り
、
医
者

へ
行

っ
て
し
ま
う

ら
、
と
う
ぜ
ん
、
排
毒
現
象
も
強
く
な
り
ま
す
。

断
食
療
法
は
、
体
内
に
濃
い
血
が
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

そ
れ
が
濁

っ
て
汚
な
い
人
、
要
す
る
に
、
食
べ
過
ぎ
で
体
を

悪
く
し
た
人
に
は
、
た
い
へ
ん
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
の
日
本
人
は
、
貧
血
型
の
人
が
す
ご
く
多

い
の
で
す
。
厚
生
省
が
発
表
し
た
昭
和
５３
年
の
健
康
白
書
で

は
、
２０
，
３０
代
の
女
性
の
３
人
に
１
人
は
貧
血
で
す
。
血
液

の
量
が
少
な
く
て
、
薄
い
、
体
力
の
な
い
人
が
断
食
を
す
る

と
、
危
険
で
す
。

今
、
日
本
で
は
、
脳
溢
血
、
脳
軟
化
な
ど
に
よ
る
脳
血
管

の
損
傷
が
、
死
亡
率
の
ト
ッ
プ
を
切

っ
て
い
ま
す
が
、
第
２

位
は
ガ
ン
で
す
。　
一
昨
年
で
１４
万
人
、
３
分
間
に
１
人
の
割

合
で
、
ガ
ン
患
者
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、
老
人
よ

り
も
、
５０
代
前
後
の
働
き
盛
り
の
人
が
多
い
の
で
す
。

ガ
ン
は
悪
性
貧
血
で
す
。
厚
生
省
で
い
う
貧
血
は
、
血
液

の
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

（血
色
素
）
が
少
な
い
こ
と
を
表
わ

し
ま
す
。
通
常
、
１
ミ
リ
Ｃ
Ｃ
の
血
液
の
中
に
、赤
血
球
が
、

男
性
で
約
５００
万
、
女
性
で
如
万
１
４５０
万
あ
り
ま
す
が
、
悪
性

貧
血
と
い
う
の
は
、
そ
の
血
球
が
極
端
に
少
な
い
の
で
す
。

食
物
を
日
か
ら
入
れ
て
い
て
も
、
あ
ま
り
血
を
作
る
こ
と
の

出
来
な
い
ガ
ン
の
人
が
断
食
す
る
の
は
、
非
常
に
危
な
い
こ

と
で
す
。

と
き
ど
き
、
断
食
道
場
で
人
が
死
ん
だ
り
す
る
と
、

マ
ス

コ
ミ
が
そ
れ
を
取
り
上
げ
て
、
医
師
法
違
反
だ
、
悪
い
の
は

断
食
道
場
だ
、
な
ど
と
た
た
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
断
食

道
場

へ
来
る
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
い
ろ
い
ろ
な
西
洋
医
学
の

治
療
を
や

っ
て
治
ら
ず
、
次
に
漢
方
や
民
間
療
法
な
ど
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
や

っ
て
み
て
、
そ
れ
で
も
治
ら
ず
、
あ
げ
く
の

果
て
に
断
食
を
し
よ
う
と
し
て
来
て
い
る
の
で
す
。

い
っ
さ
い
の
食
を
断
ち
、
水
だ
け
飲
ん
で
い
て
も
、
体
内
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の
毒
素
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
排
毒
し
て
い
る
時
は
、

か
つ
て
や

っ
た
昔
の
病
気
が
、
も
う

一
度
、
そ
こ
で
始
ま

っ

て
い
る
の
で
す
。同
じ
病
気
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
長
年
、

断
食
道
場
を
や

っ
て
い
る
指
導
者
達
は
、
そ
の
時
、
そ
れ
は

治
る
過
程
だ
か
ら
心
配
し
な
い
よ
う
に
納
得
さ
せ
、
い
ろ
い

ろ
な
手
当
て
を
し
、
反
応
を
お
さ
め
、
復
食
さ
せ
て
か
ら
、

患
者
を
帰
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
非
常
に
体
の
弱

っ
た
、

生
命
力
の
な
い
人
は
、
断
食
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、

悪
い
結
果
を
生
ん
で
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
わ
け
で
、
私
は
あ
ま
り
断
食
を
す
す
め
て
い
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、体
質
、
症
状
に
合
わ
せ
た
玄
米
正
食
を
し
て
、

よ
い
血
を
作
り
な
が
ら
病
気
を
治
し
て
い
く
方
が
、
ず

っ
と

安
全
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。

血
液
は
腸
で
造
ら
れ
る

西
洋
医
学
が
日
本
へ
入

っ
て
き
て
、
約
百
年
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
依
然
と
し
て
、
脊
髄
造
血
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
玄
米
食
者
の
千
島
喜
久
男
博
士
は
、
約
４０
年

前
に
、
腸
造
血
説
を
世
界
で
初
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
彼
は

血
液
学
者
で
、
朝
か
ら
晩
ま
で
顕
微
鏡
で
血
液
を
調
べ
て
い

ま
し
た
。
臨
床
の
医
者
で
は
な
く
、
基
礎
医
学
の
研
究
家
で

し
た
。
長
い
研
究
の
結
果
、
私
達
人
間
が
食
べ
た
物
が
胃
で

消
化
さ
れ
、
小
腸
で
さ
ら
に
消
化
分
解
さ
れ
て
、
そ
れ
が
腸

壁
を
通
過
す
る
時
―ヽこ
赤
血
球
に
な
る
と
い
う
、
腸
造
血
説
を

打
ち
出
し
た
の
で
す
。
私
は
千
島
博
士
に
会

っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
話
を
し
、
た
く
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
や
写
真
、
映
画
も
見

せ
て
も
ら
い
、
彼
の
説
を
認
め
て
い
ま
す
。

私
達
が
病
気
に
な
る
の
は
、
血
液
が
非
常
に
汚
れ
て
し
ま

い
、
正
常
な
働
き
が
で
き
な
く
な
り
、
体
の
い
ろ
い
ろ
な
機
能

の
パ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
る
か
ら
で
す
。
間
違

っ
た
食
物
を
食

べ
て
、
そ
れ
が
汚
れ
た
血
液
に
な

っ
て
体
の
中
を
巡
り
、
皮

下
脂
肪
や
い
ろ
い
ろ
な
細
胞
に
代
謝
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
血
液
循
環
が
悪
い
こ
と
や
、
細
胞
の
質
が
悪
い
こ

と
が
、
病
気
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

正
し
い
食
べ
物
を
食
べ
て
、
き
れ
い
な
血
液
が
出
来
れ
ば
、

そ
こ
で
、
古
い
血
と
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。

血
液
は
ま
ず
肺

へ
集
ま
り
、
陽
性
な
赤
血
球
は
、
陰
性
な

紫
色
の
光
を
出
し
て
い
る
酸
素
を
ひ
き
つ
け
ま
す
。
そ
し
て
、

血
管
を
通

っ
て
毛
細
血
管
の
す
み
ず
み
に
ま
で
入
り
込
み
、

き
れ
い
な
酸
素
を
体
細
胞
に
与
え
、
汚
れ
た
炭
酸
ガ
ス
や
い

ろ
い
ろ
な
老
廃
物
を
持

っ
て
帰
り
ま
す
。
炭
酸
ガ
ス
は
肺
で

浄
化
さ
れ
、
そ
の
他
の
老
廃
物
は
腎
臓
で
濾
過
さ
れ
て
、
尿

と
共
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

私
達
の
食
べ
た
物
で
出
来
上
る
血
液
は
、
単
に
細
胞
の
酸

素
と
炭
酸
ガ
ス
の
交
換
を
や
る
だ
け
で
は
な
く
、
体
の
各
部

分
に
、
す
ば
ら
し
い
栄
養
源
を
配

っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
ず
胃
と
腸
を
治
す

こ
の
よ
う
に
、
血
液
は
私
達
の
体
に
重
要
な
働
き
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
血
液
は
消
化
器
官
で
作
ら
れ
る
の

で
す
か
ら
、
ま
ず
、
胃
と
腸
を
丈
夫
に
し
な
け
れ
ば
、
病
気

は
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
治
り
ま
せ
ん
。

胃
と
腸
が
悪
く
な
る
の
は
、
食
べ
過
ぎ
た
り
し
て
、
酷
使

す
る
か
ら
で
す
。
疲
れ
た
胃
腸
は
、
動
き
が
鈍
く
な
り
、
機

能
も
低
下
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
弱

っ
た
所
へ
、
ま
た
食
べ

物
を
入
れ
る
の
で
、
ま
す
ま
す
弱

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
点
、
日
本
で
古
来
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
断
食
は
、

非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
物
が
入

っ
て
こ
な
い
と
、

胃
や
腸
の
機
能
が
復
元
し
て
、
逆
に
、
食
べ
物
を
捜
そ
う
と

し
て
猛
烈
に
動
き
出
し
ま
す
。

私
は
、
桜
沢
先
生
が
、
い
か
な
る
重
病
人
で
も
１０
日
間
で

治
る
、
治
せ
と
い
う
の
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
実
行
せ
ね
ば
と

思
い
、
断
食
に
つ
い
て
ず
い
ぶ
ん
研
究
し
ま
し
た
。

い
く
ら
玄
米
を
食
べ
て
も
、
ふ
つ
う
に
食
べ
て
、
ふ
つ
う

に
飲
ん
で
い
た
の
で
は
、
排
毒
現
象
も
あ
ま
り
起
ら
ず
、
病

気
も
な
か
な
か
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
少
食
少
飲
、
つ
ま
り
、

半
断
食
の
状
態
で
や
る
の
で
す
。
す
る
と
、断
食
の
効
用
に
、

玄
米
で
作
ら
れ
た
新
し
い
き
れ
い
な
血
に
よ
る
治
癒
力
が
プ

ラ
ス
さ
れ
、
病
気
が
も

っ
と
早
く
、短
時
間
で
治
る
の
で
す
。

実
際
、
病
人
に
、
食
事
の
量
を
も
の
す
ご
く
少
な
く
し
て
、

出
来
る
か
ぎ
り
体
を
動
か
す
よ
う
に
指
導
し
た
と
こ
ろ
、
治

る
の
が
非
常
に
早
く
な
り
ま
し
た
。

血
液
の
汚
れ
が
病
気
の
原
因

断
食
を
し
て
３
１
４
日
目
に
な
る
と
、
体
の
中
の
自
律
神

経
が
逆
に
動
き
出
し
ま
す
。
自
律
神
経
に
は
、
体
の
組
織
を

緊
張
さ
せ
る
副
交
感
神
経
と
、
ゆ
る
め
る
交
感
神
経
が
あ
り

ま
す
。
病
気
は
、
こ
の
二
つ
の
神
経
の
パ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ

て
し
ま

っ
た
時
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
交
感
神
経
優
位
に
片

寄

っ
た
場
合
に
な
り
ま
す
。
体
が
だ
る
い
の
を
は
じ
め
、
症
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状
が
ひ
ど
く
な

っ
た
時
は
、
た
い
て
い
は
、
組
織
を
ゆ
る
め

た
り
、
拡
げ
た
り
す
る
神
経
が
強
く
動
い
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
言

っ
た
よ
う
に
、
断
食
を
す
る
と
、
衰
え
て
動
か

な
か
っ
た
消
化
器
官
が
、
が
ぜ
ん
、
動
き
出
し
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
拡
が

っ
た
胃
腸
が
ぐ

っ
と
締
ま

っ
て
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
副
交
感
神
経
が
活
発
に
動
き
出
す
の
で
す
。

断
食
道
場
で
は
、真
冬
で
も
冷
た
い
水
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
誰

一
人
、
風
邪
を
ひ
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
ど
ん

な
風
邪
で
も
、
食
べ
過
ぎ
か
ら
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
食

べ
す
ぎ
て
、
交
感
神
経
の
方
に
片
寄

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

断
食
を
し
て
、
副
交
感
神
経
が
働
い
て
、
体
の
組
織
が
緊
張

し
て
い
れ
ば
、
風
邪
も
ひ
か
ず
、
病
気
に
も
な
ら
な
い
の
で

す
。腎

臓
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
副
腎
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
律
神

経
を
つ
か
さ
ど
る
ホ
ル
モ
ン
が
で
て
い
ま
す
。
皮
質
の
方
か

ら
は
、
副
交
感
神
経
を
動
か
す

ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
、
髄
質
の
方

か
ら
は
、
交
感
神
経
を
動
か
す
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
出
て
い
ま

す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
が
正
常
に
分
泌
さ
れ
、
自
律
神
経
の
調

和
が
と
れ
て
い
れ
ば
、
人
間
の
体
は
健
康
で
す
。
副
腎
の
機

能
が
低
下
し
て
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
な
る

と
、
自
律
神
経
が
ス
ト
レ
ス
を
起
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気

の
症
状
が
で
て
く
る
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。

私
達
は
、
こ
の
自
律
神
経
の
ス
ト
レ
ス
も
、
血
液
が
汚
れ

て
い
る
の
が
原
因
だ
と
考
え
ま
す
。
正
常
な
き
れ
い
な
血
が

体
の
中
を
循
環
し
て
い
れ
ば
、
と
う
ぜ
ん
、
副
腎

へ
も
そ
の

血
が
行
く
わ
け
で
、
機
能
が
正
常
に
働
い
て
い
れ
ば
、
片
寄

り
な
ど
起
こ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
な
る
と
、
正
し
い
食
べ
物
を
入
れ
て
、
き
れ
い
な
血

液
を
作
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
い
る
玄
米
正
食
は
、
す
ば

ら
し
い
人
間
改
造
法
と
い
え
る
わ
け
で
す
。

食
欲
が
な
く
な
る

玄
米
を
な
る
べ
く
量
を
少
な
く
し
て
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ

る
と
、
そ
れ
で
作
ら
れ
た
き
れ
い
な
血
液
が
、
体
内
の
悪
い

部
分
を
治
し
始
め
、
毒
素
を
押
し
出
し
て
き
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
た
い
て
い
の
場
合
、
食
欲
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま

っ

た
く
物
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、
自
然
に
断
食
状
態
に
入

っ

て
い
く
人
も
い
ま
す
。

反
応
が
ひ
ど
く
出
る
人
ほ
ど
、
病
気
が
早
く
治

っ
て
い
る

の
で
す
。
生
命
力
の
な
い
人
は
、
な
か
な
か
反
応
が
出
て
き

ま
せ
ん
。

健
康
学
園
な
ど
で
、
少
し
真
面
日
に
す
る
と
、
み
ん
な
食

べ
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
は
さ
ほ
ど
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
以
前
の
日
本
Ｃ
Ｉ
の
健
康
学
園
で
は
、
け

っ
こ

う
き
つ
い
事
を
し
ま
し
た
。
食
事
の
量
や
湯
茶
の
量
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
制
限
し
、
炎
天
下
を
山
登
り
な
ど
し
て
体
を

う
ん
と
動
か
し
、
汗
を
出
し
て
体
内
の
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る

と
、
断
食
な
ど
し
な
く
て
も
、
胃
が
ぐ
う

っ
と
締
ま

っ
て
き

ま
す
。
す
る
と
、
玄
米
が
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
、
ま

す
ま
す
、
反
応
が
ひ
ど
く
な
る
と
い
う
具
合
で
す
。
二
日
ぐ

ら
い
た
つ
と
、
た
い
て
い
の
人
が
ソ
ー
メ
ン
ば
か
り
欲
し
が

る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

外
見
は
健
康
そ
う
に
見
え
て
も
、
た
い
て
い
の
人
は
、本
人

が
自
覚
し
て
い
な
い
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
持

っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
毒
が
取
れ
は
じ
め
る
時
に
、
あ
ぅ
ち
が
痛
い
、
こ

つ
ち
が
痛
い
、
熱
が
出
た
、
と
、も
う
た
い
へ
ん
で
す
。
夜
明

し
で
看
病
し
て
も
追

い
つ
か
な
い
く
ら
い
で
す
。
そ
こ
で
、

近
頃
の
健
康
学
園
で
は
、
便
秘
が
ち
の
人
に
は
、
腸
を
少
し

ば
か
り
ゆ
る
め
る
働
き
の
あ
る
ハ
ブ
茶
を
飲
ん
で
も
ら
い
、

あ
ま
り
極
端
な
反
応
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。

私
は
、
１
カ
月
の
断
食
を
２
回
や
り
ま
し
た
。
妻
も
子
供

達
も
み
ん
な
、
１
カ
月
く
ら
い
の
断
食
を

一
、
二
回
や

っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
も
、
や
ろ
う
と
思

っ
て
や
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
。
あ
る
日
、
突
然
、
食
べ
ら
れ
な
く
な

っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
排
毒
が
来
て
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
じ
っ
と
し
て
い
た
ら
、
ち
ょ

ぅ
ど
３０
曰
く
ら
い
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
い
フヽ
」と
な
ん
で
す
。

愛
知
県
の
伊
藤
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
、
妊
娠
し
て
か
ら
二
百

四
十
日
間
の
断
食
の
末
、元
気
に
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
ま
し
た
。

元
来
、
と
て
も
丈
夫
で
陽
性
な
人
で
す
が
、
果
物
も
全
然
と

ら
な
い
で
、
生
真
面
日
に
玄
米
正
食
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
陽
性
な
上
に
さ
ら
に
陽
性
の
脂
肪
を
作

っ
て
し
ま

っ

た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
断
食
状
態
に
な

っ
て
８
カ
月
の
間
、

そ
の
陽
性
を
取
る
た
め
に
、
野
菜
ス
ー
プ
や
果
物
を
と
る
だ

け
で
大
丈
夫
だ
っ
た
の
で
す
。
３
新
し
き
世
界
へ
」
５‐０
号
参
照
）

ふ
だ
ん
非
常
に
丈
夫
な
人
が
断
食
状
態
に
な

っ
て
も
、
血

色
は
い
い
し
、
元
気
で
す
。
弱
い
人
は
、
食
べ
ら
れ
な
く
な

る
と
、
血
が
少
な
く
な
り
、
顔
色
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ
う

い
う
場
合
は
、
気
を
つ
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

血
が
多
い
か
少
な
い
か
は
、
下
ま
ぶ
た
の
裏
を
見
れ
ば
わ
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か
り
ま
す
。
多
い
人
は
、
適
度
な
赤
味
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ン

の
人
は
、
ほ
と
ん
ど
色
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
普
通
に
玄
米
食
を
し
て
い
て
も
、
長
く
真

面
目
に
規
則
正
し
く
や

っ
て
い
る
と
、
あ
る
時
期
、
排
毒
現

象
が
高
ま

っ
て
き
て
、
ま

っ
た
く
食
欲
が
な
く
な

っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
病
気
治
し
や
身
心
改
造

の
た
め
に
、
意
識
し
て
食
餌
療
法
を
す
れ
ば
、
と
う
ぜ
ん
、

い
ろ

い
ろ
な
反
応
が
起

っ
て
き
ま
す
。

陰
性
の
排
毒
―
―

舌
苔

日
本
人
の
胃
ガ
ン
の
死
亡
率
は
世
界

一
で
す
。
胃
拡
張
、

胃
カ
タ
ル
、
胃
潰
瘍
も
世
界
で

一
番
多
い
の
で
す
。
自
米
を

食

べ
、
副
食
に
砂
糖
を
使

っ
て
調
理
す
る
か
ら
で
す
。
健
康

な
胃
を
持

っ
て
い
る
日
本
人
な
ん
て
、
ま
ず
、
い
ま
せ
ん
。

胃
や
腸
が
拡
が

っ
た
り
、
ゆ
る
ん
だ
り
し
て
い
る
の
は
、

粘
膜
の
中
に
、
き
た
な
い
水
や
粘
液
が
た
ま

っ
て
謄
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
物
を
食
べ
な
い
で
い
る
と
、
そ
れ
が
だ
ん
だ

ん
収
縮
し
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ら
な
い
、
き
た
な
い
物

を
外

へ
押
し
出
し
て
き
ま
す
。

こ
う
し
て
、
消
化
器
官
の
毒
が
は
じ
め
に
出
て
き
ま
す
。

胃
、
食
道
、
喉
、
口
な
ど
の
毒
は
、
陰
性
で
す
か
ら
、
体
の

上
部
か
ら
出
て
き
ま
す
。

最
初
の
３
２
４
日
、
日
か
ら
臭

い
息
が
出
ま
す
。
こ
れ
は
、

胃
や
食
道
な
ど
の
粘
膜
に
つ
い
て
い
る
汚
な
い
物
が
、
気
体

に
な

っ
て
排
毒
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
断
食
道
場
の
部
屋

へ
入
る
と
、
む

っ
と
し
た
猛
烈
な
臭
い
が
し
ま
す
。

息
だ
け
で
な
く
、
毛
穴
か
ら
も
毒
素
が
発
散
し
ま
す
。
健

康
な
人
の
毛
穴
か
ら
は
、
常
時
、
水
分
、
脂
肪
、
う
す
い
塩

分
が
、
混
ざ
り
合

っ
て
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
人
間

の
皮
膚
は
、　
一
定
の
し
な
や
か
さ
を
保

っ
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
断
食
な
ど
す
る
と
、
毒
素
が
穴
の
あ
い
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
い
つ
ぺ
ん
に
吹
き
出
し
て
き
ま
す
。
そ
れ
が

悪
臭
を
は
な
つ
の
で
す
。

ま
た
、
日
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
し
て
、
舌
の
上
に
苔
の
よ
う

な
も
の
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
ｆ
都
と
呼
び
ま
す
が
、
ふ

つ
う
の
人
は
、
自

っ
ぽ
い
の
が
出
ま
す
。
少
し
体
の
や
ら
れ

て
い
る
人
の
は
黄
色
。
そ
の
人
の
体
質
や
過
去
に
や

っ
た
病

気
、
現
在
も

っ
て
い
る
病
気
の
度
合
に
よ

っ
て
、
黄
褐
色
、

茶
褐
色
、
茶
色
と
、
だ
ん
だ
ん
色
が
濃
く
な
り
ま
す
。
ガ
ン

患
者
な
ど
は
、ま

っ
黒
な
苔
が
１
セ
ン
チ
も
出
て
き
て
、呼
吸

が
で
き
な
い
く
ら
い
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

舌
苔
が
出
て
く
る
と
、
と
た
ん
に
食
欲
が
な
く
な

っ
て
し

ま
ぃ
ま
す
。
ノ
ド
も
か
わ
き
ま
す
。
玄
米
を
見
る
の
も
イ
ヤ

に
な

っ
て
く
る
人
も
い
ま
す
。
舌
に
苔
が
出
て
い
る
時
は
、

胃
の
中
も
同
じ
よ
う
に
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る
の
で
、
澱
粉
質

の
よ
う
な
も
の
は
受
け
つ
け
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
す
。

こ
う
い
う
時
は
、
う
す
い
玄
米
ス
ー
プ
、
野
菜
ス
ー
プ
、

み
そ
汁
の
汁
だ
け
、
番
茶
な
ど
、
入
る
物
だ
け
を
摂
る
よ
う

に
し
た
ら
い
い
の
で
す
。
た
だ
、
あ
ま
り
た
く
さ
ん
水
分
を

入
れ
て
し
ま
う
と
、
せ

つ
か
く
、
濃

い
血
が
め
ぐ

っ
て
い
る

の
に
、
そ
れ
が
薄
め
ら
れ
て
効
果
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
、
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

陽
性
の
排
毒

…
…

宿
便

陽
性
な
毒
は
、
尿
や
便
に
な
っ
て
、
下
の
方
か
ら
排
毒
さ

れ
ま
す
。
排
毒
を
し
は
じ
め
た
数
日
間
、
に
ご

っ
た
濃
い
小

水
が
出
ま
す
。
も
の
す
ご
い
ア
ン
モ
ニ
ア
の
臭
い
が
し
ま
す
。

腸
の
粘
膜
に
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず

つ
と
食
べ
た
物
の
カ

ス
な
ど
が
つ
い
て
い
ま
す
。
特
に
問
題
な
の
は
難
尉
〔胎
便
〕

で
す
。
赤
ち

ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
数
日
の
間
に
、
ま

っ

黒
な
便
を
出
し
ま
す
。
１０
カ
月
間
、
母
胎
内
で
母
親
の
赤
血

球
を
も
ら

つ
て
成
長
し
て
き
た
、
つ
ま
り
、
肉
食
を
し
て
き

た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
世
に
出
て
き
て
、
そ
の
肉
食

の
毒
、
ま

っ
黒
な
血
の
か
た
ま
り
＝
カ
ニ
バ
バ
を
出
し
て
、

菜
食
を
す
る
体
に
変
わ
る
の
で
す
。

カ
ニ
バ
バ
は
、
最
初
の
母
乳
＝
初
乳
を
飲
ま
せ
な
い
と
完

全
に
出
ま
せ
ん
。
昔
、
日
本
で
は
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に

占
い
汁
を
飲
ま
せ
ま
し
た
。
苦
い
と
い
う
陽
性
で
副
交
感
神

経
を
刺
激
し
て
、
腸
を
動
か
し
、
カ
ニ
バ
バ
を
出
し
て
し
ま

う
ん
で
す
。

近
頃
は
、
母
乳
の
出
な
い
女
性
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
産
婦
人
科
で
は
、
生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に

砂
糖
水
を
飲
ま
せ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
で
は
、
腸
が
拡
が

っ
て
し
ま

っ
て
、
カ
ニ
バ
バ
は
出
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
胎
生
期
の
毒
を
、
そ
の
ま
ま
体
内
に
持

っ
て
い

る
人
が
多
い
の
で
す
。
食
べ
た
物
の
毒
だ
け
が
、
腸
に
残

っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

腸
が
食

べ
物
を
さ
が
し
て
活
発
に
動
き
出
し
、
腫
れ
て
い

た
の
が
ぐ
う

つ
と
締
ま

っ
て
く
る
と
、
腸
壁
に
こ
び
り
つ
い

て
る
汚
な
い
物
が
、
宿
便
と
し
て
、
少
し
ず

つ
押
し
出
さ
れ
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て
き
ま
す
。

私
達
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
、
砂
ぼ
こ
り
を
た
く
さ
ん
吸

っ
た
り
、
食
べ
物
の
表
面
に
つ
い
た
微
粒
子
な
ど
を
食
べ
た

り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
物
が
最
初
の
宿
便
と
し
て
出
て

き
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
の
糞
の
よ
う
に
、
小
さ
く
て
ま

っ
黒
で
、

カ
ナ
ヅ
チ
で
た
た
く
と
コ
チ
ン
と
音
が
す
る
く
ら
い
固
い
の

で
、
暮
糞
と

い
い
ま
す
。

石
糞
が
出
る
と
、
次
に
、
汚
な
い
黒
褐
色
の
便
が
出
て
き

ま
す
。
毒
が
取
れ
る
の
に
し
た
が

っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
黄
色

味
を
お
び
た
色
に
な

っ
て
き
ま
す
。

健
康
な
人
の
便
の
色
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
便
の
よ
う
に
、
卵

黄

の
よ
う
な
色
を
し
て
い
ま
す
。
肝
臓
か
ら
出
る
胆
汁
が
混

じ

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

宿
便
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
肝
臓
病
や

胆
石
を
や

っ
て
い
る
人
は
、
胆
汁
の
出
が
悪
く
て
腸
ま
で
い

か
な

い
の
で
、
ま

っ
白
な
便
を
出
し
ま
す
。　
一
番
悪
い
の
は
、

や
は
り
、

コ
ー
ル
タ
ー
ル
の
よ
う
な
、
ま

っ
黒
な
便
で
す
。

太

っ
た
人
は
、
黄
土
色
の
卵
の
く
さ

っ
た
よ
う
な
便
を
、
１

リ

ッ
ト
ル
も
出
す
よ
う
な
人
が
多
い
で
す
。

人
に
よ

っ
て
、宿
便
の
出
て
く
る
時
期
も
差
が
あ
り
ま
す
。

体
が
そ
う
と
う
や
ら
れ
て
い
る
人
は
、
き
れ
い
な
血
が
胃
や

腸
、
そ
の
他
の
臓
器
の
悪
い
部
分
を
ジ
ワ
ジ
ワ
と
治
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
間
、
便
が
出
て
こ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

正
食
を
し
て
、
反
応
で
便
秘
し
て
い
る
場
合
は
、
あ
ま
り

心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２０
日
間
ぐ
ら
い
は
、
便
が

出
て
こ
な
く
て
も
大
文
夫
で
す
。
そ
の
間
、
下
剤
を
飲
ん
だ

り
、
潔
朦
し
た
り
し
な
い
で
、
自
然
に
出
る
の
を
待
っ
て
い

た
方
が
い
い
の
で
す
。

毒
の
便
は
、自
分
の
意
思
で
は
な
か
な
か
出
て
き
ま
せ
ん
。

ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、
１０
分
以
上
ト
イ
レ
で
う
な

っ
て
い
て

も
ダ
メ
な
人
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
椰
螢
群
を
飲
ま
せ

て
、
心
臓
の
力
を
強
く
し
て
、
宿
便
を
押
し
出
す
よ
う
に
し

て
や
り
ま
す
。

や

せ

る

、

足

が

む

く

む

断
食
の
場
合
、
３
日
ぐ
ら
い
減
食
期
間
と
し
て
、
重
湯
な

ど
を
摂
っ
て
、
下
剤
を
飲
ま
せ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
本
断
食

に
入
り
、
水
だ
け
を
飲
ん
で
い
き
ま
す
。
は
じ
め
の
３
日
ぐ

ら
い
は
、
お
腹
も
す
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
ま
っ
た
く
す

か
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
，、
４
日

目
あ
た
り
か
ら
、
体
内
の
自
血
球
が
増
え
て
く
る
の
で
す
。

通
常
の
過
程
で
は
、
体
内
に
入

っ
て
き
た
食
べ
物
が
腸
で

血
液
に
な
り
、
そ
れ
が
皮
下
脂
肪
や
い
ろ
い
ろ
な
細
胞
に
な

り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
体
内
に
食
べ
物
が
入

っ
て
こ
な
く
な

る
と
、
ま
ず
、
皮
下
脂
肪
が
溶
け
て
血
液
に
戻
り
ま
す
。
次

の
段
階
で
は
、
細
胞
が
血
液
に
転
化
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
断
食
の
場
合
の
み
で
は
な
く
、
玄
米
を
食
べ
て

い
て
食
欲
が
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
時
、
ま
た
、
玄
米
で
作

ら
れ
た
き
れ
い
な
血
が
、
汚
な
い
血
で
作
ら
れ
た
皮
下
脂
肪

や
細
胞
と
入
れ
替
わ

っ
て
い
く
時
も
同
じ
で
す
。

排
毒
現
象
が
強
ま
る
の
に
し
た
が

っ
て
、
自
分
の
血
肉
を

溶
か
し
て
生
命
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
働
き
も
強
く
な
り
ま

す
か
ら
、
と
う
ぜ
ん
、
体
は
や
せ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
毒

が
出
て
い
る
間
は
続
き
ま
す
が
、
悪
い
部
分
が
治
れ
ば
、
適

度
な
体
重
に
一戻
っ
て
安
定
し
ま
す
。
そ
の
期
間
は
、
体
質
、

症
状
、
食
事
の
内
容
な
ど
、
人
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

反
応
が
起
き
て
い
る
間
は
、
胃
壁
や
腸
壁
に
こ
び
り
つ
い

て
い
る
毒
だ
け
で
な
く
、
自
分
が
蓄
積
し
て
い
る
毒
、
つ
ま

り
、
皮
下
脂
肪
や
細
胞
に
含
ま
れ
て
い
る
毒
素
が
、
血
に
戻

り
、
尿
や
宿
便
と
な

っ
て
排
泄
さ
れ
る
の
で
す
。ヽ

体
が
や
せ
は
じ
め
る
と
、
ま
ず
、
脂
肪
が
溶
け
、
そ
れ
が

脚
に
落
ち
て
む
く
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。太

っ
た
女
の
人
は
、

そ
う
と
う
む
く
み
ま
す
。
ぜ
ん
ぜ
ん
歩
け
な
く
な

っ
て
し
ま

う
人
も
い
ま
す
。
利
尿
剤
と
し
て
、
第
二
大
根
湯
を
飲
ん
で
、

毒
素
を
小
水
と
い
っ
し
ょ
に
出
し
、生
姜
湯
に
脚
を
つ
け
て
、

血
行
を
よ
く
し
て
や
れ
ば
、
む
く
み
は
取
れ
ま
す
。

誰
に
で
も
渉
配
が
あ
る

体
の
具
合
の
悪
い
部
分
に
は
、
か
な
ら
ず
汐
配
が
た
ま

つ

て
い
ま
す
。
病
気
の
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ふ
つ
う
の
健

康
な
人
で
も
、
自
分
が
気
が
つ
か
な
い
だ
け
で
、
多
か
れ
少

な
か
れ
、
い
ろ
ん
な
部
分
に
沸
血
を
持

っ
て
い
ま
す
。

澱
ｒ
を
し
て
み
れ
ば
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
玄
米
を
長
く
食

べ
て
い
る
人
で
も
、
吸
い
玉
を
か
け
て
み
る
と
、
体
の
奥
の

方
の
毒
血
が
浮
い
て
き
ま
す
。
薄
紫
色
や
赤
黒
い
色
の
血
で

す
。
ひ
ど
く
悪
い
の
は
、
黒
に
近
い
色
で
す
。

き
れ
い
な
血
だ

っ
た
ら
浮
い
て
き
ま
せ
ん
。
魚

一
匹
で
も

食
べ
た
ら
、
そ
れ
が
毒
血
に
な

っ
て
体
の
中
に
残

っ
て
い
る

わ
け
な
の
で
す
。
た
だ
、
自
覚
症
状
が
出
る
ほ
ど
に
具
合
が

悪
く
な
る
ま
で
は
、
気
が
つ
か
な
い
だ
け
の
こ
と
で
す
。
満
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足
に
き
れ
い
な
血
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
非
常
に
少
な
い
の

で
す
。

濃
く
て
、
き
れ
い
な
血
が
体
の
す
み
ず
み
ま
で
回

っ
て
い

れ
ば
、
毒
素
を
み
ん
な
出
し
、
古
い
細
胞
が
新
し
い
細
胞
に

変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
新
陳
代
謝
が
良
け
れ
ば
、
人
間
は
そ

う
簡
単
に
む
け
ま
せ
ん
。
病
気
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

痛
み
、
発
熟
、
夢
を
見
る

正
食
を
し
て
き
れ
い
な
血
が
動
き
出
す
と
、
体
の
悪
い
部

分
で
滲
血
と
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
が
配
が
取
れ
る

時
に
、
痛
み
を
感
じ
た
り
、
発
熱
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
断
食
の
場
合
で
も
同
じ
で
す
。

自
律
神
経
の
動
き
を
調
べ
て
み
る
と
、
夜
の
８
時
頃
か
ら

朝
の
８
時
頃
ま
で
は
、
陽
性
の
副
交
感
神
経
が
活
発
に
動
い

て
い
ま
す
。
そ
の
ピ
ー
ク
は
夜
中
の
２
時
頃
で
す
。
逆
に
、

朝
の
８
時
頃
か
ら
夜
の
８
時
頃
ま
で
は
、
陰
性
の
交
感
神
経

が
強
く
動
い
て
お
り
、
昼
間
の
２
時
頃
が
ピ
ー
ク
で
す
。

で
す
か
ら
、
陽
性
の
症
状
は
夜
中
に
、
陰
性
の
症
状
は
昼

間
に
ひ
ど
く
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
ふ
だ
ん
見
な
い
よ
う
な
、
こ
わ
い
、
悪
い
夢
を
見

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
夢
と
い
う
の
は
、
汚
れ
た
血
液
が
脳

へ
行

っ
て
、
副
交
感
神
経
が
強
く
働
い
て
緊
張
し
て
い
る
時

に
見
る
の
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
健
康
で
あ
れ
ば
、
夢
な
ど
見

な
い
で
熟
睡
し
ま
す
。
も
し
見
る
と
す
れ
ば
、
正
夢
、
未
来

の
夢
で
す
。

体
の
悪
い
人
が
見
る
夢
、
五
庸
六
肝
の
疲
れ
か
ら
く
る
夢

は
、
た
い
て
い
は
過
去
の
時
代
の
も
の
で
す
。
自
分
が
会

っ

た
人
、
見
た
も
の
、
経
験
し
た
こ
と
、本
な
ど
で
読
ん
だ
り
、

人
か
ら
聞
い
た
り
し
て
何
気
な
く
記
憶
し
た
人
物
や
事
柄
が
、

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な

っ
て
出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど

が
く
だ
ら
な
い
夢
で
す
。

症
状
が
ひ
ど
い
ほ
ど
古
い
夢
を
見
ま
す
。
死
ん
だ
親
な
ど

が
出
て
く
る
の
は
ふ
つ
う
で
、
も

っ
と
古
い
祖
先
や
歴
史
上

の
人
物
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
た
く
さ
ん

の
病
人
を
治
し
て
き
て
、
夢
日
記
を
書
か
せ
た
り
、
夢
の
内

容
を
聞
い
た
り
し
て
、
何
度
も
そ
う
い
う
経
験
を
し
て
き
ま

し
た
。

ふ
だ
ん
あ
ま
り
夢
を
見
な
い
人
で
も
、排
毒
が
始
ま

っ
て
、

沸
血
が
動
き
出
す
と
、
こ
う
い
っ
た
夢
を
見
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
血
液
が
き
れ
い
に
な
る
に
し
た
が

っ
て
、
夢
も
き
れ

い
な
の
を
見
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
す
。

と
に
か
く
、
身
心
改
造
を
し
て
い
る
中
、
い
ろ
い
ろ
な
症

状
が
出
て
き
て
も
、
こ
う
い
う
時
は
、
新
た
に
悪
い
物
を
食

べ
て
悪
化
し
て
い
る
の
と
は
違

っ
て
、
排
毒
の
反
応
と
し
て

起
き
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
心
配
し
な
く
て
い
い
の

で
す
。
少
し
ぐ
ら
い
我
慢
を
し
て
、
放

っ
て
お
い
て
も
大
文

夫
な
ん
で
す
が
、
食
養
の
手
当
て
を
す
れ
ば
も

っ
と
い
い
で

す
ね
。
痛
み
は
、
だ
い
た
い
体
の
左
側
の
上
の
方
か
ら
き
ま
す
。

そ
し
て
、
左
、
右
、
左
、
右
と
交
互
に
、
だ
ん
だ
ん
下
へ
と

移

っ
て
い
き
ま
す
。
痛
む
部
分
に
生
姜
シ
ッ
プ
を
し
て
、
そ

れ
で
も
収
ま
ら
な
け
れ
ば
、
芋
パ
ス
タ
ー
を
は
れ
ば
い
い
で

す
。毒
が
取
れ
る
時
の
反
応
熱
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
新
鮮
な
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
を
は
が

し
て
、
熱
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は

っ
て
や
れ
ば
充
分
で
す
。
し

な
び
て
き
た
ら
、
新
し
い
の
と
取
り
替
え
ま
す
。

高
熱
が
出
て
い
る
時
は
、
悪
い
食
べ
物
が
入

っ
て
、
そ
れ

が
酸
化
し
、
血
が
ね
ば

っ
て
、
体
が
焼
け
て
い
る
時
で
す
。

そ
う
と
う
悪
い
が
血
が
溶
け
て
い
る
場
合
も
、
た
ま
た
ま
あ

り
ま
す
。
お
度
以
上
の
時
は
豆
腐
パ
ス
タ
ー
、
田
度
以
下
に

な

っ
た
ら
芋
パ
ス
タ
ー
を
し
ま
す
。
症
状
に
よ

っ
て
、
大
根

湯
や
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
、
し
い
た
け
ス
ー
プ
を
飲
む
場
合
も

あ
り
ま
す
。

反
応
の
時
の
食
事

前
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
排
毒
が
始
ま
る
と
、
舌
苔
な
ど

が
出
て
き
て
、
極
端
に
食
欲
が
な
く
な

っ
た
り
、
何
も
食
べ

ら
れ
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。
反
応
で
そ
う
な
る
の
で
す
か

ら
、
す
な
お
に
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
食
べ
な
い

で
い
れ
ば

い
い
の
で
す
。

ふ
つ
う
に
炊
い
た
玄
米
が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
お
粥

に
し
、
お
粥
が
食
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
玄
米
ク
リ
ー
ム
に
し

ま
す
。
そ
れ
も
ダ
メ
な
ら
玄
米
ス
ー
プ
と
い
う
よ
う
に
、
ゆ

る
い
物
、
ゆ
る
い
物
と
く
ふ
う
し
て
摂
り
ま
す
。

玄
米
が
食
べ
ら
れ
な
い
時
は
、
ソ
ー
メ
ン
や
ウ
ド
ン
で
も

い
い
で
す
。
そ
し
て
、
穀
類
が
ま

つ
た
く
入
ら
な
い
よ
う
に

な

っ
た
時
、
野
菜
ス
ー
プ
を
摂
り
ま
す
。

だ
い
た
い
、
こ
の
段
階
で
舌
苔
や
宿
便
が
取
れ
、
そ
れ
に

よ
る
反
応
は
終
わ
り
ま
す
。
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過
去
に
あ
ま
り
陰
性
な
も
の
を
摂

っ
て
お
ら
ず
、
体
に
塩

気
が
そ
う
と
う
き
い
て
い
て
、
反
応
が
出
て
い
る
時
で
も
血

色
が
よ
く
、
ま
ぶ
た
の
裏
が
ま

っ
赤
な
人
は
、
野
菜
ス
ー
プ

を
入
れ
る
段
階
で
果
汁
を
入
れ
て
も
い
い
で
す
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
、
穀
類
を
だ
ん
だ
ん
に
ゆ
る
く
し
て
摂

り
、
最
後
に
野
菜
ス
ー
プ
を
摂
る
の
が
無
難
で
す
。

宿
便
が
取
れ
て
、
食
欲
が
で
て
き
て
も
、
い
き
な
り
玄
米

ご
飯
な
ど
を
食
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
排
毒
の
終
わ

っ
た
直

後
の
腸
壁
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
も
の
の
よ
う
に
や
わ
ら
か
く
な

っ
て
い
ま
す
。
今
度
は
逆
に
、
ゆ
る
い
も
の
か
ら
だ
ん
だ
ん

と
か
た
い
も
の
を
摂
る
よ
う
に
し
ま
す
。

反
応
に
よ
る
断
食
期
間
が
、
二
、
三
日
の
短
い
場
合
だ

っ

た
ら
、
す
ぐ
玄
米
ご
飯
を
食
べ
て
も
大
文
夫
で
す
が
、
長
か

っ
た
場
合
は
、時
間
を
か
け
て
一戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

断
食
道
場
で
は
、
本
断
食
を
し
た
期
間
と
同
じ
日
数
を
か

け
て
、
元
の
食
事
に
一戻
し
ま
す
。
半
断
食
の
場
合
は
、
多
少

な
り
と
も
食
べ
な
が
ら
や

っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
も

っ
と

少
な
い
時
間
で
早
く
復
食
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
断
食
の

半
分
く
ら
い
に
縮
め
て
も
大
文
夫
で
す
が
、
や
は
り
、
食
べ

ら
れ
な
か

っ
た
期
間
と
同
じ
く
ら
い
か
け
て
、
ふ
つ
う
の
玄

米
正
食

へ
戻
し
て
い
け
ば
、
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
調
節
は
、
自
分
で
実
際
に
や

っ
て
い
け
ば
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
調
子
に
の
っ
て
食
べ
て
し
ま

っ
た
時
は
、
体

調
が
悪
い
で
す
よ
。

私
は
、
玄
米
正
食
を
始
め
て
約
二
十
年
の
間
、
短
い
も
の

を
含
め
れ
ば
、
何
度
も
断
食
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
水

み
た
い
に
薄
い
玄
米
ス
ー
プ
を
摂

っ
て
も
、
体
が
カ
ー
ッ
と

焼
け
て
、
熱
く
な

っ
て
調
子
が
悪
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
し
た
。

も
し
、
胃
と
腸
が
き
れ

い
で
正
常
に
動
い
て
い
る
な
ら
ば
、

人
間
に
必
要
な

一
日
の
食

べ
物
の
量
は
、
私
達
が
想
像
す
る

以
上
に
少
な
く
て
す
む
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
食
べ
物

が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
質
の
よ
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
玄
米
正
食
を
し
て
い
て
、
い
つ
ま

で
た

っ
て
も
病
気
が
よ
く
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
よ
ほ
ど
胃

や
腸
が
や
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

宿
便
が
と
れ
る
と
人
が
変
わ
る

宿
便
の
出
る
時
が
排
毒
の
ピ
ー
ク
で
、
い
ち
ば
ん
危
険
な

時
で
す
。
こ
こ
で
邪
食
を
し
て
し
ま

っ
た
ら
、
せ
っ
か
く
の

努
力
が
水
の
泡
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
う
ま
く
症
状
を
乗

り
越
え
て
、
宿
便
を
出
し
て
し
ま
え
ば
、
事
態
は

一
気
に
逆

転
し
て
、
す
ば
ら
し
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
宿
便
の
抜
け
た

直
後
の
女
性
の
肌
が
、
生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に

桜
色
で
美
し
い
の
を
、
私
は
何
人
も
の
病
人
を
治
し
て
見
て

き
ま
し
た
。

排
毒
が
終
わ

っ
た
時
は
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
玄
米
で
も
、

そ
れ
が
き
れ
い
な
血
に
な
り
ま
す
。そ
の
血
が
循
環
す
れ
ば
、

病
気
の
症
状
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
宿
便
が
抜

け
た
時
点
で
、
舌
苔
も
取
れ
ま
す
。
食
欲
も
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
心
理
状
態
も
変
わ
り
ま
す
。
そ
う

い
う
き
れ
い
な
血
が
脳

へ
入

っ
て
い
る
時
は
、
人
間
の
性
格

や
気
持
ち
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
ま
で
陰

欝
だ

っ
た
人
が
、
急
に
明
る
く
、
ほ
が
ら
か
に
な

っ
た
り
、

何
も
や
る
気
の
し
な
か

っ
た
人
が
、
も
り
も
り
と
や
る
気
が

出
て
き
た
り
し
ま
す
。

私
達
は
、
た
だ
肉
体
の
病
気
を
治
す
た
め
だ
け
に
、
正
食

を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
の
ゆ
が
み
や
判
断
力

の
低
さ
を
治
し
、
よ
り
健
康
で
よ
り
幸
福
な
人
生
を
送
る
た

め
に
正
食
を
す
る
の
で
す
。
判
断
力
の
低
さ
や
心
の
ゆ
が
み

も
、
や
は
り
、
血
液
が
汚
れ
て
い
る
の
が
原
因
で
す
。

桜
沢
先
生
が
、
よ
く
、
玄
米
を
食
べ
る
と
利
口
に
な
る
、

と
、
言

っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
き
れ
い
な
血
が
脳

へ
行
け
ば
、
判
断
力
も
高
ま
る
か
ら
で
す
。

排
毒
は

一
度
だ
け
で
は
な

い

こ
の
宿
便
を
抜
い
た
状
態
で
、
そ
の
ま
ま
、
き
ち
ん
と
正

食
を
続
け
た
ら
、
す
ば
ら
し
い
人
間
が
出
来
上
が
る
わ
け
な

の
で
す
が
、
現
実
は
な
か
な
か
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

た
い
て
い
の
場
合
、
排
毒
が
終
わ

っ
た
直
後
の
す
ば
ら
し

い
状
態
が
い
つ
ま
で
も
続
か
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の
く
ず
れ
た
食

事
を
し
た
り
、
悪
い
物

に
口
を
つ
け
た
り
、
ま

っ
た
く
正
食

か
ら
離
れ
て
い
っ
て
し
ま

っ
た
り
し
ま
す
。

宿
便
が
出
た
と
い
っ
て
も
、
第

一
回
日
で
は
、
胃
壁
や
腸

壁
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
も
の
の
表
面
が
、
か
る
く
取
れ
た

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。上
の
方
が
ご
く
わ
ず
か
取
れ
た
だ
け
で
も
、

そ
の
時
に
出
て
い
る
症
状
は
消
え
ま
す
。
そ
し
て
、　
一
時
的

に
良
く
な
り
ま
す
。

粘
膜
に
つ
い
て
い
る
毒
の
度
合
は
、
人
に
よ

っ
て
違

い
ま

す
。
ま
た
、
病
気
に
は
い
ろ
い
ろ
な
段
階
が
あ
り
ま
す
。
血
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液
が
汚
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
脂
肪
や
細
胞
も
汚
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
毒
素
を
持

っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
身
体
の
要
素
は
、
母
胎
内
で
ほ
と
ん
ど
出
来
上

っ

て
し
ま
い
ま
す
。
妊
娠
中
に
母
親
が
悪
い
物
を
食
べ
れ
ば
、

そ
の
都
度
、
胎
児
の
骨
や
臓
器
を
作

っ
て
い
く
過
程
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
か
ら
の
食
べ
た
も
の
に

よ

っ
て
も
、
体
質
は
ひ
じ
ょ
う
に
違
い
ま
す
。

妊
娠
中
、
母
親
が
ま
じ
め
に
正
食
を
す
れ
ば
、
生
ま
れ
て

き
た
子
供
の
骨
や
臓
器
や
そ
の
ほ
か
の
器
官
は
、
ひ
じ
ょ
う

に
丈
夫
で
す
。
そ
う
い
う
子
供
が
悪
い
も
の
を
食
べ
、
そ
の

毒
が
原
因
で
病
気
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
臓
器
が
や
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
わ
り
あ
い
簡
単
に
治
り
ま
す
。

ま
た
、
人
間
の
体
は
、
だ
い
た
い
十
七
、
八
歳
く
ら
い
ま

で
成
長
を
続
け
、
骨
格
も
完
成
し
、
そ
れ
以
降
は
あ
ま
り
変

化
し
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
大
人
に
な
る
ま
で
の
成
長
期
に

粗
食
で
育

っ
た
人
の
体
は
丈
夫
で
す
。
こ
の
間
に
邪
食
を
し

て
育

っ
た
人
の
骨
や
臓
器
は
、
だ
い
ぶ
や
ら
れ
て
い
て
、
体

質
も
弱
い
で
す
。

第

一
回
目
の
反
応
で
、
消
化
器
官
が
あ
る
程
度
き
れ
い
に

な
る
と
、
玄
米
が
暗
雌
さ
れ
、
吸
収
さ
れ
て
き
れ
い
な
血
が

で
き
て
、
体
の
中
を
め
ぐ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ま
た
次

の
古
い
毒
の
層
を
取
り
始
め
ま
す
。

こ
う
し
て
、
排
毒
は
何
回
も
く
り
返
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

丈
夫
に
生
ま
れ
て
、
丈
夫
に
育

っ
た
人
の
病
気
は
、
せ
い
ぜ

い
皮
下
脂
肪
の
段
階
ま
で
で
す
。
し
か
し
、
弱
い
体
質
に
生

ま
れ
、
そ
の
う
え
若
い
時
に
邪
食
を
し
た
人
は
、
臓
器
や
骨

に
ま
で
毒
素
が
た
ま

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
全
部
と
る

と
な
る
と
た
い
へ
ん
で
す
。

お
も
し
ろ
い
こ
と
に
、
体
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
過
去
に
食

べ
た
物
の
毒
素
が
溶
け
る
時
、
そ
う
い
う
毒
素
で
出
来
た
血

が
体
の
中
を
め
ぐ

っ
て
い
る
時
に
、
そ
れ
と
同
じ
食
べ
物
が

む
し
ょ
う
に
欲
し
く
な
る
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
、
中
毒
の
現

象
で
す
。
こ
う
い
う
状
況
を
、
意
志
を
強
く
し
て
切
り
抜
け

て
、
そ
の
毒
を
出
し
て
し
ま
え
ば
、
も
う
欲
し
く
な
く
な

っ

て
し
ま
い
ま
す
。

逆
に
、
誘
惑
に
負
け
て
、
少
し
で
も
手
を
出
し
て
し
ま
え

ば
、
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
で
さ
え
、
排
毒
は
き
り

が
な
い
ほ
ど
く
り
返
さ
れ
、
そ
の
た
び
に
、
溶
け
た
毒
血
が

ま
ぎ
る
の
で
す
。
よ
ほ
ど
意
志
を
強
固
に
し
て
、
胃
腸
を
徹

底
的
に
治
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
、
体
の
奥
の
方
の
毒
を
取

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

あ
ん
が
い
、
玄
米
を
食
べ
て
い
て
も
、
き
れ
い
な
血
に
毒

血
が
ま
ざ

っ
て
流
れ
て
い
る
た
め
に
、
な
か
な
か
よ
く
な
ら

な
い
人
が
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
も
正
食
を
す
れ
ば
、
ふ
つ
う
の
食
事
を
し
て
い
る

人
達
が
ど
ん
ど
ん
老
化
現
象
を
お
こ
す
と
こ
ろ
を
、
あ
る
程

度
に
回
復
さ
せ
、
そ
の
ペ
ー
ス
を
遅
く
す
る
こ
と
は
で
き
る

で
し
ょ
う
。
た
だ
、
骨
が
ら
み
の
毒
は
、
必
死
に
な

っ
て
、

ひ
じ
ょ
う
に
厳
格
に
や

っ
て
も
、
な
か
な
か
抜
く
の
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

背
骨
か
ら

の
排
毒

私
が
玄
米
正
食
を
始
め
て
、
今
年

（昭
和
５４
年
）
で
ち
ょ

ぅ
ど
３０
年
目
で
す
。
私
の
母
親
は
正
食
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
、
妊
娠
中
に
も
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
べ
た
と
思
い

ま
す
。
生
ま
れ
育

っ
た
所
は
熱
海
で
す
か
ら
、
と
う
ぜ
ん
、

魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
。
特
に
、
甘
い
も
の
が
大
好
き

で
、
砂
糖
中
毒
で
し
た
。
二
〇
歳
ま
で
に
、
と
こ
と
ん
砂
糖

を
と
り
、
二
十
三
歳
の
時
に
は
肺
を
全
部
や
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
骨
格
を
作
り
上
げ
て
い
く
期
間
に
、
イ
ヤ
と
い
う

ほ
ど
砂
糖
を
と

っ
た
の
で
、
そ
の
砂
糖
と
い
う
陰
性
は
、
み

な
骨
の
中
に
入

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
２５
年
に
、
桜
沢
先
生
の

『
宇
宙
の
秩
序
』

の
本
を
手

に
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
ク
ソ
ま
じ
め
に
玄
米
を
食
べ
て
き

ま
し
た
。　
″
表
大
な
れ
ば
、
裏
も
ま
た
大
な
り
″
で
す
ね
。

そ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
お
こ
り
ま
し
た
。
３
年
目

の
反
応
、
５
年
目
の
反
応
・…
‥
と
い
ろ
い
ろ
す
ご
い
の
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
な
ん
と
か
乗
り
越
え
て
、
十
四
年

ぐ
ら
い
過
ぎ
ま
し
た
。
睡
眠
時
間
も
３
１
４
時
間
で
、
何
を

や

っ
て
も
疲
れ
な
い
、
頭
も
少
し
利
口
に
な

っ
た
ん
で
は
な

い
か
と
、
内
心
う
ぬ
ば
れ
な
が
ら
や

っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
１５
年
目
く
ら
い
か
ら
約
１
年
の
間
、
背
骨
が

ミ
シ
ミ
シ
と
痛
み
ま
し
た
。
夜
、
寝
て
い
る
と
、
骨
が
ギ
ー

ギ
ー
と
削
ら
れ
る
よ
う
に
痛
い
ん
で
す
。
玄
米
を
十
五
年
も

食
べ
て
い
て
、
い
ま
さ
ら
、
あ

つ
ち
が
痛
い
、
こ
っ
ち
が
痛

い
な
ん
て
言
え
ま
せ
ん
か
ら
、
女
房
に
も
だ
ま

っ
て
、
難
有

り
、
す
な
わ
ち
有
難
し
、
と
思

っ
て
、
じ
っ
と
が
ま
ん
を
し

て
い
ま
し
た
。

痛
み
は
、
上
の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん
下
の
方
へ
さ
が

っ
て
い

き
ま
し
た
。
融
笛
骨
ま
で
い
け
ば
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
固
ま
り
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の
い
ち
ば
ん
陽
性
な
排
毒
が
終
わ
る
ん
だ
か
ら
と
、
必
死
で

が
ん
ば

っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
尾
祗
骨
の
痛
み
も

一
応

取
れ
た
の
で
、
こ
れ
で
自
分
は
ほ
ん
と
う
に
生
ま
れ
変
わ

っ

た
の
か
と
思

っ
た
の
で
す
が
、
そ
う
は
間
屋
が
お
ろ
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

８
年
前
に
は
、
女
房
が
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼
女
は

も
と
も
と
丈
夫
で
し
た
が
、
結
婚
し
て
か
ら
二
十
年
近
く
、

や
は
り
、
ク
ソ
ま
じ
め
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
５

人
の
子
供
を
安
産
で
産
み
、
の
ち
に
６
人
目
の
子
供
を
産
ん

だ
時
は
、
自
分
で
取
り
上
げ
る
く
ら
い
軽
い
お
産
で
し
た
。

子
供
達
を
育
て
な
が
ら
、
押
し
か
け
て
く
る
病
人
の
面
倒

を
み
て
、
来
客
の
応
対
を
し
て
と
、
日
の
ま
わ
る
よ
う
な
忙

し
さ
で
す
。
人
の
二
倍
も
三
倍
も
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

う
え
、
彼
女
の
父
親
が
ガ
ン
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
夜

も
ろ
く
ろ
く
寝
な
い
で
看
病
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
元
気
な
女
房
が
倒
れ
た
時
、
顔
は
ま

っ
黄
色
で
、
体

は
氷
の
よ
う
に
冷
た
い
の
で
す
。
何
を
や

っ
て
も
食
べ
ま
せ

ん
。
あ
と
で
聞
い
て
み
た
ら
、
３
カ
月
く
ら
い
前
か
ら
、
玄

米
が
食
べ
ら
れ
な
く
な

っ
て
、
ゴ

マ
塩
ば
か
り
摂

っ
て
い
た

と
い
う
の
で
す
。
体
が
陽
性
に
な

っ
て
食
べ
ら
れ
な
い
の
に
、

そ
の
う
え
、
ゴ

マ
塩
を
摂

っ
た
ら
、
ま
す
ま
す
体
が
締
ま

っ

て
、
も
う
何
も
入
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

父
親
の
ガ
ン
の
看
病
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
毒
素
を

た
く
さ
ん
吸

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
私
は
、
ど
う
し
て
も

助
け
な
け
れ
ば
と
、
必
死
で
看
病
し
ま
し
た
。
全
身
に
生
姜

シ
ッ
プ
を
し
て
、
芋
パ
ス
タ
ー
を
は
り
、
そ
の
上
か
ら
焼
き

塩
で
あ
た
た
め
る
、
フ」
れ
を
何
度
も
く
り
返
し
た
の
で
す
が
、

十
日
以
上
た

っ
て
も
、
体
は
冷
た
い
ま
ま
で
す
。

考
え
ぬ
い
た
す
え
、
梅
干
し
の
黒
焼
き
を
葛
に
ま
ぜ
て
飲

ま
し
ま
し
た
。
二
日
ぐ
ら
い
続
け
た
ら
、
足
の
先
が
ほ
ん
の

少
し
あ

っ
た
か
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
小
豆

を
妙

っ
て
作

っ
た
ヤ
ン
ノ
ー
を
塩
味
に
し
て
、
こ
れ
も
葛
に

ま
ぜ
て
飲
ま
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
週
間
目
く
ら
い
に
、

か
ろ
う
じ
て
体
に
ぬ
く
も
り
が
出
て
き
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
５
カ
月
間
ず

っ
と
、
１
日
に
３
回
ず
つ
、
全
身

に
生
姜
シ
ッ
プ
を
し
て
、
芋
パ
ス
タ
ー
を
貼
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
ら
、
ま

つ
黒
な
血
が
浮
き
上

っ
て
き
ま
し
た
。

（詳

し
く
は
、「
新
し
き
世
界
へ
』
椰
号
を
参
照
）

玄
米
を
ま
じ
め
に
食
べ
て
二
十
年
近
く
の
女
房
に
し
て
、

こ
の
始
末
で
す
。
体
の
芯
の
方
に
毒
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
油
断
は
で
き
な
い
も
の
で
す
。

脳
か
ら
の
排
毒

私
は
、
１
カ
月
の
間
、
断
食
を
し
て
看
病
を
し
ま
し
た
。

あ
ま
り
に
緊
張
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、
何
も
入
ら
な
く
な

っ

て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
一
睡
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
で
も
睡
眠
時
間
は
短
い
で
す
。　
一
日
二
、
三
時
間
は
寝
ま

す
が
、
断
食
を
し
た
ら
ぜ
ん
ぜ
ん
眠
り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
、
極
度
に
緊
張
し
た
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
頭
の
右

側
の
中
が
わ
れ
る
よ
う
に
痛
み
出
し
ま
し
た
。
青
そ
こ
ひ
の

よ
う
に
、
も
の
す
ご
い
熱
が
あ
る
の
で
、
眼
球
が
固
く
な

っ

て
、
こ
れ
も
わ
れ
る
よ
う
に
痛
い
ん
で
す
。
何
も
食
べ
て
い

な
い
の
に
舌
苔
が
出
て
き
ま
し
た
。
砂
糖
な
ど
の
陰
性
の
毒

が
頭
の
中
で
焼
け
て
い
る
ん
で
す
。
鼻
を

フ
ッ
と
や
る
と
、

頭
蓋
骨
の
中
か
ら
、
溶
け
た
も
の
が
ツ
ー
ッ
と
口
の
方
へ
入

っ
て
く
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。

大
根
湯
を
飲
ん
で
も
ぜ
ん
ぜ
ん
ダ
メ
で
す
。
椎
茸
ス
ー
プ

も
飲
ん
で
み
ま
し
た
が
、
ど
ん
ぶ
り
２
、
３
杯
飲
ん
で
も
た

い
し
て
効
き
ま
せ
ん
。
す
ご

い
い
き
お
い
で
焼
け
て
い
る
の

で
、
ち
ょ
っ
と
や
そ

っ
と
で
は
熱
も
痛
み
も
ひ
っ
こ
ま
な
い

の
で
す
。
そ
れ
で
、
冷
凍
み
か
ん
を
二
十
個
く
ら
い
食
べ
て

み
た
ら
、
や
っ
と
少
し
お
さ
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
３

年
間
、
毎
日
、
冷
凍
み
か
ん
を
二
十
個
と
椎
茸
を
何
十
個
と

な
く
摂
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
十
七
年
間
、
私
は
、
果
物

も
椎
茸
も
い
っ
さ
い
摂
ら
ず
に
や

っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
３
カ
月
く
ら
い
前
か
ら
、
今
度
は
頭
の
左
側
の

上
の
方
が
焼
け
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
す
ご
く
熱

い
で
す
。

ち
ょ

っ
と
塩
気
を
摂
る
と
、
頭
の
方
か
ら
甘

い
汁
が
た
ら
り

た
ら
り
と
出
て
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
氷
水
に
か
け
る
甘
露
水

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
舌
苔
も
白

い
の
が
出
て
い
ま
す
。

脳
の
毒
を
取
る
の
は
、
い
ち
ば
ん
や

っ
か
い
で
す
。
脳
が

ど
の
く
ら
い
や
ら
れ
て
い
る
か
は
、
目
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま

す
。
年
を
取
る
に
し
た
が

っ
て
、
老
人
環
と
い
っ
て
、
黒
目

と
自
目
の
境
が
ぼ
け
て
き
ま
す
。
死
ぬ
時
の
人
の
は
、
ほ
と

ん
ど
境
が
わ
か
ら
な
い
く
ら
い
に
ぼ
け
て
い
ま
す
。
現
代
人

は
老
人
で
な
く
て
も
、黒
目
の
上
の
部
分
が
ぼ
け
て
い
ま
す
。

眼
球
に
も
体
全
部
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
上
の
部
分
は

頭
を
表
わ
し
ま
す
。
そ
こ
の
ぼ
け
て
い
る
度
合
に
よ

っ
て
、

ど
の
く
ら
い
脳
の
動
脈
硬
化
が
す
す
ん
で
い
る
か
が
わ
か
り

ま
す
。
今
の
都
会
の
子
供
の
ま
ぶ
た
を
め
く
る
と
、
ほ
と
ん

ど
が
目
の
上
が
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
た
い
へ
ん
な

問
題
で
す
。

私
達
の
体
の
臓
器
を
は
じ
め
、
筋
肉
、
皮
膚
、
爪
、
髪
な

ど
は
、
新
陳
代
謝
を
く
り
返
し
、
古
い
物
が
新
し
い
も
の
に

交
換
さ
れ
る
の
で
、
よ
い
物
を
食
べ
て
き
れ
い
な
血
液
を
ま

わ
す
よ
う
に
心
が
け
て
い
れ
ば
、
そ
う
簡
単
に
は
老
化
し
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
脳
細
胞
は
、
生
ま
れ
た
直
後
か
ら
、
も
う
代
謝

し
な
い
の
で
す
。
百
五
十
億
本
の
神
経
繊
維
↑
一
ュ
ー
ロ
ン
）

が
た
て
に
走

っ
て
い
て
、
脳
を
使
う
度
合
に
し
た
が

っ
て
、
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そ
の
間
に
横
じ
わ
が
き
ざ
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。
脳
細
胞
の

栄
養
補
給
の
た
め
に
、
毛
細
血
管
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
つ
ま
れ
ば
、
脳
動
脈
の
硬
化
で
す
。

今
の
医
学
で
は
、
呼
吸
が
止
ま
り
、
脈
が
止
ま

っ
た
時
を

″
殆
″
と
定
義
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
心
臓
を
動
か

す
脳
の
働
き
が
止
ま

っ
て
し
ま
え
ば
、
必
然
的
に
死
を
意
味

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
脳
細
胞
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ

ば
、
私
達
は
真
の
甦
り
は
出
来
な
い
わ
け
で
す
。

私
な
ど
、
約
二
〇
年
間
、
馬
鹿
み
た
い
に
正
食
を
や
っ
て

き
て
、
今
や
っ
と
、
脳
の
排
毒
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
ず

い

ぶ
ん
丈
夫
に
も
な

っ
た
し
、毒
の
消
し
方
も
勉
強
し
た
の
で
、

も
う
昔
の
二
の
舞
い
は
し
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
こ
の
へ
ん

で
少
し
い
ろ
い
ろ
な
物
を
食
べ
て
人
生
や
り
直
そ
う
か
、
な

ん
て
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
で
は
ま
だ
ま
だ
ダ
メ
で
す
ね
。

少
食
、
少
飲
、
そ
し
て
純
正
菜
食

こ
の
よ
う
に
、
玄
米
正
食
を
始
め
た
と
い
っ
て
も
、
真
の

身
心
改
造
は

一
朝

一
ダ
に
出
来
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ま
じ
め
に
努
力
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
確
実
に
よ
い

方
向
に
進
ん
で
い
る
の
で
す
。

玄
米
正
食
に
よ
る
身
心
改
造
の
第

一
歩
は
、
ま
ず
、
宿
便

を
抜
く
こ
と
で
す
。
前
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
体
内
の
水
分

を
少
な
く
し
て
血
液
を
濃
縮
す
れ
ば
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、

体
内
に
た
ま

っ
て
い
る
毒
が
取
れ
て
き
ま
す
。

病
気
を
早
く
治
し
た
い
と
思
う
の
で
し
た
ら
、　
一
週
間
か

ら
十
日
ぐ
ら
い
の
間
、
少
食
、
少
飲
に
す
る
と
効
果
が
上
が

り
ま
す
。
な
に
も
断
食
な
ど
し
な
く
て
も
い
い
の
で
す
。
た

だ
、
出
来
る
だ
け
食
べ
る
量
を
少
な
く
し
、
湯
茶
を
ひ
か
え
、

な
る
べ
く
体
を
動
か
す
よ
う
に
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

玄
米
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
お
粥
や
葛
を

摂

っ
て
も
い
い
で
す
。
と
に
か
く
、
体
質
に
合

っ
た
も
の
を

摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
近
は
、
動
物
性
食
品
を
摂
り
す
ぎ
て
陽
性
な
体
質
の
人

が
多
い
で
す
。
こ
う
い
う
人
は
、
い
き
な
り
、
ゴ

マ
塩
を
か

け
た
玄
米
ご
飯
と
み
そ
汁
だ
け
と
い
う
食
事
を
す
る
と
、
危

険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
塩
気
の
な
い
、
ソ
ー
メ
ン
、

玄
米
ス
ー
プ
、
野
菜
ス
ー
プ
の
よ
う
な
も
の
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

陰
性
な
体
質
の
人
は
、
穀
類
が
食
べ
ら
れ
る
間
は
、
出
来

る
か
ぎ
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
血
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
い
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
あ
ま
り
食
物
を
入
れ
な
け
れ
ば
、
疲
れ
た
胃

腸
は
休
息
を
と
り
、
元
気
に
な

っ
て
動
き
始
め
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
正
食
の
効
果
が
す
ご
く
よ
く
出
て
き
ま
す
。

た
と
え
短
期
間
で
も
少
食
少
飲
が
出
来
な
い
と
い
う
の
な

ら
、
長
い
期
間
か
け
て
、
悪
い
も
の
を
ひ
と
カ
ケ
ラ
も
食
べ

な
い
く
ら
い
厳
格
に
や
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
、
宿
便
は

少
量
ず

つ
取
れ
て
い
き
ま
す
。

せ

っ
か
く
玄
米
正
食
を
始
め
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で

離
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
が

″
守

破
離
″
と
い
う
言
葉
を
残
し
ま
し
た
。
人
間
と
い
う
の
は
、

教
え
を
ま
ず
守
り
、
そ
れ
を
破
り
、
そ
れ
か
ら
離
れ
て
い
く

も
の
だ
と
い
う
の
で
す
。

正
食
を
離
れ
、
離
れ
て
あ
の
世
へ
行

っ
て
し
ま
う
人
も
多

い
の
で
す
が
、
も
う

一
度
も
ど

っ
て
き
て
、
そ
れ
か
ら
は
本

式
に
、
ま
じ
め
に
や
り
始
め
る
人
も
い
ま
す
。
最
初
、
守
る

期
間
を
長
く
や

っ
た
人
ほ
ど
、
そ
の
率
が
高
い
で
す
。

で
す
か
ら
、
私
は
、
初
め
は
あ
ま
り
割
引
き
し
た
よ
う
な

や
り
方
で
は
な
く
、
ク
ソ
ま
じ
め
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
に
厳

格
に
正
食
を
す
る
よ
う
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
て
こ
の
か
た
、
ほ
と
ん
ど
動
物
性
を
摂

っ
て
い
な

い
よ
う
な
人
が
、
た
ま
に
魚
く
ら
い
を
食
べ
た
と
い
う
の
な

ら
、
そ
う
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
日

本
人
に
は
魚
が
入

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
食
生
活
で

は
、
肉
食
や
甘
い
も
の
が
恐
ろ
し
い
ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

肉
、
魚
、
砂
糖
、
果
物
な
ど
で
出
来
た
細
胞
を
か
な
り
持

っ
て
い
る
人
が
、魚
や
果
物
を
入
れ
な
が
ら
食
養
を
し
て
も
、

前
の
毒
は
な
か
な
か
消
え
ま
せ
ん
。前
に
悪
い
物
を
入
れ
て
、

そ
れ
で
体
を
悪
く
し
て
い
た
ら
、
や
は
り
、
百
パ
ー
セ
ン
ト

の
純
正
菜
食
で
や
ら
な
け
れ
ば
、
本
当
の
血
液
の
浄
化
は
出

来
ま
せ
ん
。

私
自
身
、
長
い
間
、
馬
鹿
み
た
い
に
や

っ
て
き
て
、
昔
の

毒
が
次
か
ら
次
へ
と
取
れ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
排
毒
し

て
い
る
ん
で
す
。
ク
ソ
ま
じ
め
に
や
る
か
ら
毒
が
取
れ
る
の

で
は
な
く
て
、
ア」
れ
で
も
か
、
フ」
れ
で
も
か
と
毒
が
出
て
く
る

の
で
、
怖
い
か
ら
ク
ソ
ま
じ
め
に
や

っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

私
の
場
合
は
、土日
、
極
端
な
邪
食
を
し
て
し
ま

っ
た
の
で
、

き
り
な
く
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
で
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。
安

心
で
き
な
い
か
ら
や

っ
て
い
る
の
で
す
。
も
し
、
こ
う
し
た

症
状
が
出
な
け
れ
ば
、
か
え

っ
て
、
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
で

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
べ
だ
し
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。

ま
あ
、
皆
さ
ん
も
、
自
ら
の
手
で
健
康
で
幸
福
で
自
由
な

世
界
を
築
き
、
楽
し
い
人
生
を
送
る
よ
う
に
、
が
ん
ば

っ
て

正
食
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
昭
和
５３
年
７
月
２７
日
、
海
の
健
康
学
園
に
て
〕

（文
責
／
曽
我
部

一
美
子
）
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肉

食

の
化

学

□

食
べ
も
の
と
生
物
の
ク
ロ
ー
ン

ク

ロ
ー

ン
と

い
う

の
は
枝
分
れ

の
こ
と
だ
。

い
ま
生
物

の
進

化

に
こ
の
ク

ロ
ー
ン
を
割
り
当

て
て
み
る
と
、
原
始

生
命
―

単
細
胞
生
物
―

単
藻
類
―
植
物
系
生
物
―
動
物
系

生
物

と
な
る
。
さ
ら

に
各

々
の
ク

ロ
ー
ン
は
細
分
化
さ
れ
、

哺
乳

類
―
霊
長
類

の
頂
点
に
人
間
が
立

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
（
図
１
参
照
）し
た
が

っ
て
ど
ん
な
動
物

で

も

、

そ

の
内
奥

の
芯
心
は
植
物

的
で
あ
る
と
言
え
る
。

人

間

で
も
例
外

で
は
な
く
、
内
側

の
い
わ
ゆ
る
「
植
物
人

間
」
と
俗
称
さ
れ
る
部
分
は
す

べ
て
自
律

（
神
経

）
系
と
呼

ば
れ
る
と
こ
ろ
の
完
全
自
動
制
御
系
、
換
言
す
れ
ば
植
物

と
同
じ
よ
う
な
機
構

に
よ

っ
て
神
か
ら
活
か
さ
れ
て
い
る
。

そ

の
外
側
に
大
脳
新
皮
質
が
支
配
す
る
い
わ
ゆ
る
体
党
（
神

経
）
系
が
動
物
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め

に
、
蔽

い

か
ぶ
さ

っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
よ

い
。
睡
眠
中

の
動
物

の

姿
を
想

い
浮
か
べ
れ
ば
大
体

の
見
当
が

つ
く
と

い
う
も

の

だ
。
し
か
し
死

の
瞬
間
を
考
え
て
み
れ
ば
判
る
よ
う
に
、

屍
そ

の
も

の
の
実
体
は
植
物
系
が
過
去

の
す
べ
て
を
支
配

（大
阪
府
立
大
学
工
学
部
教
授
）

し
て
い
た
と

い
う
こ
と

に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
動

物

は
肉
体
と

い
う
化
学
物
質
を
も

っ
て
形
成
さ
れ
て
は

い

る
が
、
そ
れ
が
現

に
生
き
て
い
る
と

い
う

の
は
眠

っ
て
い

て
も
、
目
党
め
て
い
て
も
、
植
物
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い

る
と

い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。

動
物

と

い
う
の
は
覚
醒
時

に
の
み
動
物
と
し
て
の
心
や

意
識
を
持
ち
、
植
物
と
は
全
く
異
る
機
能
を
発
揮
す
る
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
そ
の
差
異
は
大
脳

の
機
能

の
差
だ
け
な

の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
化
学
物
質
的
な
実
体
と

い
う
も

の
は
全
く
植
物
も
動
物
も
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な

い
。

し
か
し
植
物
と
動
物
と
で
は
化
学
的
実
体
は
同
じ
で
も
、

そ

の
生
理
機
能
は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
眠

っ

て
い
る
動
物

は
非
常

に
植
物

的
で
は
あ

っ
て
も
決
し

て
、

植
物

そ
の
も

の
で
は
な
く
、
植
物
的
な
動
物
と
考
え
れ
ば

当
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず

で
あ
る
。
な
る
が
故
に
生
物

は
、

よ
ほ
ど

の
こ
と
で
も
な

い
限
り
、
共
食

い
と

い
う
行
動
を

と
ら
な

い
。
種

の
絶
滅
を
迎
え
る
が
故
で
あ
る
。
で
も
雑

食
性

の
人
間
が
、
そ

の
類
似
行
為

で
あ
る
と
こ
ろ

の
輸
血

や
臓
器
移
殖
な
ど
を
医
学

の
名

に
お

い
て
実
施
し

て
い
る

の
は
、
生
物
学
的

に
大
き
な
問
題

で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ

き
で
あ
る
。

□
植
物
と
動
物
の
化
学
機
作

ユ
ー
グ
レ
ナ
の
よ
う
な
下
等
生
物
は
、
明
ら
か

に
昼
は

植
物
、
夜
は
動
物
と
し
て
の
行
動
を
と
る
。
実
は

一
般

の

植
物
も
、
昼
は
完
全
な
植
物

で
あ
る
が
夜

に
な
る
と
や
や

動
物
的
と

い
う
か
、
非
植
物
的
な
行
動
を
と
る
。
そ
れ
は

植
物
と
し
て
の
第

一
次
呼
吸
を
休
め
、
根
が
酸
素
を
要
求

す
る
か
ら
で
あ
る
。

植
物

は
日
中
、
太
陽
光
が
さ
ん
さ
ん
と
ふ
り
そ
そ

い
で

い
る
折
り
に
は
、
田
式
に
示
す
よ
う
に
光
合
成
反
応
と

い

う
化
学
反
応
を
行

っ
て
い
る
。

（途
中

の
複
雑
な
過
程
は

省
略
）
０
〓
ｏ
Ｏ
＋
一
０
０
ｏ
十
一く
↓

Ｏ
ｏ
ェ
一Ｎ
ｏ
ｏ
＋
０
０
一
・…
…
…
■
二

（澤
黄
Ｘ
愚
黄
×
澤
量
）
（琴
澪
×
洋
卜
）

こ
こ
で

す
く
の
ｈ
は
プ

ラ
ン
ク
の
定
数
、　
ν
は
光

の
振

動
数
、

つ
ま
り
光
（
量
）
子

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
多
く

の
植
物

は
大
体
、
緑
青
色

の
光
線
―
紫
外
線
あ
た
り
の
光

量
子

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
用

い
て
い
る
。

９

Ｆ
る
ｏ
は
炭
水
化

物

の
基
本
物
質

で
ブ
ド
ウ
糖
と
呼
ば
れ
、
次

の
化
学
構
造

を
も

っ
て
い
る
。

工
　
　
　
〓
　
〇
工
　
〓
　
〓

〆
‐
↑
‐
α
‐
↑
‐
↑
‐
のき
〇干
…
…
…
■
●

〇
　
　
　
〇
〓
　
工
　
〇
工
　
〇
〓

こ
の
田
式
は
「
植
物
」
の
み
が
も

つ
絶
対
的
な
特
技
で
あ

っ
て
、
植
物
的
な
生
物
や
、
動
物

に
は
全
く
真
似

の
出
来

な

い
生
理
で
あ
る
。

こ
れ
を

「
光
合
成
」
と

い
う
。

ひ
と
た
び
ブ
ド
ウ
糖
が
出
来
上
る
と
、

こ
れ
を
原
材
料

ル小
　
　
一
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と
し
て
、
根
か
ら
吸
収
し
た
リ

ン
や
イ
オ
ウ
や
カ
リ
ウ
ム
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
窒
素
な

ど
、
図
２
に
示
し
た
、

い
わ
ゆ
る
生
元
素
と
呼
ば
れ
る
元

素
と
酵
素
反
応
と

い
う
素
晴
し

い
化
学
合
成
反
応
を
用

い

て
、
植
物
体
内

で
そ

の
生
命

に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
化
学
物

質
、
た
と
え
ば
ブ
ド
ウ
糖

の
縮
合
体
で
あ
る
デ
ン
プ

ン
な

ど
を
合
成
し
て
ゆ
く

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
驚
異
で
あ
る
。

つ
ま
り
植
物
は
土
と

い
う
大
地

に
根
と

い
う
「
胃
腸
」
を

挿
し
、
光
と
大
気
と
水
さ
え
あ
れ
ば
生
き
て
ゆ
け
る
基
本

的
生
物

で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
吾

々
は
第

一
次
生
物
と
呼
ぶ
。

こ
れ

に
対
し
て
、
こ
の
植
物
を

「
食
」
と
し
て
生
き
る
動
物
、

換
言
す
れ
ば
草
食
動
物

の
こ
と
を
第
二
次
生
物
と

い
い
、

「
動
物
」
を
「
食
」
と
す
る
肉
食
動
物
を
第
二
次
生
物
と

い
う
。

そ
の
意
味

で
人
間
は
第
二

・
コ
ン
マ

。
三
次

の
動
物
と
言

っ
て
も
良
か
ろ
う
。
水
虫

の
よ
う
に
動
物
を
喰
う
植
物
も

あ
れ
ば
、
植
物

に
寄
生
す
る
植
物
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
ク

ロ
ー
ン
が

こ
の
世
に
出

現
し
た

の
で
あ
る
。

か
く

て
人
間
は
、
お

の
れ

の
居
住
す
る
地
球
上

の
緯
度

表 1 生物体中の平均元素分布
(生鮮重量当りの重量百分率)

Zn

2・ 10~2 1 Rb

1.10_r ll Cu

5・ 10S I V
3・ 10~3 ‖ cr
210～3 ‖ Br

1.10-3 1 Ge

5。 10~4

5 10~4

2・ 10~4

13・ 10~4

" 10-4
1 5・ 10~4

1.10-4

含量(%)

1.10-6

1・ 10~・

1.10-5

<1.10-6

1.10-6

".10-7

"・
10~12

Ａｓ

Ｃ。

」ｉ

Ｍ。

Ｕ

Ｃｓ

Ｓｅ

Ｉ

Ｈｇ

Ｒａ

Ｏ

Ｃ

Ｈ

Ｃａ

Ｋ

Ｎ

Ｓｉ

Ｍｇ

Ｐ 難II
上記のほか,Be,Ga,Zr,Ag,Cd,Sb,Te,Ta,W,Re,Au,Tl,BI,Thな ども検出されている.

藤原、原口 r生物分析化学演習』より。

(受精卵)

図 1 生物のクローン

元素 1 含量(%)1元素 1 含量(%)

2・ 10~1  l  Mn

70.0  ‖ Na

10 5  ‖ Fe

310~1 ‖ Ba

510~1 ‖ Al

3・ 10~1  ‖ Sr

7・ 102 ‖ Ti

18.0 1 Cl

4・ 10~2 ‖  B

7・ 10~2 ‖  F
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に
よ

っ
て
、
後
述

の
よ
う
に
身
土
不
二
の
食
律

に
従
わ
ぎ

る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
原
則
を
わ
き
ま
え
な

い
日
本
人

の
如
何
に

多

い
こ
と
よ
。
た
と
え
ば

日
本

の
地

に
住
み
な
が
ら
、

コ

ー
ヒ
ー
、

コ
カ

コ
ー
ラ
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、

コ
コ
ア
を
す

す

り
、
バ

タ
ー
、
チ
ー
ズ
、

ミ
ル
ク
、

ハ
ム
、
ベ
ー

コ
ン
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
を

ほ
お
張
り
、
朝

に
ハ
ム

エ
ッ
グ
を
ほ
し

い

ま
ま

に
し
、
タ

ベ
に

ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
を
食
し
、

ア
イ

ス
ク

リ
ー
ム
や
ら
バ
ナ
ナ
や

メ
ロ
ン
を

デ
ザ
ー
ト
と
し
て
摂
取

す
る
。
こ
の
こ
と
が

い
か

に
釈
尊

の
身
土
不
二
に
反
し
、

反
日
本
的
で
あ
る
の
だ
と

い
う

こ
と
が
ど
う
し
て
判

っ
て

も
ら
え
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
船
や
飛
行
機

に
よ
る
大
量
輸

送

の
出
来
な
か

っ
た
時
代

の
食

べ
方

こ
そ
、
真

の
「
正
食
」

と
な
る
の
で
あ
る
。

□

光
合
成
反
応
以
外
の
生
命
機
作

前
述

の
よ
う
に
光
合
成
は
ま
さ
し
く
地
上

の
あ
ら
ゆ
る

生
命

の
起
源
、

千
不
ル
ギ
ー
と
も
言
う
べ
き
根
本
現
象

で

あ
る
。
陽
光
、
水
、
土
と

い
う
宇
宙

の
三
大
要
素
か
ら
生

命

の
源
と
を
生
み
出

す
能
力
を
も

つ
も

の
は
植
物

の
み
で

は
な

い
か
。
他

の
あ
ら
ゆ
る
生
命
は
、

こ
の
植
物

の
持

つ

光
合
成
能
力

の
上

に
築
き
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
言

っ
て
誤
り
は
な
か
ろ
う
。
な
る
が
故
に
、
生
物

の
進
化

の

ク
ロ
ー
ン
の
完
成
が
可
能
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
基
本
と
な
る
植
物

の
「
光
合
成
機
能
」を
除

い

た
、
そ
れ
以
外

の
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
必
要
な
生
化
学
反

応
を
考
え
て
み
よ
う
。
結
論
を

先
に
示
す
な
ら
、
植
物
も

動
物
も
な
ん
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な

い
の
で
あ
る
。
重
ね

て
言
う
。
光
合
成
反
応
以
外

の
生
理
機
能

の
大
す
じ
は
全

生
物

に
共
通
な

の
だ
。
た
と
え
ば
生
物
が
活
き
て
ゆ
く
た

め
に
必
須
な
生
物
化
学
的
機
作
と
能
力

の
主
な
も

の
を
集

約
し

て
み
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

一
、
遺
伝
、
新
陳
代
謝
、
生
殖
な
ど
自
己
保
存
と
種
族
保

存
な
ど
を
司
ど
る
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
合
成
生
産

の

プ

ロ
セ
ス
。

二
、
生
長
、
体
温
維
持
の
た
め
の
発
熱
に
要
す
る
熱

（
カ

ロ
リ
ー
）、
あ
ら
ゆ
る
運
動
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

を
発
す
る
た
め
に
必
要
な
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
に
お
け

る
Ａ
Ｔ
Ｐ
の
合
成
生
産

の
プ

ロ
セ
ス
。

三
、
体
姿
、
体
形
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
ケ
イ

素
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
、
バ
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
な
ど

の
無
機
元
素

の
摂
取
方
式
と
そ

の

生
産
能
力
や
形
式
。

四
、
生
命
維
持

に
必
須
な
ど

タ
ミ
ン
類

（
無
機
、有
機
）、
ホ

ル
モ
ン
類
（
同
）
の
生
産

と
能
力
と
そ

の
プ

ロ
セ
ス
。

五
、
生
体

の
骨
核
有
機
物
質

で
あ
る
タ
ン
自
質

の
合
成
生

産
能
力
。

六
、
生
命
活
動
上

必
要
な
、
糖
質
、
脂
質
、

ア
ル

コ
ー
ル

類
、
ケ
ト

ン
、

ア
ル
デ
ヒ
ド
、

ア
ミ
ン
、
過
酸
化
物
等

等
あ
ら
ゆ
る
生
化
学
物
質

の
生
産

の
プ

ロ
セ
ス
…
…
等

等
。

こ
れ
ら

の
あ
ら
ゆ
る
生
化
学
的
な
化
学
合

成
反
応
は
、

す

べ
て

一
連

の

「
酵
素
」
と
呼
ば
れ
る
と

こ
ろ

の
素
晴

し

い
化
学
物
質

に
よ

っ
て
、
地
上
生
命
圏
内

に
お
け
る
絶
対

温
度
範
囲

（約
二
七
〇
―
二
九
〇
Ｋ
）
内

と
、
気
圧

（約

九
〇
〇
―
二
〇
〇
〇

ミ
リ
バ

ー
ル
）
内

に
お

い
て
、
熱
力．

学．
昨

―こ。
自．
然。
な。
方．
向．
―こ．
反。
す。
る．
―こ。
か

か

わ。
ら．
サ

、

自．
然．
―こ．

行

わ

れ

る

。

こ

の

「
反

自

然

的
な

自

然

」

す

な

わ

ち

、

エ

ン
ト
ロ
ピ
ー
マ
イ
ナ
ス

（―
ゝ
３

を
生
み
だ
す
能
力
を

も

っ
た
物
質
魂
こ
そ
、
自
己
再
生
と
生
殖
行
為
に
よ

っ
て

自
己
再
現
と
を
可
能
に
し
得
る
能
力
を
持

っ
た
「
生
物
」
と

呼
ば
れ
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
光
合
成
反

応
を
の
ぞ

い
て
、
動
物
も
植
物
も
生
物
と
し
て
の
機
能
的

な
区
別
は
本
質
的
に
存
在
し
な

い
の
で
あ
る
。

日

人
類
が
雑
食
性
で
あ
る
意
義

上
述

の
よ
う
に
も
し
最
初

に
植
物
さ
え
あ
る

の
な
ら
、

そ
の
ク

ロ
ー
ン
の
後

に
続
く
生
物
は
何
が
誰
を
食
と
し
よ

う
が
、
誰
が
何
者

に
喰
わ
れ
よ
う
が
、
生
物
が
生
物
と
し

て
生
き
る
上

に
、
化
学
的
に
は
全
く

の
ラ
ン
ダ
ム
な
可
能

現
象

で
あ

っ
て
、
善
悪
や
功
罪
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
現

に
ア
ン
チ
モ
ン
（
Ｖ
Ｙ
質
良
べ
て
ア
ン
チ
モ
ン
（
Ⅲ
ｙ
二
異
と

す
る
「
ア
ン
チ
モ
ン
生
産
菌
」
だ
と
か
、
水
素
を
食
料
と
し
、

一
酸
化
炭
素
を
吸
気
し
な
が
ら

メ
タ
ン
ガ

ス
を
呼
気
と
す

る
と

い
う
「
メ
タ
ン
生
産
菌
」
と

い
っ
た
よ
う
な
生
物
ま

で

地
上

に
現
存
し

て
い
る
。

だ
か
ら
人
間

に
し
て
も
何
を
食

べ
た
と
こ
ろ
で

「
健
康

に
活
き

て
ゆ
け
る
」

の
で
あ
り
さ
え
す
る
な
ら
ば
、
実
は

何
を
、
ど

の
よ
う

に
、
ど
れ
だ
け
食

べ
よ
う
が

「
化
学

の

世
界
だ
け
」
か
ら
申
す

の
な
ら
、
全
く
御
自
由
な
は
ず

で

あ
る
。
何
故
な
ら
前
記

の
化
学
反
応
は
、
光
合
成
を
除

い

て
す

べ
て
の
生
物

に
共
通
だ
か
ら
で
あ
る
。

人
類
が
二
〇
〇
万
年
前
ホ

モ
サ
ピ

エ
ン
ス
と
し
て
誕
生

以
来
、

（
最
近
中
国

で
北
京
原
人
よ
り
五
〇
〇
万
年
く
ら

い
古

い
化
石
の
発
見
が
伝
え
ら
れ
た
由
）
古
代
人
達
は
草
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実

（
稲
、
麦
、
豆
、

ヒ

エ
、

ア
ワ
な
ど
）
を
指
で
も
ぎ
と

り
、
前
歯

で
モ
ミ
を
外

し
て
吐
き
、
生
玄
米
や
生
玄
麦
を

か
じ

っ
た

に
違

い
な

い
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
草
原
を
活

動
す
る
に
は

エ
ネ

ル
ギ
ー
源
が
不
足
な
た
め
に
、
動
物
達

を
追

い
立
て
、

い
わ
ゆ
る
狩
猟
民
族
と
な

っ
て
ゆ
く
。

つ
ま
リ
ヒ
ト
と

い
う
生
物
種

は
雑
食
性
生
物

に
な
ら
ざ

る
を
得
な
く
な

っ
た

の
で
あ
る
。
菜
を
摂
ろ
う
が
穀
を
食

べ
よ
う
が
動
物
を
と
ら
え
て
喰
お
う
が

、

い
っ
こ
う
差
し

支
え
は
な

い
は
ず

で
あ
る
。
し
か
も
火
を
党
え
た
ホ

モ
サ

ピ

エ
ン
ス
は
原
人
よ
り
も
は
る
か

に
優
れ
た
能
力
を
持

っ

た
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
地
上

の
環
境

に
適
応
し
、
原
人

に
打

ち
勝
ち
、
次
第
次
第

に
そ

の
員
数
と
勢
力
と
を
増
大
さ
せ

て
ゆ
く
。
よ

っ
て
食
を
得
る
た
め
に
は
次
第
次
第

に
地
球

上

の
あ
ら
ゆ
る
方
向

へ
拡
散
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

か
く

て
人
類
は
何
十
万
年
も
か
け
、
地
球

の
各
方
面

に

散

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
大

陸
移
動
や
気
象

の
変
化
な
ど

の
た
め
、
吾

々
の
祖
先
は
今

か
ら
お
そ
ら
く
数
十
万
年
前
頃

に
地
球
上

の
そ
れ
ぞ
れ

の

位
置

に
住
み
分
け
ら
れ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ

が
現
在

の
い
わ
ゆ
る

「
民
族
」

で
あ
る
。

北
方

に
押
し
や
ら
れ
た
民
族
、
南
方

に
流
れ
ぎ
る
を
得

な
か

っ
た
民
族
…
…
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
ト

コ
ロ
を
獲
得

し
、
集
団
と
な
り
、

つ
い
に
国
家
と
ま

で
に
固
定
さ
れ
る

に
至
る
の
で
あ
る
。

北
方

に
移
行
さ
せ
ら
れ
た

エ
ス
キ

モ
ー
や

ア
イ

ヌ
達
は
、

植
物
と

い
え
ば
海
草
し
か
生
育
し
な

い
氷
上

の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
。
野
菜
や
米
な
ど
食

べ
た
く
と
も
あ
る
は

ず
も
な
く
、
や
む
な
く
魚
獣

の
生
肉
を
主
食
と
す
る
が
、

肉
食
が
身

に
合
わ
ぬ
子
供
達
は
死
亡
し
、
子
孫
を
残
す
こ

と
が
出
来
な

い
。
生
肉
食

に
適
応

で
き
た
子
供
達
だ
け
が

氷
上

に
生
き
残
り
、
子
孫
を
産
み
伝
え
て
ゆ
く
。
こ
れ
が

自
然
淘
汰

の
現
象

で
あ
る
。

南
方

に
押
し
や
ら
れ
た
民
族
は
そ
の
ま
た
逆
で
、
植
物

は
巨
大

で
食

に
適
さ
ず
、
や
む
な
く
果
実
を
主
食
と
し
、

小
魚
介
簿
を
副
食
と
す
る
民
族

に
な
ら
ぎ
る
を
得
な
か
ら

た
ま
で
で
あ
る
。
故
に
彼
ら

の
生
理
は
極
陰

（
▼
）
の
バ

ナ

ナ
や

コ
ー
ヒ
ー
に
今
も

っ
て
適
す
る
の
は
当
然

で
あ
る
。

私
も
今
後
も
し
も
、

マ
ニ
ラ
に
永
住
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
決
ま
れ
ば
、
毎

日

コ
ー
ヒ
ー
に
砂
糖
を
入
れ

て
飲
み
、

パ
イ
ナ

ッ
プ

ル
や
バ
ナ
ナ
、
パ
パ
イ

ア
、

マ
ン
ゴ
ー
、
ヤ

シ
、
パ

ン
の
実
を
主
食

に
切
り
換
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

オ
カ
ズ

は
ヤ
シ
ガ

ニ
が
良

い
。

こ
の
よ
う
な
食

の
摂
り
方
と

い
う
の
は
元
来
、
人
間
の

嗜
好
な
ど
と

い
う
、
わ
が
ま
ま
勝
手
に
よ

っ
て
選
択
さ
れ

た

の
で
は
な
く
、
地
球
上

の
緯
度
と

い
う
絶
対
的
な
条
件

に
よ

っ
て
自
然

に

（
天
な
る
神
に
よ

っ
て
）
定
め
ら
れ

て

し
ま

っ
た

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
天
律

で
あ

っ
て
、
人
間
が

作

っ
た
法
律
な
ど
と

い
う
イ

ン
チ
キ
も

の
で
は
決
し
て
な

い
。

こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
「食
律
」
で
あ
る
。

生
物
が
自
己

の
生
命
を
全
う
す
る
た
め
に
必
須
な
「
食
」

は
こ
の
よ
う
に
し

て
、
そ

の
生
物
が
、
そ
の
位
置
で
、
そ

の
時
刻

に
摂
取
し
得
る
も

の
を
食
す
る
べ
き
な

の
で
あ
る
。

こ
れ
が
身
土
不
二

の
原
則

で
あ
る
。

動
物

は
位
置
を
変
位

で
き
る
が
、
そ
の
行
動
半
径
は
そ

れ
ぞ
れ

の
生
物

に
よ

っ
て
大
体
定
ま

っ
て
お
り
、

い
わ
ゆ

る
「
渡
り
」
を
す
る
鳥
類
や
魚
類
を
除

い
て
、
陸
上
動
物

の

移
動
半
径
は
意
外

に
小
さ

い
も

の
な

の
で
あ
る
。
恐
ら
く

人
間

の
日
間
移
動
距
離
は
平
均

二
〇
―
三
〇

ｋｍ
く
ら

い
の

も

の
だ
。

船
舶
や
航
空
機

に
モ
ノ
を
言
わ
せ
て
、
何
万
キ

ロ
メ
ー

ト
ル
も

の
外
国
か
ら
、
砂
糖
や

コ
ー
ヒ
ー
、

コ
ー
ラ
、
バ

タ
ー
、

ミ
ル
ク
、
チ
ー
ズ
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
そ
し
て
最

近
で
は
獣
肉
ま
で
も
金
を
払

っ
て
輸
入
し
、

こ
れ
を
購
入

し
て
胃

の
腑

に
入
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
特

に
人
類
同
士

が

「
自
殺
的
食
律
違
反
」
を
犯
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
ち

に
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
事
柄

で
あ
る
。
円
安
だ

の
円

高
だ

の
石
油

シ

ョ
ッ
ク
ど

こ
ろ
の
騒
ぎ

で
は
な

い
。
民
族

存
亡

に
関
す
る

一
大
事

で
あ
る
こ
と
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。

□

私

と

肉

食

私
の
父
が
早
稲
田
大
学
の
学
生
で
あ

っ
た
明
治
三
七
年

頃
、　
一
番
モ
ダ
ン
で
珍
し
く
て
、
安
く
て
旨
い
会
食
は
馬

肉
の
ス
キ
ヤ
キ
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
枠
難
堀
の
料
亭

で
タ
ラ
フ
ク
食

べ
て

一
人
五
銭

で
あ

っ
た
と
か
聴

い
た

の

を
覚
え

て
い
る
。
日
露
戦
争

の
後
だ

っ
た
か
ら
馬
は
た
く

さ
ん
余

っ
て
い
た

の
で
安
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
舶
来

の

シ

ュ
ガ
ー
ル
（砂
糖

）
な
ど
を

タ

ッ
プ
リ
入
れ

て
、
父
親
は

若
き
日
を

ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
で
通
し
た
。
そ

の
父
も
私
が
小

学
校
六
年
生

の
と
き
四
十
四
歳

の
若
さ
で
肺
を
病

ん
で
死

ん
で
し
ま

っ
た
。

病
む
前

の
父
は

モ
ボ
で

ハ
イ
カ
ラ
ー
さ
ん
で
あ

っ
た
し
、

上
手
に
ヒ
ゲ
も
た
く
わ
え
て
い
た
。
小
学
生

の
私
に
は
、

な
ぜ
父
が

こ
ん
な

に
も
早
く
生
命
を
絶

っ
た

の
か
は
判
る

は
ず
も
な
く
、
悲
し

い
思

い
出
だ
け
が
残

っ
た
。
そ

の
頃

の
母
は
美
人
で
あ
る
と
共

に
モ
ガ
で
も
あ

っ
た
。
今
で
も

は

っ
き
り
覚
え
て
い
る
食
事

は
、
ラ
ー
ド
で
あ
げ
た
ビ
ー

フ
カ

ツ
レ
ツ
に
赤
ナ
ス

（
ト

マ
ト
の
こ
と
）
と
生
キ

ャ
ベ
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ツ
が
添
え
て
あ

っ
た
誕
生
祝

い
の
御
馳
走

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
日
本
人
は
伊
藤
博
文
が
欧
米
視
察
か
ら
帰
国

す
る
ま

で
、
四
足
獣

の
肉
類
は
神
道

の
教
え
に
従

っ
て
口

に
し
な
か

っ
た

の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
が
博
文
と

い
う
偉

い

人
が
、

「
エ
ゲ
レ
ス

（
英
国

）
で
は
牛

の
肉
や
乳
や
、
バ

タ
ー
な

る

ア
プ

ラ
を
パ

ン
と
称
す
る
焼
物

に
塗
布
し
た
も

の
や
、

チ
ー
ズ
な
る
も

の
を
カ

マ
ボ

コ
の
切
身

の
如
く
食
し
、
身

の
文
は
仰
見
す
る
が
如
く
大

で
あ

っ
た
」

な
ど
と
喫
慨
し
た
も

の
だ
か
ら
、
吾
が
両
親
も
、

こ
れ

ぞ
最
先
端
を
行
ず

る
も

の
と
て
私
共
を
肉
食

で
育

て
て
下

さ

っ
た
ら
し

い
。

良
か
れ
と
思

っ
て
し

て
下
さ

っ
た
親

の
恩
愛

に
対
し
、

今
私
は
何

一
つ
ウ
ラ
ミ
ツ
ラ
ミ
は
無

い
。
し
か
し
こ
れ
は

明
ら
か
に
日
本
人
と
し

て
の
食
律
違
反
を
犯
し
て
い
た

の

で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
根
因
と

い
え
ば
両
親
が
、
共

共

に
モ
ダ

ン
ボ

ー
イ
と

モ
ダ

ン
ガ

ー
ル
の
カ

ッ
プ

ル
で
あ

り
、
当
時

の

エ
リ
ー
ト
で
あ

っ
た
と

い
う
あ
た
り
に
根
ざ

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
母
は
大
正

の
頃
す
で
に
ビ

タ
ミ

ン
と
か
ホ
ル
モ
ン
と

い
う
語
を
私
達

の
前

で
良
く
使

っ
て

い
た
し
、
頭

の
良

い
、
素
晴
ら
し

い
母
で
あ
る
と
自
負
自

慢
を
し
て
い
た

こ
と
を
想

い
出

す
。
東
魂
洋
才
を
忘
れ
、

ひ
た
す
ら

に
西
欧
科
学
文
明
に
よ

い
し
れ

て
い
た
証
拠

で

も
あ
ろ
う
。

そ
の
頃
、
東
京
で
も
肉
屋
さ
ん
と
、
赤
ナ
ス
を
売

っ
て

い
る
果
実
屋
さ
ん

（
当
時
の
ト
マ
ト
は
ア
メ
リ
カ
産
で
横

文
字
の
新
聞
紙
に

一
つ

一
つ
包
ん
で
あ

っ
た
）
は
高
円
寺

に

一
軒
ず

つ
し
か
な
か

っ
た
。

今
日
の
オ
カ
ズ
は
何
が
良

い
の
？
　
と
母
か
ら
問
わ
れ

る
と
、

「
カ

ニ
コ
ロ
ッ
ケ
、
サ
ケ
の
フ
ラ
イ
、
カ
キ

フ
ラ

イ
、
オ
ム
レ
ツ
が
食

べ
た

い
ノ
」
と
答
え
る
有
様
だ

っ
た

か
ら
、
私
は
４５
歳

に
な
る
頃

に
は
髪

の
毛
は
真

っ
白

に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
で
も
大
正

の
頃

の
食
料
は
す
べ
て
純
正

の
も

の
し
か
無
か

っ
た
か
ら

こ
そ
、
今
日
こ
う
や

っ
て
元

気

に
暮
ら
し

て
い
る
の
だ
と
母
親
と
、
そ
の
当
時

の
社
会

環
境

に
対
し
て
感
謝
し
て
い
る
。
今

の
人

々
の

「
食
」

に

対
す
る
危
険
度

の
増
大

は
想
う

に
お
気

の
毒

で
あ
る
。
食

品
購
入

の
際

に
十
分

の
厳
選
を
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら
祈
ら

ぎ

る
を
得
な

い
。

□
肉
食

と

は
何
か

さ
て
、
肉
と
は
何
か
。
肉
食
と
は
何
か
を
化
）字
し
な
く

て
は
な
ら
な

い
。
と
言

っ
て
、
そ

の
総

て
を
私

一
人
で
展

開
し
ろ
と
言

っ
て
も
無
理
で
あ
る
。
Ｐ
Ｕ
の
原
理
か
ら
見

た
見
解
も
あ
ろ
う
し
、
純
化
学
的
な
立
場
も
あ
ろ
う
し
、

経
済
的
な
意
味
、
宗
教
的
な
意
義
も
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
栄
養
学
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
植
物

で
あ
れ
、
動
物

で
あ
れ
、
ど

の
み
ち
物
質
と

し
て
と
ら
え
る
な
ら
、
タ
ン
自
質
も
脂
質
も
糖
質
も
化
学

的

に
は
そ
れ
ほ
ど

の
大
差
は
な

い
も

の
で
あ
る
。
で
あ
る

の
な
ら
、
肉
食

で
も
菜
食

で
も
ど
ち
ら

で
も
差
し
支
え
な

い
で
は
な

い
か
と

い
う
立
場
を
と
る
の
が
西
欧

の
科
学
的

思
想
、

つ
ま
り
現
代
栄
養
学
的
論
拠

で
あ
る
。

し
か
し

こ
こ
で
立
ち
止
ま

っ
て
良
く
考
え
な
く

て
は
な

ら
な

い
。
た
と
え
ば

モ
ル
ヒ
ネ
様
物
質
と

い
う
極
陰
物
質

は
、
ケ
シ
や

コ
カ
や

コ
ー

ラ
の
よ
う
な
植
物
が
造
る
け
れ

ど
も
、
人
間
も
快
感
を
感
じ
て
い
る
瞬
間
、
大
脳

の
皮
質

の
表
面
で
１０
万
分

の
１
秒
間
く
ら

い
の
ア
ッ
と

い
う
間
に

自
分
自
身

で
こ
れ
ら
を
造

っ
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
が
最

近

の
研
究
か
ら
明
ら
か

に
な

っ
て
来
た

の
で
あ
る
。

何
も
或
る
種

の
植
物
だ
け
が
特
異
的
に
生
産
す
る

の
で

は
な

い
。
快

い
と
か
、
気
持
が
良

い
と

い
う
感
情
を
吾

々

が

（
猿
も
犬
も
猫
も
同
じ
）
持

つ
と

い
う

の
は
、
大
脳

に

モ
ル
ヒ

不ヽ
様
物
質

（
モ
ル
ヒ
ネ
や

コ
カ
イ

ン
や

ヘ
ロ
イ

ン

な
ど
…
…
）
が
瞬
時

に
生
産
さ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
名
画
を
観
賞
し
て
陶
然
と
し
た
り
、
名
演
奏

に
忽
然

と
し
た
り
、
感
激
し
た
り
、
落
涙
し
た
り
も
出
来
る
の
で

あ
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
に
し
て
も
、
た
と
え
ば
ス
カ
ン
ポ
の
茎
を

噛
ん
で
飲
み
込
め
ば
、
そ
れ
は
修
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
し
て

唾
液
に
と
け
て
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
　
（０
■
こ
　
と
修
酸

イ
オ
ン
（８
０
９
宵
）
と
に
な
っ
て
胃
の
腑
に
送
り
込
み
、

カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ

ン
と
し
て
摂
取
す
る
こ
と
に
な
る
。

だ
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
体
内

に
摂
取
す
る
の
に
は
塩
化

カ
ル
シ
ウ
ム
で
あ
ろ
う
が
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

（大
理
石
、

真
珠
、
貝
ガ

ラ
な
ど
…
…
）
で
あ
ろ
う
が
、

ス
カ

ン
ポ

で

あ
ろ
う
が
、
少
し
も
変
り
は
な
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ

こ

こ
で
少

々
異
な
る
点
を
挙
げ
れ
ば
、
各

々
の
場
合
、
溶
解

度

の
差
や
共
存
物
質

の
差

（
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
効
果
と

い
う
）

に
基
づ

い
た

エ
ン
ト

ロ
ピ

ー
に
若
干
の
差
が
あ
る
の
と
、

カ
ウ
ン
タ
ー
イ
オ
ン
の
差
異
に
原
因
す
る

エ
ン
ト

ロ
ピ

ー

の
差
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ

ン
は
カ
ル

シ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
し
て
厳
存
し
、
体
内

に
入

っ
て
か
ら
消

化
管
や
細
胞
膜

の
と

こ
ろ
で
何
イ
オ

ン
と
対
を
造
ら
せ
る

か
と

い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
南
部
鉄

の
釜
か
ら
溶
け
て
出

て
来
た
鉄

（
Ⅲ
）イ

オ

ン
が
、
腸
や
脊
髄

の
中

で

ヘ
モ
グ

ロ
ビ

ン
に
合
成
さ
れ
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た
と
し
て
も
、
何

の
不
思
議
は
な

い
。
赤
血
球

の
中

の
鉄

は
食
品
中

の
赤
血
球

の
中

の
鉄
を
摂
取
す
る
の
が
良

い
と

考
え
て
、
肉
や
生
血
を
毎
日
飲
み
食

い
す
る
必
要
は
な

い
。

吾

々
の
体
内
は
酵
素

と

い
う
素
晴
ら
し

い
物
質
を
た
く
さ

ん
持

っ
て
い
て
、
こ
れ
ら

の
難
業
を
難
な
く
や

っ
て
の
け

る
よ
う
に
出
来

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

植
物
も
動
物
も
同
じ
よ
う
な
蛋
白
質
を
持

っ
て
い
る
。

消
化
酵
素
が

こ
れ
ら
を
加
水
分
解
す
れ
ば
、
す
べ
て
は
同

じ
万
国
共
通

（
生
物
と
ｔ
て
の
）
の
ア
ミ
ノ
酸
と

い
う
単
語

に
バ

ラ
バ

ラ
に
分
解
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
あ
と
は
本
人

の

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
指
示
通
り
に
、
本
人

の
肉
体
蛋
白
質

に
翻
訳
す

れ
ば
良

い
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
牛
肉
を
食

べ
て
も
ゴ
ボ

ー
を
食

べ
て
も
人
間

の
血
肉

に
な
る

の
は
そ
の
た
め
で
あ

スリ
。人

間
が
自
然
毒

（
フ
グ
毒
、

ク
モ
毒
、

ヘ
ビ
毒
、
キ
ノ

コ
毒
な
ど
先
祖
が
人
体
実
験

で
教
示
し
て
下
さ

っ
た
も

の
）

を
含
ま
な

い
自
然
界

の
生
物

の
み
を
食

べ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
虫
で
あ
れ
、
鳥

で
あ
れ
、
雑
草

で
あ
れ
、
岩
石
土
壌

で
あ
れ
、
そ

の
摂
取
量
と
バ

ラ
ン
ス
さ
え
誤
ま
ら
ぬ
限
り
、

す
べ
て
の
自
然
界
は
食

で
あ
り
、
吾
人

の
健
康

に
加
わ

っ

て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
、
カ
イ

コ
の
よ
う
な
単
食
性
生
物

で
な

い
人
間

に
と

っ
て
、
実

の
と

こ
ろ
、
肉
食
だ

の
穀
食
だ

の
菜
食
だ

の
と

い
っ
て
化
学
的
に
メ
ク
ジ

ラ
を
立

て
る
必
要
は
全
く

な

い
。
こ
れ
ら
は
物
質
的
に
平
等

で
あ
り
、
た
だ
含
有
成

分

に
若
干
差
異
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
差
異

こ
そ
が
実
は
重
大
な
因
果
を
含
む

素
因

の

一
つ
と
な
る
の
で
あ
る
。

日

肉
食
大
い
に
よ
ろ
し
い
の
か
？

さ
あ

こ
こ
ま
で
来
る
と
、

ハ
タ
と
突
き
当
る
で
あ
ろ
う
。

武
者
先
生
は
肉
食
を
む
し
ろ
奨
め
る
の
か
と
。
飛
ん

で
も

な

い
。
今
迄
で
の
話
の
大
部
分
は
、
ホ

モ
サ
ピ

エ
ン
ス
と

し

て
、
人
類
と
し

て
の
科
学
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
も
ら

っ
て
は
困
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
地
球
上

の
位
置

を

日
本
な
ら
日
本
国
と

い
う
ふ
う
に
二
次
元
的
に
位
置
を

定
め
る
な
ら
話
は
全
く
異
る
。

つ
ま
り
こ
の
先
は
無
双
の
原
理
か
ら
誘
導
さ
れ
る
身
土

不
二
の
原
則
、

つ
ま
り
日
本
人
と
し

て
の
食
律

に
キ
ビ
し

く
従
わ
な
く

て
は
、
健
康
も
、
愛
も
、
勇
気
も
、
幸
福
も

正
義
も

ヘ
チ

マ
も
な

い
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
諸
兄
姉

に

対
し
て
、

こ
の
先
は
申
す
ま
で
も
な

い
所
。

こ
の
先

の
論
理
は
釈
尊
、
二
宮
尊
徳
、
石
塚
左
玄
、
桜

沢
如

一
な
ど

の
諸
大
先
党

に
よ

っ
て
説
か
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
Ｐ
Ｕ
の
諸
兄
姉
な
れ
ば
十
分

に
御
存
知
の
こ
と
と

思
う

の
で
深
入
り
は
や
め
よ
う
。

Ｇ
Ｏ
先
生
も
晩
年

に
は
宇
宙

の
秩
序

の
概
念
か
ら

の
み

説
か
れ
、

「
純
正
精
進
食
は
し
な
く
て
も
良

い
」
な
ど
と

い
う
論
文
を
出

さ
れ
た

の
も
、
食
養
や
正
食

の
意
味
を

「
健

康
人
」

に
の
み
向
け
ら
れ
た
か
ら
な

の
で
あ
ろ
う
。
病
人

と

い
う
も

の
は
、
わ
が
ま
ま
な
罪
人

の

一
種
な

の
だ
か
ら
、

私
が
今
日
述

べ
た
論
理
は
ぜ
ん
ぜ
ん
通
用
し
ま
せ
ん

の
で
、

念

の
た
め
申
し
添
え
よ
う
。

晩
年

の
桜
沢
先
生
は
病
人
は

一
切
お
こ
と
わ
り
だ
と
申

さ
れ
た
由

で
す
が
、
私
な
ど
、

い
ま
だ
か

つ
て

一
人

の
病

人
を
も
治
療
し
た

こ
と
す
ら
な

い
。
そ
れ
な
ら
病
人
用
に

別

の
論
文
を
書
け
な
ど
と
言
わ
れ
よ
う
も

の
な
ら
、
そ
れ

こ
そ
大
変

で
、
こ
の
何
百
倍

の
ペ
ー
ジ
数
を
費
や
し
た
と

こ
ろ
で
何
の
役
に
も
立
ち
ま
す
ま

い
し
、
第

一
、
そ

の
内

容
は
何

一
つ
正
鵠
を

得
た
も

の
に
は
な
り
ま
す
ま

い
し
、

徒
労

に
過
ぎ
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、
私
は
書
く
気

に

す
ら
も
な
る
ま

い
。

諸
君
、
病
ま
ん
こ
と
で
す
。
死
ぬ
る
と
き
は
、
朝
な
か

な
か
眼
が
醒

め
な
く

て
、
１２
時
間
た

っ
て
も
ま
だ
醒
め
ぬ

…
…
。
変
だ
な
と
家
族
が
気
付

い
た
と
き
に
は
本
人
は
既

に
死
ん

で
い
た
…
…
。
と

い
っ
た
よ
う
な
そ
ん
な
死

に
方

を
私
は
し
た

い
と
思

っ
て
い
る
。

東京 。ロードクラブ例会

●3月 30日 0 013:oO～ 17:l10
1育
児総集編 新生児～中学生ま

でJO大森一懇 ③一般17∞円、
会員lllal円 0万世橋区民会館区
民集会室 ⑬盛谷奈加 ●03866
1020望 確認

名古屋・正食講演会

●3月 23日 〇 ●大森英桜
I部け10:∞ヽ12:∞ 〔ノイローゼ

について」、Ⅱ部013:00～ 16:OCl
l呼吸法の効用」6-部毎1000円、
I、 Ⅱ部通し15∞円、個人相談51XXl

円 0愛 知産業貿易館/地 下1階
第 2教室 む愛知陰陽会/伊藤誠
小牧市寺浦2943● 056876‐ 2731
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●
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テ
ル

●
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姫
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漢
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）
小
川
み
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先
生

●
大
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／
２
万
３
千
円
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人
／
１
万
７
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円

●
申
込
先
／
０
７４７
　
防
府
市
南
松
崎
町
５
１
４
　
鶴
島

丈
夫
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０
８
３
５

，
２
１

・
３
７
５
２
）

各地のマクロピオ

ティック活動
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生
存
へ
の
行
進

大

友

映

男

行
進
団
は
奈
良

（あ
じ
さ

い
呂
》
↓
五
条
（恙

光
会
）
十
津
川
↓
口
辺

（紀
和
園
）
↓
和
歌

出
、
そ
し
て
深
日
よ
リ
フ
ェ
リ
ー
に
て
徒
島

に
波
り
ま
し
た
。
四
国
人
り
し
て
か
ら
は
徳

島
（本
草
庵
）
↓

（小
林
自
然
農
法
園
）
↓
高

松
（喝
成
禅
道
場
）↓
池
田
（佐
尾
山
さ
ん
宅
）

を
経
て
再
び
高
松
に
戻
り
、
東
出
産
業
と
い

う
養
鶏

に
よ
る
共
同
体
で
資
金
調
達
の
た
め

の
ア
ル
バ
イ
ト
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

〔
共
同
労
働
〕

奈
良

の
あ
じ
さ

い
邑
滞
在
中
と
ま
た
東
出
産

業
と
最
近
２
回
に
わ
た

っ
て
資
金
調
達

の
た

め
の
仕
事
を
し
た
の
で
す
が
、
改
め
て
共
同

労
働
の
楽
し
さ
や
、
そ
の
パ
ワ
ー
の
大
な
る

も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
双
方
と
も

一
週
間
―

〓
・

十
日
間
の
仕
事
で
二
十
万
円
近

い
収
入
を
得

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
承

入
を
個
人
個
人
に
還
元
す
る
の
で
は
な
く
全

体
の
運
営
資
金
に
し
て
い
ま
す
。
皆
で
働

い

て
、
皆
が
行
進
し
て
行
く
た
め
に
使

い
ま
す
。

い
わ
ば
ひ
と
つ
サ
イ
フ
に
近

い
形
で
行
進
団

は
や
り
始
め
て
い
る
の
で
す
。

行
進
の
当
初
は
違

い
ま
し
た
。
皆
か
ら
参
加

費
を
集
め
て
運
営
費
に
あ
て
て
い
ま
し
た
し
、

資
金
調
達
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
も
、
個
人
、

個
人
に
還
元
し
て
い
ま
し
た
。　
一
見
、
合
理

的
に
見
え
る
こ
う
し
た
や
り
方
は
、
実
は
非

常
に
つ
ま
ら
な

い
、
資
本
主
義
的
な
や
り
方

で
あ
り
、
行
進
中
に
何
と
か
別
の
方
向
に
向

け
て
行
こ
う
と
私
た
ち
は
話
し
合

っ
て
来
た

の
で
す
。

今
の
私
た
ち
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
汗
を
流
す

者
も
、
そ
の
間
、
料
理
や
洗
濯
や
、
原
稿
、

手
紙
整
理
な
ど
す
る
者
も
み
ん
な
ひ
と
つ
な

ん
だ
。
生
き
て
行
く
た
め
に
、
行
進
を
続
け

て
行
く
た
め
に
、
皆
が
、
本
当
に
信
頼
し
合

っ
て
、
必
要
な
仕
事
を
分
か
ら
合

っ
て
や

っ

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
は
か
ら
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
形
に
変
わ

っ
て
来
れ
た
こ
と
を

は
か
ら
喜
び
、
自
然
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

皆
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
喜
び
は
本
当
に

素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

本
来
、
人
間
は
力
を
合
わ
せ
て
生
き
て
行
く

よ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。

、
静 奮

ふ _|■■■1■ ||■■|11薔|:=尋
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だ
か
ら
本
当
に
だ
か
ら
喜
ん
で
、
喜
ん
で
、

力
を
合
わ
せ
て
行
く
こ
と
が
楽
し
く
て
、
楽

し
く
て
し
ょ
う
が
な

い
。
そ
ん
な
だ
の
灯
が
、

だ
か
ら
は
へ
、
瞳
か
ら
瞳

へ
と
伝
え
ら
れ
、

ふ
ろ
え
合

っ
て
、
こ
だ
ま
し
合

っ
て
、
ど
ん

ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
広
が

っ
て
、
こ
の
今
の
寒

寒
し
く
、
す
さ
ん
だ
せ
の
中
で
、
サ
ミ
シ
イ
、

カ
ナ
シ
イ
人
生
を
送

っ
て
い
る
人
々
の
だ
の

中
に
点
々
と
人
が
灯
さ
れ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
２
回
の
共
同
労
働
の
教
え
て
く

れ
た
も
の
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

行
進
も
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
も

っ
と
も
つ

と
楽
し
い
も
の
に
し
て
行
き
た
い
し
、
大
き

な
喜
び
の
中
に
魔
手
を
上
げ
て
飛
び
込
ん
で

行
け
る
よ
う
な
自
分
と
い
う
も
の
を
磨

い
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
造
り
上
げ
て
行

か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

〔香
川
県
健
康
協
会
の
学
校
づ
く
り
〕

『
む
す
び
』
等
で
活
躍
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る

洒
井
さ
ん
連
が
今
、
全
案
制
で
工
食
、
直
耕

を
基
礎
に
し
た
新
し

い
教
育

の
場
を
造
ろ
う

と
い
う
計
画
を
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
紹
介
し
た

い
と
思

い
ま
す
。
子
供
達
に

本
当
の
教
育
を
す
る
場
を

つ
く
り
た

い
と
い

う
酒
井
さ
ん
連
の
情
熱

に
こ
た
え
て
、
す
で

に
小
豆
島
で
土
地
提
供
を
は
じ
め
全
面
的
な

協
力
を
申
し
出
て
く
れ
て

い
る
方
も
あ
り
、

晨
業
面
で
参
加
す
る
方
も

い
る
と
ゞ
？

一と
で
、

こ
れ
か
ら
の
運
動
の
展
開
に
ぜ
ひ
多
く
の
カ

を
結
集
さ
せ
て
、
こ
の
学
校
づ
く
り
を
実
現

さ
せ
て
行
け
れ
ば
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
詳
し
く
は
香
川
県
健
康
協
会

へ
問

い
合
わ
せ
て
下
さ

い
。

（高
松
市
今
里
町
四

五
五
　
●
買
大
三
一一。発
発
）

行
進
団
は

一
月
二
十
九
日
に
二
木
町
を
出
発

し
て
、
再
び
懇
談
会
な
ど
開

い
て
い
た
だ

い

た
池
田
町
の
佐
尾
出
さ
ん
宅
に
戻
り
、
高
知

↓
足
摺
岬
↓
松
山
↓
伊
子
を
経
て
た
州
入
り

す
る
予
定
で
す
。

―
月
に
終
わ
る
予
定
で
あ

っ
た
行
進
も
約
２

カ
月
ほ
ど
の
び
て
３
月
末
に
沖
縄
入
り
し
て
、

沖
縄
で

（規
模
は
未
定
で
す
が
）
集
会
を
催

そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
沖
縄
出
身
で
行
進

に
参
加
し
た
前
里
朝
次
郎
君
が
取
り
あ
え
ず

先
に
沖
縄

に
戻
り
、
集
会

の
準
備
に
と
り
か

か

っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

読
者

の
皆
様
の
中
で
沖
縄
で
の
集
会
を
催
す

に
つ
い
て
の
御
意
見
や
、
ま
た
情
報
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
送

っ
て
い
た
だ
き
た

い

と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

偉
大
な
る
魂
が
常

に
あ
な
た
と
共
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
。
友
よ
、
私
た
ら
は
ひ
と
つ
で
す
。

合
掌

生
存

へ
の
行
進
連
絡
先
―
―

〒

榊
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町
千
四
半
七

ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
内
　
一
冒
量
圭
手
杏
八
三
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長年の秘密研究、ついに実用化!

造 可おりる
昭和54年 H月 16日 、念願の “天然エネルギ

ーを利用した塩製造装置"に よる天然海塩製

造許可がおりた。この装置は、赤穂の天塩な

どの特殊用塩誕生後、次の課題として、ひそ

かに研究・実験を続けてきた くタワー式天然

製塩法〉のこと。昭和48年ころから有志が集

まり、51年からは、伊豆大島の実験基地で研

究を続けていたもの。

石油エネ′暉―を使わない

タワー式天然製塩法

現在、日本専売公社が実施している くイオ

ン交換式製塩法)は 、一名、石油製塩ともい

われるほど、大量のイi油 エネルギーを1吏 うた

め、将来があやぶまれています。

タワー式天然製塩法は、いっさいの人エエ

ネルギーを使わない省エネルギー製塩法。大

陽熱と風だけで海水を結品化します。海水の

くみ揚げも、新開発の波力揚水装置と無動力

ボンプを併用し、自然力だけで、自動的におこ

ないます。これらの発明は、 日本、アメリカ、
フランスの 3ヵ 11に特許出願中.

海の天然ミネラルを結品化

かで、むしろ廿みがあります。料理やつけも

のに使いますと、素材から自然の妙味を引き

出してくオ1、 化学調味料などは要らなくなり

ます。 また、栄養的にも、 人体に必要なあら
ゆるミネラルを含み、健康にもよい影響を与

えてくれます。

専売公社が禁止する

伊豆大島の実験基地

その選択の自由はあるはずです。

公社自身が天然の海塩を国民に供給するつ

もりがないというのなら、私たち自身で天然

海塩をつくり、希望者と分配しよう。それは

営利のためではなく、健康自衛のために行な

うのであり、憲法に保証された「健康な生活J

を営もうとする、当然の権利であります。

ひとりでも多くの方が「塩の危機J、すなわ

ち日本人の健康の危機に気づいてくださり、

自分や、わが子の健康を守るために、この天

然海塩の自主流通運動に参加くださるよう希

望いたします。

味は最高、健康にもよい

日本では、昔は、塩田で塩がつくられてい

ました。塩田製塩法は、天日によって海水を

濃縮し、濃くした海水を火力で煮つめるとい

う方式。精製技術が導入されるまでは、比較

的良質の自然塩がつくられていました。タワ

ー式天然製塩法は、さらに良質の、最高品質

の自然塩をめざして開発されたもの。

自然塩の品質にもつとも大きな影響を与え

るのは、塩が結品をむす.:t段階にあります。

このとき火力を用いて急速に結晶をむすばせ

ると、最高品質の自然塩はできません。

タワー式は、火力をまったく使わない完全

天日製塩法。平温のままで、時間をかけて、

じっくりと結晶させます。そうすると、海水

に含まれている徹量成分を、バランスよくと

りこんだ塩ができるのです。

こうしてつくつた天然海塩は、味はまろや

天然海塩の配布

ところが、専売公社は、「製造は許可したが、

配布はいけないJと 言う。一方では、安全性

に疑間があり、味もまずい化学塩を国民に押

しつけながら、「音のような天然の塩がほしいJ

という国民の要望に、公社に代ってこたえよ

うとする民間の研究団体が、ようやく完成し

た天然海塩を、「たとえ無料でも、配布しては

ならぬ、廃棄せよ」というのです。

健康自衛のために

天然塩を自綸 しよう

塩は、タバコやアルコールとは違い、生命

を維持するのに必要不可欠の基本食品です。

化学塩の良否については、公社も異論のある

ところでしょう。しかし、少なくとも私たち

には、化学塩を選.いか、天然の海塩を選、
"か

実験成功′波力揚水装置

天然塩の自主流通を要求する運動をおこそう′
―-34-―



どこからもカネの出ない、自然塩運動に資金援助をノ

皆さんに、是非のお願いごとがあります。

このお願いは、日本人として「人類的立場」に

立つ、きわめて重大なお願いです。それは、

私たちが毎日、日にする「塩」に関することで

す。ナーンだ、たかが塩だったのか、などと

一笑に付さないで〈ださい。今や、ことは重

大なのです。

塩力̀人 間の生命にとって、いかに大切なも

のであるかは言うまでもありません。でも、

塩は、専売公社がキレイな品物を安く、安定

して供給してくれているから心配はいるまい、

と思われるかもしれません。しかし、それは

とんでもない時代錯誤です。

今の公社のようなliで、皆さんが子供を生

み、育てることを、私は許せません。それは

インスタント食品で育てるのと同様、断じて

してはなりません。

私は、公社の塩を食べようとは思いません。

あれはたべものではありません。あれは製法

の理念からいっても、また純度からみても、

いわば「分析用試薬」です。私は、日にすべ

き塩は、生命の源であるところの海水から、

主成分たる NaCI〔塩化ナトリウム〕だけを引

きぬこうとするのではなく、逆に、水を引きぬ

いてつくられる塩でなくてはならないと考え

ます。

塩化ナトリウムの場合は、急激な変化とし

ては、直接、あなた方の生化学反応にはあら

われません。けれども、たとえば妊娠現象を

介して、次の世代へと、ゆるやかに、恐るべ

き変化をもたらすのです。この目にみえない

毎日の徹小な変化こそ、病変や催奇変化の元

基につながっています。

イオン交換塩は製造開始9年 目に突入し、

この塩で育ちはじめた子が8歳 にもなんなん

としている現在、オタオタしているときでは

ありません。かれらの罹病率、催奇率、体質

低下率の増大は、全国統計的に目にみえてい

ます。なにもこれが、塩ひとつの原因である

とは申しませんが、主演者のひとつであるこ

とに疑いをもちません。

私から皆さんへのたってのお願いというの

は、年に601Xl円 の会費で、私たちの会に入会

くださり、私たちの研究や啓蒙活動に助力し

てほしいということです。この運動は、専売

公社という国家権力が、国民に昔の塩のよう

なく真の海〉を食べさせるべきであると改′しヽ

するまで続けなければなりません。それまで

に10年かかるなら、6万円を全日本人のため

に喜捨してください。良質の天然海塩を、国

―

このアンケー 日こお答え

)昭和 46年 、塩田は全廃され、イォン交換式
による化学塩になっていたの を一―

a知 っていた   b知 らなかった

●高純度に精製された塩は、生体によくない

影響があることを一―

a知 っていた   b知 らなかった

'専
売公社は、昔のような天然の海塩を一―

a復 活すべきだ   o必 要ない

くださった方には粗品を進呈 します。

,「 赤穂の天塩」なとの再製 自然塩 を ――

a 知 っている  b知 らない
cい ま使 っている

)あ なたは、化学的方法を用いないで、海か
ら製造 した「天然海塩」が  一

民のだれもが、自由に入手できるようになる

までは、何年であろうががんばり、たとえ裁

判ぎたが起こるにしてもやめません。

この問題は、日本人のだれかがやらねばな

りません。なぜなら、イオン交換膜法でつく

った塩を、国家専売で国民に押しつけている

国は、世界広しとはいえ、わ力̀日 本国一国だ

けだからなのです。だからお願いしている次

第です。ひとりでも多くの人にすすめてくだ

さい。お願いします。

日 本 食 用 塩 研 究 会 発 起 人

東京水産大学長・晨学博士 天 野 慶 之

星薬千斗大学教授・薬学博[ 今 ll 一  男

厚■i荘病院長・医学博 l: 牛 尾 盛 保

桜美林大学教授 晨
=博
士 りll 島  四 良F

塩の会 主宰      佐 イ自 よ し 子

日本CI協 会会長    桜 沢  里 真
宇都宮だ 名́諏 授  茂 野 悠 一
日本消費者連盟代表   竹 内 直 一
旧食用塩調査会研究員代表 谷   克 彦
元大阪大学教授 医学博七 九 山   博
元島津製作所中央研究醸・IF踊士 宮  沢  秀  HJl

大阪府立大学教授.理学憚士 武者宗 一郎

日本食用塩研究会は 自然塩復活 運動 に共鳴

された 有志 の方々の浄貝オと労 力提供 により

成 り立 っています。ひとりて も多 くの方が

ご賛助 くださいますよう お願 い します。
●会員の種類

①贅助会員 研究会に賛助くださるイ国人また
は団体。年会費=1口 6.000円。

②特別賛助会員 年会費=1口 60,∞0円。
③誌友会員 会誌の購読者。年会費=3′ 000円。
④正会員 会の運営に参画し、会をlt持する
社団の構成員。年会費=1□ 120.000円 。
(わ しくはお問い合せください。

*入会された方には 祖品を進呈し 機関誌
rいのちと海』(隔月刊)を送ります。

●入会方法

氏名(フ リガナ)郵便番号 住所 電話番号
会員種別を読みやすい字てお書きの上 会費
をそえて、郵便振替または現金書留て下記へ。

社団 日 本 食 用 塩 研 究 会

〒 151東京都渋谷区大山町■ 5

日本 CI協会内 803-469-7631
郵便振替 東京 0-90407

貴会の趣旨

●氏名

に賛同し、入会いたします。

●明 大 昭  年生  ●職業

●住所 (〒

●会員種別 質助 年キ月1賛助 誌友 正会員 ●送金方法

a ほしヽヽ b必 要ない

)天 然海塩の 自主流通運動を―

a支 持す る   b必 要ない

)●氏名 ( 才 )●住所 (〒



か化幸薬品になダいたお塩
然海塩 !%溶液

だれにでもてきる優劣実験

●金魚の実験
水道 水に金魚を入れると、消毒薬のために

弱 って早く死んでしまう。 そこで、弱った金

魚 を一時的にうすい塩水に入れてやると、生

きかえることが知られています。 これを応用

して塩の品質の比較実験 が できます ,

そのやり方は、高純度塩 (公社の食塩や精

製塩など )と 自然塩 (天 然海塩が理想的 )の

約 1%溶 液をつくり、元気のよい全魚を数匹
入れて観察 します。 エサは 与えないのでいず

れみな死にますが '11存 期間に大きな差があ

ります。

●アサリ員の実験
アサ リ員を食べるとき、員の中に砂が入っ

ていると、ジャリジャリして食べにくい。 そ

こで、普通、員を塩水につけて、砂出しをさ

せてか ら食べています。 これ をそのまま塩の

品質の比較実験に応用できます。

そのやり方は、高純度塩 と自然塩の35%溶

液をつくり、元気のよい、新鮮 なアサリ員を

入れて観察 します。 自然塩の方は、クチや足

をのびのびと大きく出 し、 シューと水をはい

た り、クルクル動いた りするのに対して、高

純ナ支塩 では、クチを少 しだけだして、仕方な

く呼吸 している感じで、あま り活動しません。

(こ の実験は夏におこない ます。寒いとアサ

リ員は活動 しないので、差がわかりません )

昭和46年  塩業近代化臨時措 置法 国会通過。

塩田廃止反対 イオン塩反対運動。
昭和 47年  食用塩調査 会結成  学術調査開始。
再製 自然塩発案。マスコ ミ大いにさわ ぐ。

昭和 48年 赤穂の天塩  伯方の塩 誕生。第
1回塩つ くリワークキ ヤンプ(伊豆下田)製
塩法の研究開始。公社  つけ もの塩発売。
昭和49年  沖縄の塩復活運動。 シママース誕

生。第 2回塩つ くリワークキ ヤンプ (沖縄 )開

催  タワ ー式天然製塩法 の研 究開始。
昭和 50年 沖縄に研究所 を設 ける。
昭和 51年 沖縄;き 上 げ、伊豆大島に研究所

を再設。 タワー式を本格的 に研究はじめる。

昭和 52年  食用塩調査会再組織。機関誌 rぃ

のちと海 J発刊。

昭和 53年  タワー式天然 ,毎塩 の試作品完成。
第 3回塩つ くリワークキ ヤンプ (伊豆大島 )。

昭和 54年  4月 、食用塩調査会 を発展的に解

消 、社団 日本食用塩研 究会 を新設。第 4回塩

つ くリワークキヤンプ。 11月  専売公社より
天然塩製造許可おりる。

昭和 55年  天然海塩 自主流 通運動 を開始。

ヽ

品   名 塩化ナ トリウムの純度 生 産 万 法 と 特 微

公

社

塩

食 塩 99.0%以上 イオン交換 膜法による化学塩。並塩 には 多少ニガ リを .ζ、

くむ(実際 には98%く らい )が 、イオン交換膜によって、
ミネラルバランスが破壊されている。並 塩 95.0%以上

特級精製塩 99.8%以上 試薬塩化ナ トリウム と同 じ純度。

輸 入原塩を化

学精製し、加

工 したもの。

精 製 塩 99.5%以上 l kg袋 には湿気防止添加物入り

食 卓 塩 99.0%以上 湿気防止のため、添加物04%添 加。

ク ッキ ング
ソ  ル   ト 99.5%以上 湿気防止のため、添加物015%添 加。

つけもの塩 95.0%以上 自然塩運動 に刺激されて発売された もの。 輸入原塩を洗

漁・粉砕 して、 リンゴ酸やクエン酸 を添加。

自

　

然

　

塩

伊勢神宮の塩 85%前 後 1300年つづいている入浜式塩 田による昔なが らの塩

能 登 の 塩 90%前 後 観光用に残された揚浜式塩田による昔なが らの塩。

赤穂の天塩 9:%前 後 メキンコ産天日原塩と中国産天然ニガリを溶解 再製した特殊用塩

式

塩
一
海

ワ

然

夕

天 8:%前 後 新開発のタワー式天然製塩法による試作品。火力をいっさい使わない

ので、徹量ミネラルが豊富に、バランスよく,`、くまれている。

自然塩 と公社塩の純度 とその特徴



じですか?いつのまに
塩化ナ トリウムの繍度の推移

まずくなったお塩
つけものもつかりにくい

昔の塩は粒子があらく、しっとりと湿り気

を.ふ、くんでいて、味はまろやかで、吸い物や

つけものに使うと、なんともいえない妙味を

弓|き 出してくれました。ところが、最近の塩

ときたら、色はまっ自で、サラサラして盛り

塩もできないし、味はビリッとからいだけで

うま味がありません。つけものや梅千やみそ

も、昔のように上手にできなくなりました。

この原因は、自然の塩を精製してしまって、

まるで化学薬品のような高純度にしてしまっ

たからです。

NaCH00%でよいか?
心配される精製の書

現在、専売公社で出している塩はNaCl〔塩

化ナトリウム〕99%以上、ほとんど100%に 近
い高純度です。塩にかぎらず、どんな食品で

も、精製して天然の成分バランスをくずすと、

健康に悪影響をおよぼすことが知られていま

す。たとえば、精製糖(白砂糖)は、虫歯をつ

くつたり、骨をもろくしたり、内蔵を弱くし

たり、細菌の繁殖しやすい血液をつくるなど

恐るべき弊害をもたらします。

砂糖はなくても生きてゆけますが、塩は生

命を維持するのに不可欠の基本食品です。そ

の塩までが薬品化されているとあっては、 日
本人全員の衰亡にかかわる一大事です。

1300年つづいた塩田は

昭和46年末、全廃された

日本で製塩業がはじまって13∞年。その間

海水濃縮の技術は変化しましたが、一貫して

太陽熱や風などの自然力を利用してきました。

ところが、昭和46年 12月 、世界ではじめて、

《イオン交換式)と いう化学的製塩法による

工場生産に切り換えられ、全国の塩田は全面

的に廃止されてしまったのです。

当時、化学塩反対、塩田廃止反対、自然塩

保存の運動が全国的に展開されましたが、塩

業近代化臨時措置法は国会を通過し、ついに

塩田は姿を消しました。

安全性に問題はないか

イオン交換式化学塩

イオン交換式とは、くわしくは〈イオン交

換樹脂膜電気逓析法)と いうょうに、石油系

の合成樹脂であるイオン交換膜という薄い膜

をたくさん並べ、海水に電流をながして、ナ

トリウムイオンと塩素イオンを集めるという

もの。このような化学的方法によって食品を

製造するとなると、当然、その安全性が′心配

されます。ちなみに、イオン交換式製塩法は

もともとソーダエ業用に開発されたものを食

用に転用したものなのですから。

イオン交換式には、次のような問題点が考

えられます。

①生産効率をあげるために、濃塩酸 (かつて

は硫酸も)を使っていること。

②塩酸を中和するために、カセイソーダなど

の化学薬品を使っていること。

③海水に高電圧をかけていること。

④イオン交換膜によって、天然のミネラルバ

ランスが入工的に破壊されてしまうこと。

⑤海水中に含まれてぃる各種のビタミンや酵

素などの有機質が排除されてしまうこと。

⑥交換膜が溶出する危険があること。

②イオン交換式塩業7社のうち5社までが、

瀬戸内海の汚染海水を使用していること。

また品質面だけでなく、一名、石油製塩と

いわれるほど石油にたよっているため、将来

のコスト高が′心配されます。事実、低コスト

化のために導入されたにもかかわらず、逆に

大幅の値上りをつづけています。



消
費
者
グ
ル

公
社
へ

l

プヽ

タ
ワ
ー
塩
払
い
下
げ
を
陳
情

日
本
食
用
塩
研
究
会

●
タ
ワ
ー
塩
″試
食
″
の
要
望
書
を
提
出

塩
の
会
は
、
去
る
１
月
２４
日
、
虎
の
門
に

あ
る
日
本
専
売
公
社
塩
事
業
本
部
を
お
と
ず

れ
、
〃
研
究
用
自
然
塩
の
払

い
下
げ
に
関
す
る

要
望
書
″
を
飯
田
本
部
長
に
手
渡
し
た
。

「
塩
の
会
」
は
、
東
京

。
中
野
の
佐
伯
吉
野

さ
ん
の
呼
び
か
け
の
も
と
、
東
京
近
辺
の
消

費
者
グ
ル
ー
プ
が
、
塩
問
題
を
中
心
に
結
集

し
た
会
で
、自
然
塩
運
動
の
初
期
よ
り
、物
心

両
面
か
ら
研
究
会
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
。

昨
年
■
月
の
タ
ワ
ー
式
天
然
海
塩
製
造
許
可

の
許
可
条
件
で
あ
る

″
生
産
塩
は
廃
棄
す
る

こ
と
″
の

一
文
に
、
「
そ
ん
な
バ
カ
な
…
…
。

捨
て
る
く
ら
い
な
ら
、
私
た
ち
が
試
食
を

い

た
し
ま
す
」
と
立
ち
あ
が

っ
た
も
の
。

当
日
は
、
各
地
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
十
二

名
が
、
塩
出
啓
典
参
議
院
議
員
の
立
ち
合

い

の
も
と
、
公
社
に
掛
け
合

っ
た
。

●
公
社
―
―
ま
ず
く
て
食
用
に
な
ら
ぬ
↑
↓

し
か
し
、
公
社
側
は
、
何
も
知
ら
な

い
素

人
が
面
倒
な
こ
と
を
言

っ
て
き
た
、
適
当
に

あ
し
ら

っ
て
お
こ
う
、
と
い
っ
た
態
度
で
、

な
ん
と
か
煙
に
ま
こ
う
と
い
う
調
子
。

「
公
社
の
塩
は
、
現
在
、
ト
ン
当
り
〓
、
ｏ
吾

円
く
ら
い
だ
が
、
タ
ワ
ー
塩
は
ト
ン
当
り
三

〇
〇
万
円
く
ら
い
に
つ
き
ま
す
よ
。
現
在
、

大
島
で
四
名
の
方
が
塩
を
造

っ
て
い
る
が
、

一
人
当
り
の
人
件
費
が
少
な
く
と
も
年
に
二

〇
〇
万
円
は
か
か
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、

申
請
量
は
二
、
八
ト
ン
だ
。
こ
れ
で
は
ト
ン

当
り
三
〇
〇
万
円
、
キ
ロ
当
り
三
千
円
に
も

つ
き
ま
す
よ
」
と
、
事
業
家
な
ら
ず
と
も
吹

き
出
す
よ
う
な
コ
ス
ト
計
算
を
し
て
脅
し
て

み
た
り
、
あ
る
い
は
、
タ
ワ
ー
塩
の
サ
ン
プ

ル
を
見
せ
て
、

「大
島
で
造

っ
て
い
る
の
は
こ
ん
な
塩
で
す

よ
。
な
め
て
み
な
さ
い
。
ピ
リ
ピ
リ
し
て
、

と
て
も
食
用
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま

せ
ん
よ
」
と
言
う
。
み
る
と
、
扁
平
状
の
大

き
な
結
晶
で
、
妙
に
に
が

い
。

な
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
タ
ワ
ー
塩
に
は
違

い

な
い
が
、
結
晶
箱
の
表
面
を

ソ
ッ
と
は
が
し

た
、
ニ
ガ
リ
が
結
晶
の
表
面
に
つ
い
た
ま
ま

の
、
製
品
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
製
品
に
仕

上
げ
た
タ
ワ
ー
塩
は
、
あ
ん
な
大
き
な
一扁
平

形
で
は
な
い
し
、
脱
水
し
て
表
面
に
つ
い
た

ニ
ガ
リ
も
と

っ
て
い
る
の
で
、
な
め
て
も
に

が

い
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
日
集
ま

っ
た
主
婦
た
ち
は
、
長
年
、

タ
ワ
ー
式
の
研
究
を
応
援
し
て
来
て
大
島
の

現
地
を
訪
れ
た
人
た
ち
な
の
で
、
「
な
に
、
こ

れ
。
こ
れ
、
ほ
ん
と
に
タ
ワ
ー
の
塩
？
…
…
」

と
疑
惑
の
声
を
上
げ
た
。

●
佐
伯
さ
ん
―
―
健
康
な
子
孫
を
残
す
こ
と

が
女
の
使
命

こ
れ
に
対
し
て
佐
伯
代
表
は
、

「
私
た
ち
は

一
介
の
主
婦
で
す
が
、
健
康
な

子
孫
を
生
み
、
育
て
る
と
い
う
女
性
と
し
て

の
大
切
な
役
目
が
あ
り
ま
す
。
男
の
方
た
ち

に
は
お
仕
事
の
都
合
上
、
い
ろ
い
ろ
と
駆
け

引
き
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
私
た
ち
女
に
は
、

そ
ん
な
商
売
と
か
、
政
治
や
法
律
上
の
こ
と

よ
り
、
立
派
な
子
孫
を
育
て
る
と
い
う
こ
と

が
、
何
よ
り
も
先
決
で
す
。

お
塩
の
こ
と
も
、
科
学
的
に
ど
う
と
か
、

こ
う
と
か

い
う
こ
と
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
本
能
的
に
、
ど
ん
な
塩
が
体
に
よ
い
か

分
か
り
ま
す
。
タ
ワ
ー
塩
も
、
何
も
こ
れ
で

商
売
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
塩
を
実
際
に
漬
け
も
の
や
、
お
味
噌
や

料
理
に
使

っ
て
み
て
、
試
食
し
て
み
た
い
の

で
す
。
法
律
的
に
は
い
ろ
い
ろ
と
問
題
も
あ

り
ま
し
ょ
う
が
、
私
た
ち
の
子
孫
の
た
め
、

大
き
く
は
日
本
民
族
の
た
め
に
ど
う
ぞ
ご
融

通
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

こ
の
運
動
の
信
念
を
述
べ
た
。

●
公
社
、
善
処
を
約
束

飯
日
本
部
長
は
、
「
そ
う
い
わ
れ
る
と
男
と

し
て
は
弱
い
ナ
ァ
。
公
社
と
し
て
も
、
法
律

を
盾
に
と

っ
て

一
方
的
に
ダ
メ
だ
と
い
う
つ

も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
こ
ま
で
お

っ

し
ゃ
る
の
な
ら
、
法
律
の
範
囲
内
で
な
ん
と

か
で
き
る
よ
う
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
約
束
し

た
。

「
た
だ
し
、
昨
年
の
台
風
の
被
害
で
装

置
が
こ
わ
れ
る
な
ど
し
て
、
現
在
は
ま
だ
塩

は
生
産
で
き
な
い
よ
う
で
す
か
ら
、
も
う
少

し
生
産
量
が
上
が

っ
て
か
ら
、
も
う

一
度
相

談
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。

台
風
被
害
は
昨
年

い
っ
ぱ

い
で
片
づ
き
、

一
月
に
は
四
〇
〇
キ
ロ
近
い
生
産
量
が
上
が

っ
て
い
る
。
塩
の
会
で
は
、
二
月
こ
ろ
、
再

び
公
社
を
訪
れ
る
予
定
に
し
て
い
る
。

こ
こ
に
縮
刷
し
ま
し
た
４
ペ
ー
ジ
の
案
内

書

（実
物
は
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
Ａ
４
判
）

を
、
あ
な
た
の
知
人
や
、
所
属
の
団
体
、
あ

る
い
は
自
然
食
品
店
な
ど
で
配

っ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
か
／

必
要
部
数
と
送
り
先

（電．
許
番．
号。
も。
）
を

ご

一
報
く
だ
さ
れ
ば
、
発
送
し
ま
す
。

（無

料
で
す
）
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グリーンクラブ会員募集
1980年 1月

-19804の幕あけにあたり、グリーンクラブヘの入会をおさそいします―

「グリーンクラブ」は全国各地に点在 し、ひとり玄米食を実行している独身の方々が、一つの集いをもっ

て、励ましあい、語りあい、困った時には助けあい、共に玄米人生を高めあって心身の健康的親睦をはか

り、願わくば良きカップルの誕生を祈って、大切に育みたい……という目的をもって発足 し、早や 1年 に

なろうとしています。

昨年は顧間の先生方のご協力をえて、 5月 に東京の清澄庭園での発足 (ロ ー ドクラブと合同)、 8月 には

長寿の里「綱原」においてロー ドクラブと合同のサマーキャンプを行ないました。

会のほうもこの一年間全国各地よりの人会者も増え、現在は会員同士の意見交換として「グリーンクラ

ブ回覧ノー ト」や「グリーンクラブニュース」を発行 し、会員お互いの意思の疎通をはかっています。こ

の結果として思いのほか個性が発揮 され、大変ユニークな「グリーンクラブ回覧ノー ト」ができあがって

います。しかし、各地に点在している会員が一同に会する機会に恵まれないのが現状です。

本年も各地の独身の方々の人会を得て、仲間の輸を拡げてゆき、より交流 しあう機会をつくりたいと考

えます。また一方会員を独身の人達だけにとどめず、玄米正食をしようとする方ならば、未婚、既婚、年

齢、男女を問わず入会をお待ちします。ハイキング、キャンプ、もちつき会、野草つみ、絵、書道、武道、

茶道、武道、洋和裁、音楽など楽 しい交流をはかりましょう/ また正食は知ったけれど現実の生活と結
びつけることが難かしいのが現状です。たとえば結婚披露t七五三、誕生会の料理作り、学校給食、主婦
が家をあける時の子供のあずかり所、妊娠、出産、病気の時の看護人、全国各地を旅行する際の食事の心

配、自給農業をやりたいが……等々悩みがあるときに横のつながりがあれば′心強いものです。この横のつ

ながりをより太くして、困ったことを解決する会にしたいと考えます。多くの皆様のご大会をお待ちして

おります。

人会ご希望の方は下記用紙に記入のうえ、年会費 5,000円 を添え事務局あてお送り下さい。

●顧  間/吉成知江子、大森英桜、大森一慧
●スタッフ/加藤大季、盛谷奈加、辻映三子、加藤千枝           ひろう
●事 務 局/〒 220Юl 神奈川県津久井町三井735、 TEL 0427(84)3163 カロ藤大季、千枝

キ リ ト リ 線

グ リー ンクラブ入会 申込書

他の連絡先

電 話 番 号

他の連絡先

家族構成(本人との関係 ) あなたの人生観、ユメ、 したいコト、希望……他なんでも(足 りないときは別紙で)

男

・
女 1歩計計¬議[圏

なるべく内容も 玄
米
歴

これから。

年

電 話 番 号 |
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丸 島 醤油 株 式 会 社
〒76144 香川県小豆島内海町 808798・ 2・ 2101

晰●道
●ヨガ研修生 募集中 .′

本部 〒188東京都府中市分梅1-30-1 8(0423)68-1932・ ……総合間い合せ

ヨガスクール●ひばリケ丘(西武池袋線)● 三鷹(井の頭線)● 烏山(京王線)● 新宿●府中

新
し
い
世
界
ヘ

正
食
の
よ
ろ
こ
び
）

玄
米
を
お
い
し
く

ガヽみ
ヽ

天 あ炊

発売元 天 味 釜 本 舗

〒150東京都渋谷区桜丘口T4番 24号

●(03)4632986・ 46137∞

豪送料 は全国無料 豪3-5回 の分割 払 も可

豪お店 にな tヽ ときは現 金書 留 て 直接 I・・申 し込 み下 さい

味
釜

特長
●いつまでも使 える

南部鉄製です●アル

ファー化 を持続 して

おい しく炊けます●

アル ミ製とちがって

健康安全です●苦な

が らの木のフタで炊

きあが りの味わいは

格別です●鉄分補給

のはたらきで貧血予

防に役 たちます●単

純構造で故障があ り

ません●煮 もの、炊

きもの、素 しもの、

炒めもの一― なんに

で も使 えます●ガス

火で使 えます。火ま

わ りはムラなくムダ

な く経済的です●新

工夫した落としブタ式

でふさこはれしません。

定価
(4ヽ )― -13,0∞ 円

1合 から3合炊 (541X c)

巾26Cm高 さ1“m
重さ約2 7kg

(大 )―-15,OIXl円

1合から7合炊 (1,260cc)

巾28Cm高 さ19 5Cm

重 さ約4 3kg
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献
　
一エ

手
巻
き
ず
し

野
菜
シ
チ

ュ
ー

デ
ン
デ
ン
タ
イ

コ
フ
ラ
イ

プ
チ
ガ
ト
ー

花
形
カ
リ
ン
ト
ウ

ク
レ
ー
プ

・
ド

・
ポ
ン
ム

フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ

こ
こ
で
用
い
る
油
は
、
い
つ
も
純
正
の
ゴ

マ
油
で
す
。
醤
油
も
古
式
製
法
に
よ
る
純
正

の
も
の
で
す
。
塩
は
ニ
ガ
リ
の
人

っ
た
天
然

塩
を
用
い
ま
す
。
水
は
出
来
る
こ
と
な
ら
丼

戸
水
を
使
い
た
い
も
の
で
す
。

桃
の
節
句
の
お
祝

い
用
に
献
，
を
考
え
て

み
ま
し
た
。
こ
れ
に
コ
ー
フ
ー
で
作

っ
た
コ

ロ
ッ
ケ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
を
加
え
る
と
、

子
供
達
に
喜
ば
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

÷
手
巻
き
ず
し

●
材
料

（５
人
前
）
＝
玄
米

（カ
ッ
プ
７
）
、

か
ん
ぴ
ょ
う

（３
本
）
、人
参

（１
本
）
、油
揚

げ

（３
枚
）
、き
ぬ
さ
や

（１０
個
）
、
の
り

（５

枚
）
、
ト
ー
フ

（〓
丁
Ｘ
卵

（１
個
）
、梅
酢

①
梅
酢
大
さ
じ
■
を
同
量
の
水
で
わ
り
、
炊

き
た
て
の
ご
飯
に
ふ
り
ま
ぜ
る
。

-41-



②
か
ん
び
ょ
う
は
塩
水
で
よ
く
も
み
、
水
を

さ

っ
と
か
け
る
。
出
し
汁
カ
ッ
プ
ー
と
醤
油

大
さ
じ
１
と
÷
で
、
弱
火
で
や
わ
ら
か
く
な

る
ま
で
煮
る
。
１５
セ
ン
チ
く
ら
い
に
切
り
、

３
つ
折
り
に
す
る
。

③
天
参
は
、
長
さ
６
セ
ン
チ
、
８
ミ
リ
の
角

切
り
に
す
る
。
塩
少
々
を
ふ
っ
て
、
よ
く
ま

ぜ
、
さ
っ
と
か
ら
炒
り
し
て
、
水
大
さ
じ
５

を
加
え
て
、
弱
火
で
や
わ
ら
か
く
蒸
し
煮
に

す
る
。

④
油
揚
げ
は
熱
湯
で
油
抜
き
し
、
横
長
に
置

い
て
、
た
て
に
１
セ
ン
チ
幅
に
切
る
。
出
し

汁
カ
ッ
プ
ー
、
醤
油
大
さ
じ
１
で
汁
が
な
く

な
る
ま
で
煮
る
。

⑤
き
ぬ
さ
や
は
、
熱
湯
に
塩
ひ
と
つ
ま
み
加

え
て
、
色
よ
く
ゆ
で
る
。

⑥
ト
ー
フ
は
水
を
切
っ
て
つ
ぶ
し
、
油
小
さ

じ
２
で
炒
め
、
さ
ら
に
細
か
く
つ
ぶ
す
。
塩

小
さ
じ
÷
、
醤
油
小
さ
じ
１
で
味
付
け
し
、

卵
を
溶
い
て
入
れ
、
手
早
く
炒
め
、
パ
ラ
リ

と
な
っ
た
ら
火
か
ら
お
ろ
す
。

①
の
り
は
、さ
っ
と
焼
い
て
４
つ
切
り
に
し
、

皿
に
盛
る
。

※
ご
飯
、
具
、
の
り
を
食
卓
に
出
し
、
各
自

で
好
み
の
巻
き
ず
し
を
作
っ
て
頂
き
ま
す
。

÷
野
菜
シ
チ
ュ
ー

●
材
料
＝
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

（１０
花
Ｘ
人
参

（中
１
本
×
玉
ね
ぎ

（中
３
個
）
、
コ
ー
フ
ー

（ふ
か
し
た
も
の
、
５０
グ
ラ
ム
）
、生
揚
げ
（２

枚
）
、
セ
ロ
リ

⌒１
本
Ｘ
椎
茸

（小
５
個
）
、
ロ

ー
リ
エ

（２
枚
）
、パ
セ
リ

（少
々
）
、
ベ
シ
ャ

メ
ル
ソ
ー
ス

（地
粉
カ
ッ
プ
÷
、
出
し
汁
カ

ッ
プ
５
、
油
大
さ
じ
÷
）

①
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
さ
っ
と
塩
ゆ
で
に
す

る
。
人
参
は
、
た
て
２
つ
に
切
っ
て
乱
切
り

に
す
る
。
玉
ね
ぎ
は
、
た
て
８
つ
切
り
。
コ

ー
フ
！
は
、小
さ
な
短
冊
切
り
。
生
揚
げ
は
、

た
て
３
つ
に
切
り
、
１
セ
ン
チ
厚
さ
の
小
口

切
り
に
し
て
、
油
で
さ

っ
と
揚
げ
る
。
セ
ロ

リ
は
５
ミ
リ
の
小
口
切
り
。
椎
茸
は
水
で
も

ど
し
て
、
細
か
く
切
る
。

②
昴
大
さ
じ
１
を
鍋
に
あ
た
た
め
、
玉
ね
ぎ

を
入
れ
て
よ
ぐ
炒
め
、
人
参
、
椎
茸
、
生
揚

げ
を
加
え
て
、
さ
ら
に
炒
め
る
。
出
し
汁
カ

ッ
プ
５
夕
、
塩
小
さ
じ
１
、
コ
ン
ブ
ー０
セ
ン

チ
、
ロ
ー
リ
エ
を
加
え
て
、
弱
火
で
じ

っ
く

り
と
煮
る
。

③
材
料
が
す
べ
て
や
わ
ら
か
く
な

っ
た
ら
、

ベ
シ
ャ
メ
ル
ソ
ー
ス
を
入
れ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ

―
、
セ
ロ
リ
を
加
え
、
味
を
と
と
の
え
る
。

最
後
に
自
ぶ
ど
う
酒
大
さ
じ
１
を
入
れ
て
仕

上
げ
る
。
器
に
盛

っ
て
、
パ
セ
リ
の
み
じ
ん

切
り
を
ふ
る
。
花
形
人
参
や
き
ぬ
さ
や
を
飾

る
と
見
ば
え
よ
く
な
る
。

キ
一゙ア
ン
一゙ア
ン
タ
イ
コ
フ
ラ
イ

●
材
料
＝
玉
ね
ぎ

（小
４
個
）
、カ
リ
フ
ラ
ワ

ー

（５
花
Ｘ
ブ
ロ
ッ
コ
リ

（５
花
）
、さ
つ
ま

芋
（１
セ
ン
チ
の
輪
切
り
、５
個
）
、人
参

（１



セ
ン
チ
の
輪
切
り
、
５
個
）
、竹
串

（１０
本
）
、

バ
ン
粉
、
地
粉
、
大
根
お
ろ
し
、
醤
油

①
玉
ね
ぎ
は
、
１
セ
ン
チ
の
輪
切
り
に
し
、

串
に
さ
し
て
、
さ

っ
と
ゆ
で
る
。
人
参
は
、

塩
を
少
々
ふ
り
、
さ
っ
と
ゆ
で
、
や
わ
ら
か

く
煮
る
。

②
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
さ

っ
と
ゆ
で
て
塩
を

ふ
っ
て
お
く
。
プ
ロ
ッ
コ
リ
も
同
様
。
さ
つ

ま
芋
も
残
り
の
湯
で
、
か
た
ゆ
で
に
し
て
お

く
。
そ
れ
ぞ
れ
に
串
を
さ
し
て
お
く
。

０
地
粉
を
天
プ
ラ
の
衣
く
ら
い
の
か
た
さ
に

と
き
、
材
料
に
つ
け
、
バ
ン
粉
を
ま
ぶ
す
。

油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
て
、
大
根
お
ろ
し
を
添

え
て
供
す
。

■
プ
チ
ガ
ト
ー

●
材
料
―
地
粉

（カ
ッ
プ
４
）
、油

（大
さ
じ

４
）
、
シ
ナ
モ
ン

（小
さ
じ
１
）
、塩

（小
さ
じ

÷
）
、水

（少
々
Ｔ
…

以
上
は
パ
イ
皮
用
。

ア
ー
モ
ン
ド

⌒３０
グ
ラ
ム
）
、カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ

ッ

（３０
グ
ラ
ム
）
、
ク
ル
ミ

⌒３０
グ
ラ
ム
）
、
レ

ー
ズ
ン

（大
さ
じ
２
）
、
ク
ズ

（大
さ
じ
２
）
、

卵

（１
個
）

①
木
の
実
は
、
全
部
あ
ら
み
じ
ん
切
り
。
レ

ー
ス
ン
は
２
つ
切
り
に
し
、
同
量
の
ぶ
ど
う

酒
に
３０
分
く
ら
い
つ
け
る
。

②
レ
ー
ズ
ン
を
つ
け
た
ぶ
ど
う
酒
で
、
約
同

花形カリントウ

プチガトー
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量
の
ク
ズ
を
と
き
、
木
の
実
と
レ
ー
ズ
ン
に

ま
ぜ
る
。

③
地
粉
に
油
と
シ
ナ
モ
ン
、
塩
を
加
え
て
、

手
で
よ
く
も
み
ま
ぜ
、
水
を
少
し
ず
つ
加
え

な
が
ら
、耳
た
ぶ
く
ら
い
の
か
た
さ
に
ね
る
。

ぬ
れ
布
巾
を
か
け
て
、約
１
時
間
ね
か
せ
る
。

④
③
を
２
ミ
リ
厚
み
に
の
し
、
直
径
６
セ
ン

チ
く
ら
い
の
筒
型
で
抜
く
。
真
ん
中
に
②
を

大
さ
じ
１
く
ら
い
の
せ
、
パ
イ
皮
の
三
方
に

水
を
ぬ
り
、
両
ゆ
び
で
三
角
に
つ
ま
ん
で
お

さ
え
る
。
と
き
卵
を
ぬ
っ
て
、
熱
し
た
天
火

に
入
れ
、
中
火
よ
り
や
や
強
め
の
火
で
約
１５

分
焼
く
。

÷
花
形
カ
リ
ン
ト
ウ

プ
チ
ガ
ト
ー
の
残
り
の
皮
に
、
炒
リ
ゴ

マ

を
少
々
ま
ぜ
、
２
ミ
リ
く
ら
い
の
厚
み
に
の

ば
す
。
い
ろ
い
ろ
な
花
形
で
抜
き
、
弱
火
で

カ
ラ
リ
と
色
よ
く
揚
げ
る
。

■
ク
レ
ー
プ
ト

索

ン
ム

●
材
料
＝
ソ
バ
粉

（カ
ッ
プ
ー
＋
）
、地
粉

（カ
ッ
プ
÷
）
、卵
（１
個
Ｘ
塩

（小
さ
じ
〓
）
、

水

（カ
ッ
プ
ー
〓
了
…
。以
上
ク
レ
ー
プ
用
。

リ
ン
ゴ

（１
個
Ｘ
南
瓜

（冷
凍
、
÷
袋
Ｘ
塩

（小
さ
じ
÷
）
、油

①
ソ
バ
粉
と
塩
を
よ
く
ま
ぜ
、
溶
き
卵
を
加

え
て
、
さ
ら
に
よ
く
ま
ぜ
、
水
を
少
し
ず

つ

加
え
な
が
ら
糸
を
ひ
く
く
ら
い
の
濃
さ
に
す

スつ
。
②
リ
ン
ゴ
は
皮
を
む
き
、
小
さ
く
切

っ
て
、

塩
水
に
つ
け
る
。
弱
火
で
や
わ
ら
か
く
煮
て

つ
ぶ
す
。
南
瓜
は
ふ
か
し
て
、
皮
を
む
き
、

裏
ご
し
し
て
、
塩
少
々
を
ふ
っ
て
甘
味
を
出

＋９
。
③
フ
ラ
イ
バ
ン
に
油
を
ひ
き
、
①
を
玉
杓
子

に
８
分
目
く
ら
い
す
く
っ
て
流
し
、
中
火
で

焼
く
。
上
ま
で
火
が
通
っ
た
ら
、
フ
ラ
イ
パ

ン
を
ふ
っ
て
、
ポ
ン
と
ク
レ
！
プ
を
ひ
っ
く

り
返
し
、
５
秒
く
ら
い
焼
い
て
仕
上
げ
る
。

④
度
が
焼
け
た
ら
、
す
ぐ
真
ん
中
に
②
を
大

さ
じ
２
く
ら
い
の
せ
て
、４
つ
折
り
に
す
る
。

■
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ

●
材
料
＝
リ
ン
ゴ
（１
個
）
、
み
か
ん
（２
個
）
、

玉
ね
ぎ

（〓
個
）
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

（５
花
）
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ

（少
々
）
、
レ
タ
ス

⌒少
々
）
、オ

リ
ー
ブ
油
（大
さ
じ
１
÷
）
、塩
⌒小
さ
じ
１
）
、

シ
ナ
モ
ン

（小
さ
じ
÷
）

①
リ
ン
ゴ
は
皮
を
む
き
、
た
て
８
つ
切
り
に

し
、
塩
水
に
く
ぐ
ら
せ
、小
口
切
り
に
す
る
。

み
か
ん
は
皮
を
む
き
、
１
ふ
さ
を
４
つ
に
切

る
。
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
塩
湯
で
ゆ
で
る
。

玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
。

②
ボ
ー
ル
に
オ
リ
ー
プ
油
、
塩
、
シ
ナ
モ
ン

を
入
れ
、
よ
く
ま
ぜ
、
玉
ね
ぎ
を
加
え
て
、

２０
分
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
お
く
。

③
②
に
①
を
入
れ
て
よ
く
ま
ぜ
る
。
器
に
レ

タ
ス
を
２
２
３
枚
し
い
て
、
そ
の
上
に
盛
り

合
わ
せ
る
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
を
上
に
飾
る
。



*カ ムカム鍋は多数ご注文頂き、出荷が遅れてご迷惑をおかけしています。

少々お待ち願います。

そ  l k9 500円

田 舎 う ど ん  l k9

特製おぼろ昆布  "9
″ とろろ昆布  509
南部せんべい (ピーナツ)

″  (ク ル ミ)

玄米せんべい(番油味) loo9

葛    粉  l k9
三 年 番 茶 6009

お ろ し 皿   1つ

国産無農薬豆みそ(甘口)

″   (辛 口)
手づくりしょうゆ (辛口)

無農薬タマリしょうゆ

胡麻焙り用ほうろく

色が黒くて陽性な麦みそです。年季が入っているの

で、塩力淋占れており、味に丸みがあります。他のみ

そとあわせてお使いください。

100%国産小麦粉使用のこしのあるうどんです。

酢を使わずに手で漉いたコンブです。コンブの上品

な味が最高です。

砂糖を使っておりませんので後味のよいのが自慢です。

ショーユの素朴な味が楽しめるおせんべい。

ご愛用向きお徳用袋。

円を描くように卸すと早くでき、味に丸みがでます。

550F日

500F月

2501■ l

300F可

300Fヨ

230Fl

2700円

1900Fヨ

2200Fヨ

近日発売予定の食養家待望の品々です。

1煮
込み うどん、鉄火みそにどうぞ。

塩気のきいたサワャカな風味が身上です。

無農薬大豆で作られた食養家向きのしょうゆ。

かわいいフタのついたほうろくです。ゴマカ1よねても飛び散りません。

春です。ヒナ祭りです。 饗為 撃二革今ガ 玄米甘酒 i藁猟

■
Ｃ
ｉ
コ
ー
ラ
ス

（仮
称
）
参
加
歓
迎
ノ

３
月
１５
日

（土
）、
３‐
日

（月
）、
４
月
１４
日

（月
）
　

２６
日

（土
）
い
ず
れ
も
午
後
６
時
１
８
時
、
日
本
Ｃ
Ｉ
本
部
で
。

■
サ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
精
進
料
理
大
パ
ー
テ
ィ

３
月
１６
日

（日
）
１
時
１
４
時
　
横
浜

・
弘
明
寺
　
〈
ム
費

三
千
円

（本
誌
２
月
号
３９
ぺ
‐
ジ
参
照
）

多
数
お
申
し
込
み
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
予
約
分
を
お
寺

に
払
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
ま
れ
て
、
当
日
欠
席
さ
れ
る
と

非
常
に
支
障
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
お
越
し
下
さ
い
ま
せ
。

中
込
み
も
取
消
し
も
９
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
●
０
４

５

，
７
１
１

・
７
０
１
９

（山
県
）

■
本
誌
を
大
勢
の
人
に
見
せ
て
あ
げ
て
下
さ
い
／

郡
司
篤
孝
著

有

害
な

子

供
食

品

恐

る

べ
き

子

供
食

品

の
実
態

〃

七
月
社

刊

Ｂ
６
判
２０‐
頁
　
９
６
０
円

（〒
１２０
円
）
卸
し
可
、
Ｃ
！
ヘ

内
容
／
母
乳
ま
で
汚
染
／
添
加
物
だ
ら
け
の
粉
ミ
ル
ク
／

う
ま
い
パ
ン
ほ
ど
害
／
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
と
恐
ろ

し
い
添
加
物
／
別
添
ス
ー
プ
は
死
の
ス
ー
プ
／
ハ
ム

・
ソ

ー
セ
ー
ジ
の
疑
惑
／
恐
る
べ
き
コ
ー
ラ
類
／
イ
ン
チ
キ
飲

料
水
／
子
供
を
む
し
ば
む
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
／
噛
む
ほ
ど

害
の
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
／
カ
ス
テ
ラ

・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
／
食

用
油
の
カ
ラ
ク
リ
／

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
純
正
食
品
か
／
肥
満

児
と
サ
ッ
カ
リ
ン
／
強
化
食
品
の
毒
性
／
そ
の
他
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健
康
と
平
和
の
道
じ
る
べ

世
界
正
食
協
会

の
機
関
誌

●
購
読
ご
希
望
の
方
へ

「正
食
」
誌
は
、　
一
カ
年
分
前
納
、
送
料
こ
み
で

三
六
〇
〇
円
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
現
金
書
留

ま
た
は
郵
便
振
替

（
口
座
番
号

。
大
阪
５
６
３
１

３
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
購
読
開
始
月
、
お
名

前
、
ご
住
所
、
電
話
番
号
を
、
カ
イ
書
で
書
い
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
着
本
ま
で
の
期
間

ご
送
金
か
ら
着
本
ま
で
は
、
現
金
書
留
で

一
週
間

か
ら
十
日
、
郵
便
振
替
な
ら
約
半
月
か
か
り
ま
す
。

●
送
金
先
／
大
阪
市
東
区
大
手
通
二
―
五
―

一

（〒
５
４
０
）
世
界
正
食
協
会
　
編
集
部

（電
話
／
０
６

・
９
４
１

・
７
５
０
６
１
８
）

ミネラルの多い自然
繰「赤穂の天塩」精製 しない粗塩の味

◆昔から塩が作られていた塩田は、昭和
塩の生命 |ま

具嘗3曇曾[】曇3分  ◆         
「
II偏

|     ´́́_  食品の仕上りや墜に   
◆
房咎傷努[iT星 1奄 7集絶え実

『1_―
´´́
´  ́  ｀  決定的な役割りを     は、食生活の原点としての灯をともし

果たします つづけております。

響射自然塩普及協会
東京都新宿区百人町2丁目24番6号 〒160
803 ・364 ・2721

美術 印 刷 一般
製 造

販 売

拒 樹 社
Fケ 山 量 尉 知

草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111
〕表 !627～ 9番
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相談、GO書籍 PUテ ープ販売、卸・小売
よもぎ自然食品店 0903那覇市首里赤平町2-2(赤平バス停向)
80988・ 53・ 0795 *11～ 21 *①  *食養相談、 PU勉強会、
書籍販売

自然食品センター陽報 (よ うほう)0900那 覇市久茂地3-11-5
80988・ 61・ 7195 *9半～19 *①  l食養相談、正食料理教
室、書籍販売、純正食品、リマ化粧品卸・小売
味口 o900男β覇市泉崎1-911琉 球新報社向 a"88・ 66・ 5366*
9～ 19 *①祝 *自 然食品、玄米レストラン、陽報・泉崎店
沖縄陰陽研究会 0902那覇市松山2-234 8D88・ 68・ 6578 *
勉強会 (第四 上曜ヽ座談会 (第二金曜 )

子供の健康を守る母親の会 0903那覇市首里石嶺町4-5“Ю909
88・ 87・ 3801 *9半 ～20 *①祝 *正 食とPU勉強会、正食
料理研究会、野草摘みピクニック

自然食品店サンリヴ 0900那 覇市久茂地2-1314-銀 サービス
内 *食品、化粧品、その他、正食普及、配達可
比嘉健康食品センタ… 0900那覇市安謝51 80988・ 68・ 3090
正食の店 万然 0902那覇市寄宮156 富ω 88・ 54・ 0296 *11
～20 *①  *食養相談、書籍販売、純正1食品、リマ化粧品

く新  入 会 〉
友永ヨガ健康教室 0167杉 並区荻窪5251山 岸ビル 8“ 393・ 5
481 *9～ 20 *①祝 *友永淳子、ヨガ教室、健康教室、講
習会など

楽々堂 0250神奈川県小『 l原市堀ノ内 a髄 65・ 36・ 6258 *10
～18 *①祝 *針、灸、指圧、自然食品の販売
健康サロン 019011 東京樹

`西
多摩郡羽村町緑ケ丘2-1-2 8

0425・ 55・ 2297 *9:00～ 15:00*①  *食品、洗斉」、 許籍、化粧
品、器具販売、健康相談、配達、配送承ります。
ヤマト自然食センター 0242大和市中央6-3-22警察署ウラ804
6262・ 0020 *9半 ～19 *[1(第 4日 12営業)*三浦照織自然
食占:1500品 目店売り、グループ配j圭。ローヤルゼリー販売。

陰陽洞 0249神 奈川県逗子市逗 F5-3-28 8∝ 68・ 73・ 7137 *
10～ 19*①  *無 農薬野菜、無添加豆腐、自然食品、リマ化粧
品、食養11談、配達あり。

(旬徳陽書店 087011 大分市田尻45358∞ 75・ 42・ 1215 *10
:00～ 20:00*① 祝 *書籍販売、健康食品販売、松山医院長に
よる健康相談及び1[食指導
自然食品センター千葉駅前店 0280千 葉市弁天町580プラザ 1
F 80472・ 560888 *10～ 19 *無 休 *健康・美容相談、
小llみ ち先生料理教室 (第 1・ 3水 1在、11～ 14時 、会費 1回 1500円 )
自然食品センター船橋駅前店 0273船橋市本町5-1-8 8M74
・25・ 0350 *10～ 19 *無休 *健康・美容相談 (キキにヨガ、
催眠の臨床、経験豊富)

自然食福園 0530大阪市北区梅田1■ 15 806・ 341・ 7798
*売店 9～ 20、 食堂11～ 19半  *①祝 *自 然食レス トラン、
自然食品販売

鋼 味穂臨腱》
(雑毅普及会)

☆無晨薬野菜、農産物、海産物、雑穀、加工

品、食養相談、健康相談、美容相談、料理講習
宮古営業所 0027岩 手県宮古市大通3-4-25 室例 936・ 3・ 63
10 *10～ 18 *①  *岩 手の自然農・海産物、雑穀、加
工品の卸、小売、日本CI協会宮古支部
練馬営業所 0176東京都練,馬区栄田120 江古田栄町本通商
店街 803・ 948・ 5701 *10～ 20 *①
多摩営業所 019203 東京都八王 r市 下柚木180HЮ 426 7
6・ 1258 *8～20 *①
立川営業所 0190東京都立|1市柏町4514 80425・ 37・ 30
51 *9半～19半  *無
☆隣接区域配達、地方発送承ります。

大 森 英桜 先 生

PU正食医学食養療法講習会

毎月中旬の土曜と日曜の二 日間定期開講

詳細は電話でお問合せください。

大森 英桜 先生特 別個 人指導

別室で大森先生から1対 1で懇切な指導が受けら
れます。日時は上記講習会当日の午前11時までと
午後6時から。申込は毎月10日 まで電話で受付。

PU・ 食養・料理教室

いつでも個人指導が受けられる

◎疾患別食養療法講座

◎体質と疾患を見分けるPU体型学

◎病気の原因とコンペーセーションの法則

◎体質、疾患別主食、副食摂取

'◎体質、疾患別食養料理法

(実習を含む )

◎無形の食物の意義とその摂取法

◎手当法の実習

◎身心強化 PU生′舌法

詳細は電話で問合せ下さい。案内書進呈。

玄 米 食 養 実 修 道 場
◎いつでも入所できる。◎期間は 1泊 2日 。また

は2泊 3日 。このわずかな日時で却病造健、心身

強化、開運自在のPU食養法の要訣秘儀と、合気
甦体の秘法、瞬間活法を会得せじめる。

詳細は電話で問合せください。

輝く将来…指導者育成

男女内弟子募集
研心館本部 PU正食学園
大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29(〒 545)電話06・ 691・ 1590



天粒 (てんりゅう)マ クロビオティックセンター 0624舞鶴市
Jし田辺126-16本町バス停前 8y73・ 76・ 7126 *9～ 19 *無
*食養相談、自然化粧品、食品書籍取扱い

く大 阪〉
ヘルスマートムソー 0540大阪市東区大手通251a16・ 945・ 0
511 *9～ 19 *①
世界正食協会 0540大 阪市東区大手通2-5-1●

“

・941・ 7506

*9～ 18 *①  *料理教室 (毎火・本曜日)定例会 (第 1日
曜 )
ムソー食品谷町店 Or。43大阪市天王寺区谷町9-28 806・ 771・ 7
M5 *10～ 18半  *①
ナチュラルい 0547大 阪市平野区喜連東1210 806・ 709・ 11
63、 H83 *9～ 17 *① 半休① *純正食品、製造、卸、小
売

研心館本部食養道場 0545大阪市阿倍野区西田辺町2-2-29 8
06・ 691・ 1590 *9～ 21 *無  *無双原理研修、食養道場、
気の研究会、心身統一合気道

堀江自然食品店 じ550大阪市西区南堀江25(丸 新ビルA-102
号)劉 6・ 5田・2225*10～18 *①  *食品、リマ化粧品、書
籍、器具

健康普及会粉浜店 0559大阪市住之江区粉浜1-215 0“・673
・6473*10～ 19 *①祝 *自 然食品販売、食養指導、玄米試
食会

まるよし健康食品店 0561豊中市小曽根1-8-23 806・ 334・ lX188
*7半～19 *2・ 4① *料理、健康講習会 (月 2回 )松岡四
lF先生ほか

いはらはら刀根山薬局 0560豊中市刀根山4-3-51 806・ 854・ 2
Vl*8～ 22 *元旦を除き年中無休 *代 表取締役上西義直
自然食品の店

ミ
とんま、0583羽 曳野市古市14-20(ス ーパート

リオト前)●0729・ 56・ 0166 *10半 ～20 *① *健康講座月
1回 ヨーガ指導 (毎水・木曜)、 お好み焼
堺自然食品センター「康口」0590堺市竜神橋町126(南海本線
駅前)●0722・ 32・3357 *8～ 20 *①  *料理教室、健康相
談、漢方薬局、振替 大阪304407

山本祥□ (ソ フィー)0573枚方市高田2-2-2 PU学園 ay20
・53・ 2200 *福園、水 。金曜。健康相談、マクロピオティック
料理教室、PU勉強会、出張講師、食品、CO書籍販売
ABC関西地区正食品愛好協会 0572寝屋川市三井ケ丘413
80720・ 22・ 4555 *9～19*関西一円に宅配 (無料)整体指
圧と正食料理教室

く兵 庫〉
神戸ヘルスフーズ 0658神戸市東灘区住吉町室の内237井上ビ
ル (国鉄住吉駅北100m)日η8・ 822・ 2600*10～ 19 *④ *
食養相談、毎月第 2土曜美容相談
但馬健康学口 0668-01兵庫県出石郡出石町宮内1544 劉η965・ 2
・3931*無  *自 由人の故郷、ワークキャンプ (サマーキャン
プ)自然農園、足心道、竹細工、わらじづくり

く山 陰〉
日本そば店
11～ 24

ります。

愛健自然食品センター 0690島根県松江市雑賀本町65 8∝52
・25・ 3635 *10～ 19 *①  *民間療法指導

く山 陽〉
求道会道場 0709-37岡 山県久米郡中央町大琲和西1499(繁田湾
徳)●08686・ 8・0730 *9～ 21 *無  *七号食実修道場、求
道―
ミ
永遠の幸福を求めて、自然農法、陰陽五行、 PU村建設

ビバ健康ハウス本部 0733広島市榎町2-23 80822・ 93・ 832■代)
*9～ 19 *東洋医学研究会 (毎 月第3日 曜)、 自然食料理教室
(毎月第3木曜ヽ毎年夏休みに入って最初の金・土・日曜 (2

泊 3日 )健康合宿
皆実 C1 0734広 島市皆実町4-1-12 80822・ 55・ 2846 *平賀
佐和子、毎月第4土曜、例会 (料理講習、PU勉強会 )

0683鳥取県米子市旗ケ崎523■Ю859・ 32・ 1491 *
*無  *岡本幸子、PUの普及、はぶ茶、よもぎ茶あ
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明治製粉0 0726広 島県府中市中町536*小川清*めん類製造

人間医学社府中支局 0健康医学社広島総特約店 0726府中市
下辻町 80847・ 41・ 7668 ホ特に定めず *食 品、ライスピネ
ガー、リマ化粧品、書籍、真空浄血治療器、正食浄血指導

西日本自然食品センター 0722広 島県尾道市新浜1-6-21国道 2
号線沿 ●

“

48・ 22・ 5577 *9～ 6 *①祝 *自 然食品販売、
普及活動、PU研究会「自然食品会館」(純正食品マルシマ)
岩国自然食品センター 0740山 口県岩国市今津町1-5-9 808
27・ 21・ 5975 *9～ 18 *①祝 *正食研究会 (月 1回 )
ビオチーム健康社 0740山口県岩国市車田12-7-21 8“ 27・ 21・
2049 *ビ オチーム健康清涼飲料卸、電子治療器販売リース、
健康食品、健康食養相談

鶴島食品 0747山 口県防府市南松崎町5-48∝35・ 22・0347 *
例年 1月 と8月 中は休業 *「鶴島通信」(無料配布)に て催 し
ものを予告します。

山口健康生活センター 0753山 口市大市町2-2● 08392・ 3・ 1842
*10～ 18 *①  *健康教室、料理教室 (出張に応ず)西日本
健康自然食品協会

く四 国〉
アズマヤ

9～ 21

o760香 川県高松市紺屋町3-6● 0878・ 21・ 7665 *

愛媛純正食品センター 0790愛媛県松山市湯渡町10-22●0899
・43・ 6464(松山東高東300m)*8～ 20 *4③  *菅本フジ
子、健康相談、料理講習 (毎火曜)東洋医学会 (第 3日 曜)

く福岡 。大分 。長崎〉

八幡自然食品センター 0805福 岡県北九州市八幡西区八千代町
6-22 8093・ 621・ 4184 *9半 ～18 *1・ 30 事料理講習
(月 1回 )健康相談 (月 1～ 2回 )勉強会 (月 1回 )
上原商店 0837福岡県大牟田市字平野山1807-450(平 野山病院
前)E〕Э9445・ 5・ 8721 *9半 ～18半  *① *健康指導
未来を考える会・販売部 0879o2大分県宇佐市南敷田250本多
公子方 809783・20808 *特 に定めず *正 食料理教室、自
然農法研究会、健康・美容相談

般若日本自然療能研究所 0857長崎県佐世保市京坪町76●∞
56・ 25・ 0369

く熊本・鹿児島〉
***十粧 (じ つしょう)ナ チュラル下通店 0860熊本市下通
1-4-88Э 963・ 54・ 9161 *10～ 19 *第 1第 3①  *福 山敬救、
体質別食養相談、オリープ自然美容法相談 *1 30
+粧ナチュラル子飼店 0860熊本市東子飼町358∞ 63・ 43・ 40
43 *無  *福 山聖乃、体質別食養相談、オリープ自然美容法
い創美健社 0862熊本市新生1-3ι n (水辺動物園より東300
m)●0963・ 69・ 15C12 *8～ 20 *無体を原則 *配達可、体
質別食養・美容相談、有機野菜販売、沖縄自然塩販売

自然食品の店とどろき 0861-05熊 本県山鹿市鍋田134● 09684
・3・6021*①祝 *配達可、体質別食養相談、料理講習会、毎
月 1回熊本健康友の会主催運動手技講座 (講師 守孝先生)

自然食センター松本 0861-11熊 本県菊池郡西合志町大学御代志
2049 日Ю9624・ 2・ 1719  *9～ 18 *無
黒田栄子 0867熊本県水俣市古賀町1-21●∞666・ 3・0108 *
9半～17半 *純正食品販売、食事 。健康相談、美容相談
あさひ健康自然食品センター 0895-18鹿 児島県薩摩郡宮之城町
舟木4456(屋 地駅前)*健康自然食品販売、手塚機久郎 (自 )
3・ 0704

出水健康センター 0899-02鹿 児島県出水市沖田出水市役所通り
809966・ 2・ 4865 *n～ 午前 1 *無  *ミ ネラル温泉、男性
・女性サウナ、健康サロン、玄米食堂

く沖 縄〉
石嶺正食品センター 0902
・3801・ 3434  * 9半 -20

那覇市首里石嶺町3121a1988・ 87
*オ ーサワジャパン純正食品、食養



43・ 5247 *9～ 19 *①
需1)・ 料理講習
いそうけん健康食品センター
・853・ 1724   *9^_191`

*食養相談、整1様圧治療 (予約

0121足立区東伊興町3322●03
*①  *月 一回料理教室、食養相談

く東京都下〉
0ケ ンコー o182調布市布田1-272 80424・ 84・ 0376 *9～
17 *①祝 *食品卸、配達、発送承ります。
自然食品センター・みずほ o182調布市国領町7-1-17 ●0424・
88・ 8540

0●さしの自然食品 0180武蔵野市中町123-17〔Ю422・ 51・ 29
58 *10～ 19 *①  *代 表取締役高岡敏行、正食品、本、里F
菜、料FF教室 (第 2・ 4土 l涅、13～ 16)
はじめ健康食品店 0180武蔵野市中口rl-295 80422・ 54・ 7716
*8半～20 *無  *食 品全般、化粧品・洗斉J、 書籍
東京シードo支店 01844ヽ金井市本町6-5シ ャトー′」ヽ金井 1階
80423・ 84・お00 *lo～ 18 *①  *食品・書籍・器具販売、
美容・健康相談

自然食の店 和康 01844ヽ金井市本町3-10-13 80423・ 85・ 52
61 *10～ 18 *① 月 *自 然食品。書籍販売、健康相談、料
理教室、玄米試食会

自然食品センター上水店 0190立川市柏町4-5-14 8m25・ 37
・3051*9半 ～19半  *無  *大 量展示車による引き売りも致
しております。自家栽培の無農薬野菜販売。
0マナ自然食品センター 0196昭 島市昭和町5-5-58“ 25・ 44・
8866(夜 41・ 6068)*10～ 19 *①  *健康食品・自然食品・
電 i治療器総合専門店、毎月最終本曜、料理教室、配達

ヤマト食養友の会 o192八王子市長沼町2316● 0426・ 36・ 1233
*9～ 18 *料理教室、健康相談、講演、健康学園、医学講座、
食養全国大会、出版、機関誌 (ヤマト食養の道 )

横浜健康食品滝田園 0240横浜市保土ケ谷区岩間町1-ll1 7 ●
045・ 341・ 6876 *10半～18半  *①祝も休むことあり *自宅
1,045・ 335・ 3083

自然食品センター弘明寺店 0233横浜市南区中島町4-81 8襲
5,712・ 3339 *9半～19 *渋 谷自然食品センター姉妹店
山県信之 o232横浜市南区大岡341-14 8M5・ 711・ 7019 *
日本 CI書籍、オーサヮジャパン食品取次。恵命我神散代理店
毎月18日 サニークラブ月例会 (山県良江)
菊屋百貨店・健康自然食品センター 0244横浜市戸塚区戸塚町
44 a145・ 881・ 7636 *9半 ～19 *田 中久夫、毎月 1回料理
教室・健康相談会、リマ、オリープマン化粧品取扱
サンエイ相模自然食品 0228相模原市旭町卜16 a1427・ 46・ 6
314、 45・ 7401 *9～ 20 *① *毎 月1回 食品研究会
加藤大季 (ひ ろき)o220Юl 神奈川県津久井町三井7358“ 27
・84・ 3163 *グ リーンクラブ主宰、自給農法の研究

く長 野〉
酒井須三子 0380長野市上松1-5-35 8舵 62・ 34・ 3824 *リ マ
化粧品取扱、正食品販売、長野無農薬野菜の会
長野正食センター付属ポリオ研究会 (小児マヒ研究所) 0380

暑撃軒千葉7T:7発宥:27膚tT線方曇量
～19 *無 体を原則

南佐久 C:く らぶ 0384-14長 野県南佐久郡川上村大深山6738
02679・ 7・ 2709 *正食研究会
もりいずみ 0385長野県佐久市岩村田本町762●∝676・ 7・ 3730
*9半 ～19 *④  *自然食品、野菜小売・近隣市町村配達口∫
玄米正食の民宿もえぎ荘 0399-94長野県北安曇郡小谷村峯 8
02618・ 2・ 2148 *無  *緑豊かな信州自馬山麓にある。野草摘
みハイキング、避暑、紅葉、スキー、家族旅行、合宿、療養等に

く新潟・富山・福井〉

新津自然食品センター 0956新潟県新津市本田r2-17-5 82502
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正』:[≒ilmi13詐基3聯又『lil
～20 *無  *第 2日 曜日、おしものの集い
丸の内薬局 0930富 山市丸の内21-18o76424・ 0891 *9～
19 *①  *漢 方相談、健康相談
福井健康学口 0910福井市照手1-112 8976・ 213811 *ョ
ガ体操と正食料I里で手軽に宿便を出す道場 (f‐定た自然農園、
植林。自然食品センター(市内 )
健康食品の店大和 (や まと) o910福井市加茂河原219128
0776・ 36・ 6747 *8～ 19 *料理教室 (第 2J:曜 1時、第4日
曜11時 )足心道1旨導 (予約制)三島貫信

く静岡・愛知〉
日本健康センター磐田店 (ケンコー社モリモト)0438静岡県磐
田市中央町122-15磐 田商工会議所前 8“383・ 2・3016 *9半
～21*無 *治療器無料開放、自然食品、健康食品、料理教室
自然食品の店 ―福 0448愛 知県刈谷市中山町2-48 80566・ 23・
2719(代 )小島一夫 *10～ 19 *① *ョ ガ教室、リマ化粧品、
料理講習、健康相談、勉強会 (月 1回 )
東海食養友の会佛加藤商店 0453名 古屋市中村区則武119-3
●052・ 4514195 *8～ 20 *無  *正食普及、海水パンツ、
毛100%ニ ント製品製造販売
ヘルスガイド美健 o466名 古屋市昭和区小坂町321 *052・ 7
33・ 1283代 )*9～ 20 ④のみ9～ 18 *①祝 *自 然食品販
売、無料健康相談、出張自然料理講習会、隔月健康相談、会員
募集中′

愛知陰日会 (長生堂) 0485愛知県小牧市大字寺浦2943 3錮
68・ 76・ 2731 *9～ 19 *①祝 *講演会 (2カ 月に一度位)
無料食養健康相談、CI書籍、テープ、自然食品、リマ化粧品
販売

春日井自然食品センター o486愛知県春日井市瑞穂通71-11

安錯繋∫魚T〕夕193貌6安露市今£織 室碁星ムデ:.
3136、 7・ 9432*10～ 18 *①  *純正食品、健康食品、自然
化粧品、治療機器、運動器具、無料健康相談
豊橋自然食品センター o440豊橋市松葉町3-65市民病院前 ●

霜醸

警
"い
9~18半 *① *食品醜 、簡 品、麟

日本健康センター (ケンコー社)0442愛 知県豊川市市田町大
道下17市田ロバス停前 805338・ 6・ %79 *10～ 18 *①  *
各種治療器、健康食品、自然食品、書籍、健康サロン無料開放

く岐 阜〉
ごとう自然食品 (美顔教室) o500岐 阜市吉野町 2 80582・ 6
3・5894,7032 *9～ 20 *書籍、食養相談、正食講座、料理
教室、化粧品、無料健康体操教室、無料美顔相談、(に きび、 し
み、黒皮症 )

岐阜健康自然食品センター o502岐阜市長良崇福寺町 2丁 目
80582・ 32・0631 *9～ 20 *①  *健康食品、書籍、化粧品
正食講座、料理教室
岐阜自然食普及会 0500岐阜市神田町9 名鉄新岐阜百貨店 1
F 口Ю582・ 65・ 7111内線319  *10～ 18半  *④
高山自然食品センター o506岐阜県高山市錦町12-6 ●0577・ 3
2・2997 *9～ 20 *無  *川上高賢、自然食品、 CI書籍、
リマ化粧品、食養相談

く京 都〉
京都マクロビオティックセンター o606京都市左京区高野蓼原
町77 ●075・ 711・ 4551 *24時 間営業 *無  *正食品、料理
器具、書籍、料理講習、折詰弁当 (予約詢1)英語版書籍販売
京都自然食品センター 0604京都市中京区河原町通夷川角 ●
075・ 221・ 7890、 231・ 0348 *平 日夏季9～ 18半、冬季 9～ 18
*①祝13～ 18
0エ ンチーム三丹 0620福知山市堀内田町1953-280773・ 22・
9508 *8半 ～20 *不定期の① *食品、Ell房 器具、酵素化
粧品、天塩、マクロピオティンク書籍、その他



く北海道〉

自然・健康食品のデパートサンケン 0064札幌市中央区南18条
西7-3(第 5コ ーポ)●Юll・ 511・ 8232 *9～ 19 *①祝 *玄
米試食会、健康相談、指圧、卸小売配達、料理講習会

北海道健康学苑 007802旭 川市永山町11-526 80166・ 48・ 41
07 *8～ 20 *① *食養相談、足心道指導、食品・書籍小
7C

道南 C!く らぶ じ040函館市若松田r209 8■ 38・ 22・ 8714*
代表・山崎寿生

0ウ リ薬局 007301砂 川市西 1条北 1丁 目9 8■ 255・ 2・ 43
86 *漢 方調剤

く東北地方〉

ラッキーフード 0020-01岩 手県岩手郡滝沢村穴口4364 E脱
968・ 4・3420 *特に定めず *海の学校、山の学校、食品雑穀、
農産物通信販売、予約販売、料理研究会

北上正食センター 0024岩手県北上市新穀町1-35 am976
・4・ 7048 *無  *堀込幸雄、食品、図書販売、出張講演に応
ず、試食会 (無料)

みちのく自然食品センター 0980仙台市中央3107 8舵 22・ 6
2・7677 *9～ 19 *l～ 3①  *料理講習 (講師小川みち他)
食養相談 (第 13⑥、第2.4①X玄米弁当 (予約 )

く群 馬〉
群馬マクロビオテイックセンター 0370高 崎市和田町7-13 8
0273・ 22・ 5484,25・ 5560 *9～ 19 *無  *図書、食品販売、
月例無双原理と正食の勉強会・健康相談

高崎自然食品センター 0370高崎市新町101●悦 73・ 25・ 2605
*9～ 19 *無  *食 品販売、正食、空手、ヨガ講習会、健康
指導

鈴木述子 (のぶこ)0370-12高崎市山名町乙6118舵 73・ 46・ 4921
*自然農法の玄米・野菜、農産物カロエ、料理教室、群.馬県安全

農法研究会、群馬食養友の会

七庸会 0370高崎市小塙町樋越35-1 80273・ 43・ 8181 *田中
ふじ枝、第 2・ 401～ 3時一料理教室、第301～ 4時―①
勉強会 (テ キスト、桜沢・大森)②研究発表会、毎010～ 4時
=健康相談会、食品・書籍
里味 (さ とみ)0370高崎市石原町49}8 80273・ 25・ 8057 *
10～ 19 *①祝 *マ クロビオティック・フーズ平売、ポンセ
ン・玄米パン・各種黒焼・参泉製造、自然農園あり

井上自然食品センター 0371前橋市本町112-1380272・ 24・ 18
181R)ホ 8～ 19半  *①  *自然食講習、美容講習、食事相談、
人生相談

く茨城・埼玉〉

内田繁商店自然食品部 030∈ 12茨城県牛久町牛久3475 *0298
7・ 2・0135 *9～ 19 *④  *食品、書籍、器具
茨城・大宮はりきゅう療院 031922茨 城県那珂郡大宮町中富10
87 ●02955・ 3・ 0264*8半～19 *①  ①  *健康指導、催
眠講習会 (常陸大宮駅歩 5分 )
小川自然食品店 0362上尾市上町2-7-25 80487・ 748504 *
9半～18半  *無 (臨時休業)*純正食品オーサワジャパン取
扱い、有機農産物、健康相談、毎月料理講習会 (CIよ り講師

派遣Xリ マ化粧品美容講習会、健康医学社指導講習(浄血指導)

桜蕊鸞_」発
玉季憩z易ッζ猿
°
Υ〕警奪琴参f気ザ理品Fζ籍

大田屋本店自然食品部 0346久喜市南18-18 80480・ 21・ 0102

■この欄に掲載を希望の方は、別ベージの入会申込書 (法人会員)に記入して、お申し込みください。4行以上になる場合は、1行に
つ

き 5,000円 増しになります。★ (*)FPの数は法人会員申込回数です。

■内容は、太字が名称、次が郵便番号、住所、電話、営業時間 (8～ 18は 、午前8時から午後 6時のこと。19半 は 7時30分の
こと、次は

休日 (③は毎日曜休日、 3④は第 3水曜日、祝は祝日休み、無は年中無休)、 その次は代表者及び備考です。

*9～ 19 *①  *食養相談、健康指導、食品、図書販売、リ
マ化粧品、玄米試食会、CI定期講習会
けいらく操法普及会 0336浦和市常盤932-21 8Ⅸ 88・ 31・ 78
19 *千田米子、正食とけいらく健康法、於熱海長寿会館 (随
時)予約制
そば処無双長寿庵 0332り |1国市上青木西1325 3M8251・
7001 *11～ 20 *①  *「アマテラス会」食品、書籍販売
大橋自然食品センター 0350り |1越市霞ケ関Jヒ3-25 8Ⅸ 92・ 3
1・ 1897 *10～ 19 *④  *無農薬野菜、食品、化粧品、健康
相談

霞正食会 0350‖ 1越市的場215}28 80492・ 31・ 0153 *8～
19 *⑤  *本 間健滋、毎月第3上曜日、正食、無双原理勉強
会、健康相談

く千 葉〉
自然・健康食品の店 玄米の宿 0277柏 市南増尾2229(1 8
0471・ 73・ 1468 *7～ 8 *①  *健康食品、無農薬野菜、食
養相談、書籍、ヨガ教室、繊灸、配達・出張治療いたします。

習志野健康食品おおくば京愛堂 0275習 志野市本大久保53-24
80474・ 73・ 2957 *10半～19平 日、13～ lgD.祝  *③  *食
品販売、食事相談

平和堂高砂自然食品支店 0272市川市真間3-1112日Ю473
22・ 0810 *10～19 *①  *料理講習 (バ ン作・豆腐作他)、
マルチレーターによる健康、美容相談 (無料 )

溝口薔油 029922千 葉県君津郡袖ケ浦横田989 8髄 3875・
2003 *天然醸造讐油「金明」製造、オーサワジャバン取扱

く東京23区〉

ォーサワジャバン 0151渋谷区大山町11-5イ ンターマンク1階
却 3465・ 5021 *10～ 18 *①  *都内配達、国内発送 (小
田急線東北沢 1分 半)

い自然食品センター本店 0150渋谷区桜ケ丘町4-3 ●∞・463・
4441 *10～ 19平 日、10～ 30祝 *3④  *レ ストラン「天
味」併設、食品、器具、化粧品、図書、小売、卸、料理教室

〔営業所〕横浜市緑区美しが丘51}8 ●045・ 9015111 *①祝
い野原商会 0150渋 谷区鴬谷町5-7日お・4960656*9～  *
⑤祝 *赤穂の天塩取扱、その他、天塩使用食品 (天塩味嗜・

天塩梅干等)

不二自然食品 0106港 区麻布十番2-214803・ 451・8966 *
9半～19 *①  *食養相談、料理講習、隣接区内配達 (一の
橋交差点バス停前 )

いゲダツ商事 0160新宿区荒本町4 803・3571161*代 表取
締役岡野武徳、一般食品、健康食品、正食法の図書販売

ホビット村 0167杉並区西荻南3-1'31■ 3・ 332・ 1187(大 代)(プ
ラサード書店)*マ クロピオティック図書取扱、各種講座、
無農薬野菜 (ナ モ商会8331・ 3599)

サンライト自然食品センター尾山台店 0158世 田谷区等々力2-
518路・704・ 8324*9～ 18:00*①祝 *玄米弁当、お惣菜、
調理パンの専F]店

富士見台自然食品の店 0176練馬区貫井3-1416●∞・990・ 6
773 *9～ 19 *代表酒井二恵子、自然農法食品、化粧品、

鍼灸治療院併設

高砂自然食品センター 0125葛飾区高砂8-13-53)3・ 6001412
*9～ 19 *無  *料理講習・美容相談、マルチレーターによ
る健康相談 (無料 )

自然食品の店 ふる里や 0135江東区白,可4-37 ●∞・6
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健康と幸福 と美を創 るマクロビオテ イックの料理教室

酵灘轟基喜鶴轟轟轟鐸螺          轟轟灘欄
昭和55年度夏期 (%・ %～%)募 集 .′

玄米 をは じめ各種の穀 物 や野菜、海 草 な どの持 って い る素朴 な

味 を最大 限にひ き出 し、肉体 と精神 の養い とす るお 料理 を指導

いた します 。天然醸造の 味噌、醤油 、 自然塩、純正 の油 な どで

調味 し、砂 糖や醸造酢 、化 学調味料 な どはい っ さい 用い ません。

●初級コース/マ クロビオティック料理の基礎 (基本食、食箋料理など) 昭和55年 4月 23日 開講
●中上級師範コース/桜沢流普茶、懐石料理。フランス、インドなど世界各国の民族風自然食料理。

美容食、治療食を含む応用コース         昭和55年 4月 22日 開講
●校 長 /桜 沢 里真 (日 本 CI協会会長) _

●定員/各 クラス40名

(年齢・性別に制限ありません)

●特典/規定の回数出席 し、試作会 に

出品された方に免状 を授与いた しま

す。

●いったん納入 された受講料はお返 し

で きませんので、ご了承 ください。

●申込み/申込用紙 に記入 し、受講料
を添 えて、下記へ。 (定員になり次第

じめ切りますのでお早目にお申込みくださ

い)

時

　

間
　
　
割

コース 曜 日 クラス 時  間 講  師 授 日

螂
臓
コ・ス

火

A n:00～ 14:00 桜沢里真
4月 5月 6月 7月

６

１３
ｍ
η

３

１０

１７

２４

１

８

１３B 18:00～ 20:30

初 級

コース

水

C n:00～ 14:00 浮津宏子 ７

１４
２‐
”

４

■

１８

２５

２

９

１３

D 18:00～ 211:30 桜沢里真

受

講

料

入 学 一 括 納 入 分 納 単一受講

¥&OIXl円

(入学時のみ)

AB・ クラス
¥16,51Xl

CD・ クラス

¥16.51Xl

4  月 ¥1,51Xl
一回

¥2,OIXl

5  月 6,OIXl

6 月 6,OIXl

7  月 4.51Xl

●日本 C:協会の会員でない方は、ご
入会ください。(年会費4000円 より)

(リマ・クッキングアカデミ…

日 本 C !協 会 クッキングアカデミー係
〒151東京都渋谷区大山町11-5 ● 03(469)7631

キ  リ  ト  リ  線  
… …

― ― 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ― 一 一 ― 一
―

‐ 紹和55年度夏期))申 込 書 聖______

新 規 1 継続/前回のコース名 ( ) 希望クラス A・ BoCoDI※ ○印をつけてください
ふりがを

男

・
女

( )歳

日

生

月年

明

大

昭

イ . 会員 (の家族)です
会員番号 (   )
会員ではありません口 . !:lll最 ::ぜ

ました
未婚

既婚

(〒 )

住 所 道
県
都
府

自宅 市外局番
電話 (   )  ―

職 業
勤務先

勤務先 市外局番
電 話 (  ) ―

円を添えて申込みます。

月 日日本 CI協会御中 19801「

(備考)



新 し い 時 代 の 常 識 を つ く る

昭和54年まで行なってきまし

た 《正食医学基礎講座》を改

称いたしました。

●健康は人にとって最上、最

高の宝です。健康な′じと身体

で人生を迅うさま生 きたいの

は、万人の願 うところ。 しか
し、健様といっても、 それは
ただ “病気でないこと"では
なヽヽと私たらは考えます。

●何が人を健廉にし、病気に

するのか。そのモ トのメカニ

ズムを《食》に見出し、実践

するのが正食です。食なくし

て人は生まれることも、存在

することもできませんし、食

の選択、摂り方いかんで、人

は健康にも病気にも、自由に

も不自由にもなります。

●現代医学が “生命のはたら

き"を 矢口らず、真に人を救い

得ない今、真に人を救う道と

して 《正食》の重要性はます

ます深まっています。誰もが

健康で、幸福で、自由な人生

を送れるカギを、工食医学講

座で共に学びましょう。

1、 自然と人間の生命につい

ての正しい考え方について。

2、 正しい食物とは何か。ま

たその正しい摂り方は ?

3、 体の不調や病気を正しい

食事で治すにはどうするか ?

●正食の基礎から、各種病気

の正食による治療法、病気診

断法まで、6コ ースに分かれ、

それぞれ 1泊 2日 の講習。 1
講義 2時間です。H召和55112

月より毎月 1回ずつ開講し、

同年7月 で修 rし ます。

●研修費は、1コ ースにつき、

15,0001Ч (宿泊・食事込み)。

●全コースを修了された方に

は、『正食医学講座修了証』

を発行いたします。(昭和54年

までに行われた 《|に食医学基

礎講座》を受講 し、まだ全コ

ースを修了していない方は、

今回の 《正食医学講座》のう

ち、前回受講していないコー

スに対応する各コースを修了

した時点で、『 II:食医学講座

1蓼了価  を発行いたします。)

講義をしてくださるのは、正

食医学と宇宙の秩序研究の現

代第一人者である大森英桜先

生。豊富な治病・健康指導の

体験にもとづ く実証的な講義

には定評があります。

①宇宙の秩序解説

②食物の陰陽

③生命と食物の歴史

④宿便と反ib、 その処理法

0身 llk強健法

①人体発生学とオーラ

②望診法人 |“1

③体質別 IF食法

④食養千当法 (内用品 )

⑤食養手当法 (外用品 )

壼1額剛階鐵晦蘭碑Ⅲ 6Hi

①臓腑の陰陽・五臓と五味

②日・舌・歯・食道の病気

③胃の病気

④ガ卑・膵臓の病気

⑤ l^二指腸から肛 |“ jま で

C川
1臓・胆のうの病気

②腎臓・耳・皮膚の病気

C勝脱・生殖器の病気
④心l蔵・循環器の病気

⑤肺・気管支の病気

C急性伝染病
G青ネ申り丙
③病気によるf更 と尿の状態

④人相による病気診断11)

⑤人相による病気診断12)

①ガン(原因とメカニズム)
②ガン(器官別ガン,台療法)

③クセで観る病気・陰陽診断

④足による病気診断

C汗相・爪・指紋による病診

07月 の日付 を訂正しました。



●日時 /昭 和 55年 4月 5日 (L)
12時受イ寸開始、 4月 6日 (日 )
4時解散 。 1シ白2日
●主催 および会場/日 本 CI協
会本部  〒 151東京都渋 谷区大
山田丁11-5803-469-7631(代 )

●講師/大 森英桜
●研修 費 /15,000円 (寝袋持 参
または夕P白の人。寝袋 を借 りる

Aは 1,500Fヨ ナ曽)
●持参品 /食 器 (茶わん、汁 わ
ん、中皿 、 は し、布巾 2枚 )、 学
習用具、洗面用具、雑 巾、寝 袋

(な い方 は お貸 しします )

●申込方法 /申込書に記入 し、
研 1蓼費 を添 えて 日本 CI協 会 あ
て現金書留 で送るか直接持 参 す

る。 日本 CI協 会の会員で ない
方は ご入会 ください。

(年会費 4,000円 より )、
●締切 り//3月 29日 。ただ し定
員 (60名 )に なり次第締 切 り。
●取消 し//3月 29日 ま=cの取消
じは手数米斗1500円 をひいて譴二譴壁

します。 それ以後の場合 は会 の

運営上、 半額返還 とな ります。

*食事 は 日本 CI協 会の料理部
が調理す る玄 米正食料理です。

*人数 に余裕 があるときは、部
分参加 も受 け付 けますので、 お

問い合せ くだ さい。

〔V〕 十二指腸か ら肛門 まで

アメリカ人は なぜ腸 ガンが多い

か ? 十二l指腸 カイヨウの治 し

方 と胃カイ ヨウの治 し方の ちが

い。便秘 ・痔 などの食養 による

治 し方。

実習一―食 養手当法 (醤番 、

梅生番、玄 米スープなど)

*講義の録音 は ご遠慮下 さい。

〔I〕 臓腑の陰陽・五臓 と五味

月干・′心・ 1卑・月市・腎・月旦・ /Jヽ月易

・ 胃・大腸・膀脱の陰陽順 は ?

五行説の表か ら見、受精卵 の発

育の発生学の見地 から考えます。

〔Ⅱ〕口 。舌・ 歯・食道の病気

消化器の最初 の部分の病気 の い

ろいろ と、 その治 し方。歯 の痛

みには玉 ネギの汁 が意外 に効 き

ます。

〔Ⅲ〕胃の病気

日本人は世 界でいちばん胃の病

気が多いのは なぜか ? 胃炎・

胃カイ ヨウ 。胃ガンの区別 、 胃

酸過多な ど。

〔Ⅳ〕牌臓・ 膵臓の病気

美食が過 ぎると糖尿病 がふ える。

糖尿病 は病 気の段階で どの あた

りか ? 食養 による治 し方 とそ
の実例。

12:00  受イ寸開始
12:45 講 習会 の説 明
13:00-15:00  言憲専妻I
15:30--17:30  需彗享完Ⅱ

―
館
―

19:30--21 :30  調掌事実II

――就寝――

堕 6日 (日 )|

7 :00--9 :00  粛障与完Ⅳ
一― 食事一―

11 :00-12:00  ぅに雇雪
12:30^-14:30  訪障身実ヽ ′

15:00--16:00 質疑応答

―一 解散――

正食医学講座 臓器別前期 (%～%)

1.寝袋持参 します=15,000円  2.寝袋借ります=16,500円  3.外泊 します=15,000円  4.部分参加

日

生

歳

月年
明
大

昭

1.会員(の 家族 )です
会員番号(   )
2.会 員ではありません

※部分参加の方は、講義番

号を記入して下さい。

ふりがな

(〒  ―   )
住 所       都道

府県

自 宅 市外局番

電 話 ( )
勤務先 市外局番
電 話 ( )

円を添えて申込みます。

日本 CI協 会 御 中  年

※正食医学基礎講座を受講された方は、受けたコースを記

入 してください。



屋

室
　
屋

順
難
ル

0会員でなくても参加歓迎です
0録音はご遠慮ください

日 本 CI協 会

〒 i5:東 京都渋谷区大山町‖‐5

■■03・ 469・  7631 (り

小田急線・東北 沢駅下車2分

至
小
田
原

3月 7日 (金 )10時～12時 初めての人のための、正

食による健康と物の見方の話 (こ の激動の時代にど

う生きるか)講師/橋本政憲 (編集長)、 川嶋正治

(協会理事)会費/1000円 (会員 700円 )

1時～4時 正食医学による健康相談講習会 (公開 )
正しい食べ物、食べ方、生活法による健康確立、体

質改善、病気指導の講習会です。講師/大森英桜先

生。

会費/相談を受ける人=10,000円 (入会者に限る)

聴講者=2,000円 (一般 =2,300円 )

●相談希望の人は必ず予約して下さい。当日は簡単

な食歴、相談内容などを所定の用紙に書いていただ

きますので、11時 までに会場へ来て下さい。

6時～9時 講演会「救われる人と救われない人」

講師/大森英桜 会費/1,800円 (会員 1,500円 )

(桜沢先生の『新食養療法』83ページに、食養を知

っても救われない人の型が挙げてあります。大森先

生が、30年 間 、多くの人に接 してきた、その体験に

よる、人生の別れ道の問題について )

3月 8日 、 9日  正食医学講座基礎科後期
締め切りました。

3月 17日 (月 )6時半～9時 情報交換会 (社会、
政治、経済、文化、科学、国際 )話題提供/橋本政

憲 (編集長 )、 川嶋正治 (協会理事)会費/1000円

(会員 700円 )参考書/木内信胤『当来の経済学』

プレジデント社、倉前盛通『悪の論理』『新・悪の

論理』日本工業新聞社、『情報社会のテロと祭鵞己』

創拓社、ヴォーゲル『ジャパン・アズ・No.1』 TB
Sブリタニカ、角田忠信『日本人の脳』大修館書店、

河合雅雄『森林がサルを生んだ』平凡社 ほか。
3月 18日 (火)2時半～5時 食養井戸端会議

会費/500円

3月 20日 (木・祝日)1時～4時 特別講演会「天
中殺の解明」講師/大森英桜先生 会費2300円 (会
員2000円 )(参考書/和泉宗章『天中殺入門』青春

出版社)(天 中殺の時に事を起こすと破滅するか ?

運勢学の解明 .′ )

3月 20日 (木・祝日)6時半～8時半 研究会・カ́
レル『人間』第 4章 会費 300円。
3月 22日 (土)2時～4時 特別講演会「人類の呼
吸、自然呼吸 (生命呼吸)か ら意志呼吸へ」講師/
三木成夫先生 (東京芸術大学健康管理センター、解

剖学 。発生学専攻)会費/1300円 (会員1000円 )

4月 4日 (金 )10時～12時 初めての人のための、正

食による健康と物の見方の話

会費/1000円 (日 本CI協会会員、700円 )
1時～4時 正食医学による健康相談 (個別 )
(必ず申込み。傍聴はできません)

6時～9時 講演会「体質と病気の陰性・陽性別を

どこで見分けるか」講師/大森英桜先生 会費/18
00円 (会員1500円 )

4月 5日 、 6日 正食医学講座 臓器別病気編前

期  別紙をごらんください。

4月 13日 (日 )料理教室試作会 11時持参、正午～

3時

4月 17日 (木 )6時半～8時半 研究会・カレル『人

間』 5章 (300円 )

4月 18日 (金 )6時～8時 「家庭の指圧」講習会

講師/峯尾アヤ子 (5月 2、 16、 30日 、 6月 13、 27

日の 6回 )受講料/6000円 (食養陰陽と五蘊 (五行 )

説、経穴・経絡をとり入れた講義と実習)定員/30

名、要予約。

4月 19日 (土)1時～4時 手づくリバン講習 講
師/横田正敏 (申 し込みは雪465・ 5021)1000円

4月 20日 (日 )春のビクニック 15ページ参照

ォーサワジャバン全商品特売日(行事参加者のみ )

3月 7日 、22日 、4月 4日
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ン
ザ
・デ
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ァ
ス
ト
来
日

フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
、
ジ
ョ
セ
フ

・
ラ
ン

ザ
＝
デ
ル
＝
ヴ
ァ
ス
ト
師
が
来
日
す
る
。
同

師
は
、
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ー
の
思
想
に
共
鳴

し
弟
子
と
な
り
、　
一
九
四
八
年
以
来
、
南
仏

で
、
莱
食
、
機
械
文
明
拒
否
、
有
機
農
業
の

生
活
共
同
体
を
営
ん
で
お
り
、
非
暴
力
主
義

の
行
動
実
践
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
平
和

運
動
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
に
大
き
な
影
響
を

も

っ
て
い
る
人
で
あ
る
。

じ
つ
は
、　
一
九
五
六
年
七
月
、
桜
沢
先
生

夫
妻
が
、
同
氏
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
訪
ね
て
、

Ｃ
Ｏ
レ
タ
ー
に
訪
間
記
を
書
い
て
い
る
。（
一

一
五
四
信
、　
一
一
五
六
信
、

『
世
界
無
銭
武

者
旅
行
』
３９６
２
３９９
頁
）

日

程

は

、

４

月

２９

日

来

日

、

５

月

２

日

、

法
政
大
で
講
演
。
５
日
、
埼
玉

・
東
松
山
の

原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
開
館
記
念
日
出
席
。

６
、
７
日
、
京
都
。
８
日
、
奈
良
。
９
日
、

大
阪
。
１０
日
、
東
京

。
有
機
農
業
研
究
会
に

出
席
。
■
日
、
別
れ
の
パ
ー
テ
ィ
。
１２
日
、

離
日
。

問
い
合
せ
は

「
ラ
ン
ザ

・
デ
ル

・
ヴ
ァ
ス

ト
と
非
暴
力
を
考
え
る
会
』

（東
京
都
世
田

谷
区
桜
上
水
５
１
２
１
２
　
西
尾
方

８
０
３

・
３
０
２

・
３
４
２
５
）

同
師
の

『
反
暴
力
の
手
法
』
（西
尾
昇
訳
）

が
近
円
さ
れ
る
。

（新
泉
社
刊
、
８
８
１
２

・
１
６
６
２
）
反
暴
力
と
は
何
か
、
反
暴
カ

行
動
の
や
り
方
、
い
ろ
い
ろ
の
運
動
、
な
ど
。

■

編

集

後

記

■

●
も
う
会
員
に
な

っ
て
八
、
九
年
の
Ｐ
青
年

が
、
あ
る
朝
、
白
く
む
く
ん
だ
顔
で
本
部
に

や

っ
て
き
た
。
精
神
病
院
に
ニ
カ
月
入
れ
ら

れ
て
い
て
、
逃
げ
出
し
て
き
た
、
と
い
う
。

注
射
、
投
薬
、
食
事
を
拒
否
す
れ
ば
点
滴
…

…
。
お
父
さ
ん
が
入
れ
た
、
と
い
う
が
、
言

う
こ
と
は
し

っ
か
り
し
て
い
る
し
、
私
た
ち

が
見
た
ら
、
精
神
病
で
も
な
ん
で
も
な

い
。

●

「
ぼ
く
の
会
社
は
こ
れ
な
ん
で
す
よ
」
と

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
す
封
筒
の
字
は
、
今
、
新

聞
に
名
前
の
出
な
い
日
は
な
い
大
変
な
会
社

だ
。
Ｐ
君
は
玄
米
を
食

っ
て
い
る
し
、
Ｐ
Ｕ

も
知
っ
て
い
る
か
ら
、
正
義
派
で
、
組
合

に

ど
な
り
こ
ん
だ
り
し
た
ら
し
い
。
彼
が
ど
な

っ
た
こ
と
と
、
精
神
病
院
行
き
と
、
ど
う
関

係
が
あ
る
の
か
は
、
想
像
す
る
し
か
な
い
。

精
神
病
院
は
、
患
者
が
精
神
病
で
あ
ろ
う
と

な
か
ろ
う
と
、
い
い
お
客
さ
ん
だ
か
ら
、
い

つ
ま
で
も

″泊
め
て
″
、
薬
づ
け
に
す
る
。

●
皆
様
、
ご
用
心
／
　
そ
れ
で
な
く
て
も
、

肉
を
食
わ
な
い
、
魚
も
食
わ
な
い
、
玄
米
し

か
食
わ
な
い
、
陰
だ
、
陽
だ
、
と
口
走
る
よ

う
な
人
間
は
、
世
間
か
ら
は
、
″
お
か
し
い
″

と
思
わ
れ
て
い
る
。
会
社
が
大
ゆ
れ
に
ゆ
れ

て
い
る
時
、

マ
ト
モ
な
こ
と
を
叫
ん
だ
ら
、

″
ア
イ
ツ
は
精
神
病
だ
、
口
封
じ
に
病
院
に

入
れ
ろ
″
と
な

っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

●
正
食
の
少
食
法
を
や
る
と
、
反
応
で
キ
ツ

不ヽ
ツ
キ
み
た
い
に
な
る
人
が
あ
る
。
知
ら
な

い
回
り
の
人
は
、
精
神
病
院

へ
入
れ
て
し
ま

う
。
入
れ
ら
れ
た
ら
、
数
年
も
出
し
て
も
ら

え
な

い
。
本
当
に
廃
人
み
た
い
に
さ
れ
て
し

ま
う
。
キ
イ
不
ツ
キ
に
は
、
シ
イ
タ
ケ

・
ス

ー
プ
、
あ
る
い
は
、
酸

っ
ぱ

い
リ
ン
ゴ
の
ジ

ュ
ー
ス
と
覚
え
て
お
く
こ
と
だ
。

●
ソ
連
で
は
、
反
体
制
派
の
知
識
人
を
逮
捕

し
て
精
神
病
院
で

″治
療
″
す
る
の
が
、
当

局
の
常
套
手
段
に
な

っ
て
い
る
。

（
メ
ド
ヴ

ェ
ー
ジ

ェ
フ

『
ソ
ル
ジ

ェ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
の
間

い
』
新
潮
選
洋
　
２５６
ぺ
‐
ジ
）

日
本
で
は
、
少
な
く
と
も
逮
捕
、
投
獄
に

は
、
逮
捕
状
が
い
る
し
、
弁
護
士
の
助
け
が

得
ら
れ
る
し
、
裁
判
は
控
訴
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
し
か
し
、
精
神
病
院
ば
か
り
は
、
待

っ
た
な
し
だ
。
警
告
の
世
論
を
盛
り
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

●
ど
ん
な

ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
化
か
さ
れ
ぬ
よ

う
気
を

つ
け
な
い
と
エ
ラ
イ
こ
と
に
な
る
。

「病
人
は
い
な
い
か
な
、
金
の
あ
る
の
は
い

な
い
か
な
」
と
う
ろ
つ
い
て
い
る
輩
に
も
。

（橋
本
政
憲
）

■本誌および日本CI協会のすべての刊行物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による複製は、文書によ
る承認を必要とします。
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生命は自然のなれこ
リマ化粧品は

自然農法の

きゅうり・へちま

椿油・紅花などが

主原料です。

自然のいのちが

生き生きしている

植物1生イヒ粧品…

それが

リマの生命。

皮脂の少ない

女1生の肌には

やさし<なじむ

植物1生化粧品こそ

最適です。

※リマネオ・メーキャップシリーズ (全 27種)も発売しております。各自然食小売店、

有名デパートでどうぞ″

11リマコールドクリーム      ●リマパール乳液

=リ
マバニシングクリーム     ●リマヘアークリーム

■リマ栄養クリーム        ●リマシヤンフー

=リ
マネオクレンジング       |「 リマグルーリンス

=|:リ
マ洗顔クリーム         =11リマリップスティック 23号

=|リ
マフェイトスキンローション弱酸性  ■リマねり紅1 23号

111リマフエイトスキンローションH   ■リマサボンフランシュ
||‐ リマフェイトスキンローションQ   =|リマピユーテイソープ

東日本販売担当 (新潟・長野・静岡以東 )

リマ化粧 品 販 売 株 式 会 社
〒 175 東京都板橋区成増2-35-14

西日本販売担当 (富山 。岐阜・愛知以西 )

リマ化粧品西日本販売株式会社
〒 540 大阪市東区大手通2-5-1

ざ
う～
くりくく
く
く
亀

電 話 (03)976-2525(代 表)              電 話(06)9438i01(代表 )
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